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「疾はや斗と！　面おも白しろいゲーム教えてもらった！　一いつ緒しよにやろう！」




　そのゲームを勧すすめてきたのは、嬉うれし野の疾斗の幼なじみだった。

「……護まもる。お前、ノックしろってば。──何だよ、スマホゲーム？」

　自分の部屋に向かってくる足音で、幼なじみの親友、正しよう道どう護だとはわかっていた。疾斗は寝ね転ころがっていたベッドから起き上がり、興奮した護の顔を見上げる。

「そう！　『Lv99』！　面白いんだよ！　ファンタジー世界で勇者になってモンスターと戦ったり人助けしたり！　疾斗、絶対ハマるよ！」

　護が自分のスマホを疾斗に見せ、『Lv99』の画面を見せてくる。面白そうだ。さっそくアプリを見つけてインストールを開始する。

「そうだ。どっちが先にレベル99になるか、競争しようよ！」

　にまっと笑う護に、疾斗は冷ややかに言葉を返す。

「別にいいけど、お前が俺にゲームで勝てるとは思えねえけどな」

「なっ……！　こ、今回はちょっとだけ僕の方が早く進めてるんだから、絶対勝つよ！」

　護はぐっと拳こぶしを握にぎって、キラキラした目で虚こ空くうを見上げた。

「人々を救う勇者とか、正義の味方とかってさ、やっぱり男の憧あこがれだよね！」

「お前はどうしてそう恥はずかしいことをさらっと言うかな……」

「心配しなくても、疾斗の前でしか言わないよ。僕、学校では真ま面じ目めな優等生だし？」

「自分で言うな。ホントはただのゲーオタのくせに」

　冷たく言うと、護はどさっとベッドに倒たおれ込んで顔を覆おおった。

「そうだよ……僕はただのゲーオタなのに何でみんなハードル上げるんだよ……！」

　高校に上がり、一年の一学期も終わろうとしている。顔も頭も性格もいい──改めて考えると腹が立つほど完かん璧ぺきな護は、男女問わずクラスの人気者になっていた。

　うだうだ言っている護を蹴けりながら、疾斗はインストールの終わったアプリをタップする。『Lv99』はまずは自分が操あやつる勇者のアバターを作るようだ。さっそくアバターを作り始めた時、ふと護が疾斗を見つめてきた。そして。




「疾斗ってさぁ……好きな子、いる？」




「は!?　い……いきなり何だよ!?　いるわけねえだろ！」

　護の言葉に、脳のう裏りにふわふわした長い髪かみが浮うかんだが、それを慌あわてて打ち消す。

　あんなのは、高たか嶺ねの花。自分に釣つり合うはずがない。

「……そっか」

　護はぽつりと呟つぶやきつつ頷うなずく。心なしかその耳が赤くなっていた。

　疾斗の手からスマホが滑すべり落ちる。

「まっ、ま、まさかお前……!?」

「あ、あははははは……」

　乾かわいた笑い声を発しながら、護の顔がみるみる赤くなっていく。マジなやつだこれ。

「お前、か……彼女できたのか!?」

　疾斗の声に、護の顔から途と端たんに赤みが引き、彼は膝ひざを抱かかえてずーんと落ち込んだ。

「彼女じゃなくて……ていうか、告白もしてなくて……」

　ホッとしたのもつかの間、護の顔を見て、疾斗はすぐにケッと言葉を吐はき捨てた。

「どーせお前ならすぐＯＫしてもらえるっつの。滅ほろびろ」

「わ、わかんないだろ！　僕は真しん剣けんに悩なやんでるんだけど!?　蹴るなってば！」

　昔から顔が良くて優やさしい護は女の子から大人気だった。告白された数も、疾斗が知っている範はん囲いでさえ両手じゃ足りないぐらいだ。なのに、何を悩むというのか。

「チッ！　強くてニューゲーム状態のお前が何を悩むんだよクソが！」

「……死ぬほど口悪いけど、いちおうそれは慰なぐさめてくれてるんだよね……？」

　さすが幼なじみ。わかってしまったか。肯こう定ていも否定もせず、疾斗はアバター制作に戻もどる。その間も、護の嬉うれしそうな声が聞こえてきた。

「……何かさ、守ってあげたくなったんだ。彼女が弱いとかじゃなくて、こう、大切にしたいっていうか。誰だれかに対してこんな風に思ったの、初めてだなって」

「あ、そういうのいいです。聞いてるだけで恥ずかしいんで」

「聞いてよ！　こんなこと疾斗にしか言えないんだってば！」

　疾斗の気のない返事に、護は不満そうだったが、聞いてるこっちが恥ずかしい。

　きっとそれだけ護に想おもわれているなら、相手も大切にされていることを感じ取っているに違ちがいない。そして護は、間ま違ちがいなくその子を幸せにできる奴やつだ。

　絶対に言ってやらないけど、疾斗の自じ慢まんの親友なんだから。

　ちょっとムカつくけど、彼女ができた暁あかつきには、ちゃんと祝ってやろう。

　ふと、不安とともにふわふわの髪が疾斗の脳裏に蘇よみがえる。

　ないと思いたい。でも、もしも彼女だったら……疾斗に勝ち目などあるはずがない。いや、別に、そういうのじゃないけど。

「ち、ちなみに相手って……誰？」

　疾斗が恐おそる恐る尋たずねると、護はその娘この名前を口にすることすら恥ずかしそうな、でも嬉しそうな顔をした。こんな護の顔を見るのは初めてだった。

　幸せそうな笑え顔がおの護に、何だか疾斗まで嬉しくなってしまう。










「■■■■だよ」






















　ピピピピピピピ──




　けたたましい目覚ましアプリのアラーム音で、疾斗は目を覚ます。

　何だか懐なつかしい夢を見た気がする。一年前──高一の時の、幼なじみとの何気ない会話。

　あの時、護は誰の名前を言ったんだっけ？

（ていうか、あいつ、今彼女いたっけ……？）

　ぼーっとした頭で考えていると、聞き慣れたアラームの音がどんどん大きくなっていく。

「うるっせ……」

　ベッドに置いてあったスマホを手た繰ぐり寄せ、目覚ましアプリを停止させる。すると起動したままだったらしいスマホゲーム『Lv99』のスタート画面に切り替かわった。

　昨日は『Lv99』のマルチプレイで高難易度のアイテム集めに付き合って、新しく始めた人達のレベル上げを手伝って……その後の記き憶おくがない。

「俺、また寝ね落おちしたな……」

　疾斗の家──嬉野家は、疾斗が高校生になると放任主義になった。寝ね坊ぼうしても起こしてくれる家族はいないのだ。目覚ましを設定しておいてよかった。

　何となく自分のステータス画面を見つめる。




『勇プレイ者ヤー：ハヤト　Lv98』




「もうすぐ、レベル99……」

　一年前、護とどちらが早くレベル99になるか、なんて競争をしていた。

　しかし、もう護はこのゲームをやっていない。マルチプレイの時にパーティーを組めるフレンドの欄らんから、護の名前はいつの間にか消えていた。




『Lv99』

　ジャンルとしては、アクションＲＰＧ。ファンタジー世界でモンスターを倒すのが主な遊び方だ。ＩＤを交こう換かんすれば、四人までのマルチプレイが可能。

　約一年前にリリースされ、十代の若者を中心に一気に人気になった。高難易度のクエストが増えたためか、その勢いは一時期よりは落ち着いたが、やりこみ要素も多く、未いまだ多くのプレイヤーが続けている。

「……これで無課金でできるって、運営どうなってんだ？」

　クエストも面おも白しろく、また自由度も高いのだが、ほとんど課金の必要がなく、サーバーはどうなっているのか、運営はどう回っているのか、謎なぞが多いゲームでもある。

　それに伴ともない不気味だという声や、不ふ穏おんなうわさもまことしやかに流れている。

　うわさの中でも一番多いのが──




『最終クエストに挑いどんだプレイヤーが消えた』




　都市伝説のサイトなどではスクリーンショットも貼はられ、検証までされている。しかし結局このうわさの真相は、最後のクエストをクリアし、満足したプレイヤーがゲームをアンインストールしただけだろうという結論で終わっている。

　その最終クエストというのも、『選ばれたプレイヤーだけが特別ステージで遊べる』という謳うたい文句だが、その実態は未だよくわからず、うわさがひとり歩きしている。




　ゲーム画面を何気なく眺ながめていた疾斗だったが、大きくため息をつく。

「はああああ……だりぃ……。行きたくねえ……」

　休み明けの月曜日。学校に行くのがひたすら面めん倒どうになる一番の日。でも休むのはもっと面倒なので、疾斗はしぶしぶ顔を洗いに洗面所へ向かう。

　今日は幸い寝ね癖ぐせがついていない。前まえ髪がみがいい加減うっとうしくなってきたが、童顔なのが嫌いやで切れずにいる。

　制服に着き替がえ、通学鞄かばんを背負って疾斗はダイニングに向かった。




　ダイニングテーブルの上には、封ふうを切っていない四枚切りの食パンの袋ふくろと、母親の手書きメモがあった。

『お父さんは今日から一週間出張。お母さんも今日は泊とまりです。ゲームばっかりしてないで、ちゃんとご飯食べて、お風ふ呂ろ入って、早く寝ること！　母より』

　元々仕事人間だった両親は、疾斗が高校生になるとさらに仕事に没ぼつ頭とうしていった。朝は疾斗より早く家を出て、帰りは遅おそいか、泊まりか出張。それが嬉野家の日常になっている。

　食パンを焼くのも面倒で、そのままかじりつつリビングを通って玄げん関かんへ。

　リビングにはデジタルのフォトフレームが大して見もしないのに、いつまでも棚たなに飾かざってあった。

　家族写真がゆっくりとフェードアウトし、次の写真を映す。

　満面の笑えみを浮うかべた疾斗と、少年が肩かたを組んでいる。

　正道護。

　物心がついた頃ころから一いつ緒しよにいた幼なじみ。

　護は綺き麗れいな顔をくしゃりと笑みで歪ゆがめ、こちらにピースサインを向けていた。

　どうして撮とった写真だったのかは思い出せない。護と一緒にいれば、何をしていたって楽しかったから。

　今はもう、顔を合わせても護があんな笑顔を疾斗に見せることはない。

　……写真を撮ったのはたった一年前なのに、ひどく昔のように思える。




　パタン。




　フォトフレームを倒たおし、疾斗は玄関に向かった。

　今日もつまらない一日が始まる。早く帰って、ゲームの世界に没頭したい。

　ゲームの世界なら、疾斗は誰だれからも頼たよられる勇者なのに。







　疾斗の通う高校、私立勇ゆう城じよう高校。

　白を基調としたブレザーの制服は、今日のような晴れた日は目に眩まぶしい。寝ね不ぶ足そくだと目に痛いぐらいだった。

　校門前にもなると顔見知り程度の生徒達が挨あい拶さつをしてくるが、疾斗は誰ともそれ以上の話をしない。いちおう挨拶だけは返して、その生徒との関かかわりも終わる。それでいい。

　昇しよう降こう口で上うわ履ばきに履はき替えていると、すぐ隣となりから声をかけられた。




「おはよう、嬉野くん」




　今までは適当に返していたが、その声だけは妙みように意識してしまう。

　顔を上げると、同じクラスの女子がいた。

　芸能人には詳くわしくない疾斗でも、彼女が美少女だということははっきりわかる。




　日ひ廻まわりつかさ。

　名前まで芸能人顔負けだが、両親が離り婚こんして母親の姓せいになったのだと誰かに聞いた。元の姓までは疾斗も知らない。

　ふわふわのやわらかそうな長い髪かみに、睫まつげの長い大きな目。綺麗な顔だが、彼女の表情はいつもひかえめだ。

　彼女の友人達は派手だが、つかさ自身は華はなやかとか、そんな表現が似合う気がした。

　学校一の美少女と言っても過言ではない。というか言われている。




　去年も同じクラスだったからか、大して接点もなかったのに彼女は疾斗と顔を合わせれば挨拶をしてくる。

「……お、はよう……」

　歯切れの悪い挨拶しか返せない。なのにつかさはにこっと疾斗に微笑んだ。そして友人達に呼ばれてそちらへ向かっていく。

　ただ挨拶を交かわしただけなのに、妙に緊きん張ちようする。それを周りに悟さとられないように、疾斗も歩ほ幅はばを緩ゆるめ、彼女とは一緒にならないよう教室へ向かう。







　朝のＨＲも終わり、週始め一発目の授業は数学Ⅱ。

　教師は背が高くて強面こわもてで、実際中身も怖こわい。真ま面じ目めな態度でいれば、怖いけどいい先生。……だが、もしも授業中に寝ねたりなんかしたら。

「じゃあ……嬉野！」

　低い怒ど鳴なり声でびくっと身体からだが跳はねた。昨日寝落ちするまでゲームをしていたのがいけなかった。いつの間にか意識が飛んでいた。

「これ、解いてみろ」

　黒板に書かれた数式をチョークで叩たたく教師の厳しい視線と、クラス中の生なま温ぬるい視線が突つき刺ささり、疾斗は小さな声で恐おそる恐る言った。

「……わかり、ません」

「ちゃんと聞いとけ！」

「すみません……」

「先生！　疾斗を責めないでくれ！　疾斗は俺の恩人なんだ！」

　目に痛い水色のパーカーを着た少年が立ち上がって声を上げる。その言葉に、教師は強面の顔をさらにしかめる。

「はあ？　どういうことだ？」

「疾斗は昨日、俺のために高難易度クエを奔ほん走そうしてくれてたんだ！」

「ゲームしてただけか！」

（余計なこと言うなよ……！）

　声を上げた人物を睨にらみたくなるのをぐっと堪こらえる。




　観かん崎ざき功こう樹き。

　学校中で知らない奴やつはいないのではないかというほど顔が広く、明るい性格と人好きのする笑顔で人気者だ。いつもピアスをいくつも開け、派手な出いで立ちをしているが、教師や先せん輩ぱい達も「あいつなら仕方ない」とその愛あい嬌きようで許される存在。

　最近は動画サイト『チョコチョコ動画』に『Lv99』の実じつ況きよう動画を上げ、今や学校どころかネットでも人気の少年だ。




（あの下手なプレイの何が面おも白しろいんだか。ギャーギャー喚わめくだけで参考にもならないのに）

　みんなに好かれる人気者だが、疾斗は功樹のことが嫌きらいだった。

　昨日は生放送があるからと、レアアイテムをくれとせがまれた。高難易度のクエストでしか手に入らないので、功樹の腕うででは手に入れられない。疾斗は体ていよく使われたというわけだ。これが初めてでもないので、もう慣れてしまった。




「じゃあ観崎、お前も共犯だ。お前答えてみろ。答えられなかったら次のテストの難易度が上がりまーす」

　教師の言葉に、さすがの功樹も焦あせった顔をする。

「うわっ、ちょっ、そういうのやめてー！」

「功樹てめー！」

「何してくれんのよ！」

「先生！　功樹がバカなの知ってるでしょ！」

「いやさらっと俺ディスらないでよ！」

　クラスの全員がブーイングするが、それも功樹が愛されているがゆえ、というやつだ。

「い、いやわかるから！　今ちょっと思い出せないだけ！　アレでしょアレ。あのー、ほら！　……もう！　先生も一いつ緒しよに考えてよ！」

「先生は答えわかってんだよ。何キレてんだ」

　怖いと評判の先生の表情も、功樹の言動でいつしかゆるんでいた。

「難易度は冗じよう談だんだ。ちゃんと授業聞いてりゃできる内容にしてやる。だから全員、真面目に聞いておけ。いいな？」

「はーい！」

「お前は返事だけはいいんだよなぁ……」

　功樹は真面目な顔と声で返事したが、先生はうなだれた。その様子に、またクラス中が笑いに包まれる。

　たった一人、疾斗だけがその空気になじめずにいる。







　二、三、四限も疾斗は眠ねむ気けと闘たたかうばかりでちっとも勉強は頭に入ってこなかった。そして昼休みに突とつ入にゆうし、ようやく活いき活いきしはじめる。

　いそいそとスマホにイヤホンを繫つなぐ。

　やっと『Lv99』ができる。

　ゲームをしながら昼食用の菓か子しパンを早々に食べてしまい、あとは高難易度クエストでモンスター討とう伐ばつに没ぼつ頭とうする。

（うーん、やっぱレベル90を超こえると、なかなかレベル上がらないな……。アイテムドロップがうまいエリアを周回するしかないか。武器強化したいし……）

「──のくん。うーれーしーのってば！」

　急に声をかけられ、疾斗は慌あわてて顔を上げた。クラスでも派手な女子達が疾斗の前に立っていた。

「嬉野くん、確かＡ組の正道くんと仲良いんだよね？　幼なじみでしょ？」

　イヤホンをしていてよく聞こえなかったのもあるが、その言葉に戸と惑まどう。

「は？　え？　な、何？」

「正道くんってさ、彼女いるの!?」

　イヤホンを外しても、その問いには答えられない。

「いや……知らねえけど」

「じゃあ聞いといてよ！　ね！　家も近いんでしょ？　お願いね～」

「はあ？　ちょっ……！」

（今は仲良くねえっての……！）

　疾斗が了りよう承しようする前に女子達はきゃあきゃあ笑いながら、疾斗の後ろ、つかさの席へと向かっていった。そういえば、彼女達はつかさと仲がいい。




「あっ、つかさ何それ。可愛かわいいじゃーん！」

　スマホを見ていたつかさが少し慌てた様子で顔を上げる。

「ありがとう。昨日、塾じゆくの帰りに見かけて、つい買っちゃったの」

　友人たちに圧あつ倒とうされるようにして、つかさはひかえめに笑う。

　つかさのスマホケースについていたストラップは、『Lv99』のマスコットキャラクター『もにうさぎ』だった。

（あ。経験値にもならない雑ざ魚こモン……）

　ボールにウサギの耳が生えたようなもにもにしたモンスター。手足はないからバウンドしながら移動する。一見可愛らしいが、普ふ段だんは見えない口が大きく開くとサメのようなギザギザの歯で嚙かみついてくるモンスターだ。その可愛さと不気味さが売りだとかなんとか。

「でもこれさー、ゲームのキャラクターじゃなかった？」

　一人の女子の言葉に、つかさはぴくっと肩かたを震ふるえさせた。

「えっ!?　あ、そ、そうなの、かな……？　でも、可愛いから……」

「えー。それじゃつかさがオタクみたいじゃん」

「あ、じゃあ今度みんなで、オソロのチャーム買いに行こうよ！　ね、つかさ！」

「う、うん。……嬉うれしい」

　手を握にぎられ、つかさはひかえめに微笑ほほえむ。




　その時、つかさが不意に疾斗を見た。

（えっ、何で……!?）

　目が合った瞬しゆん間かん、疾斗は慌てて目を逸そらし、スマホの画面に意識を集中させる。




「おー？」

　そんな声と共に、功樹の顔が疾斗の眼前に現れた。にやりとその顔が笑う。

「今、疾斗とつーちゃん、目、合った!?　何、アイコンタクトってやつ!?」

「は……？」

　功樹のその言葉に、一いつ瞬しゆん声が詰つまってしまった。アイコンタクトなんてしていないが、目が合ったことは事実だった。

　疾斗が言い返す前に、つかさの周りの女子の声が飛んできた。

「はー？　つかさが嬉野なんて見るわけないじゃん？」

「てか、あいつゲームばっかしてて、つかさとしゃべったこともないじゃん」

「あー、私もしゃべったことなーい。ゲーム以外興味あるの、あの人？」

　女子達のあざけりの声。そんな言葉の合間に、つかさが小さな声を発した。

「あの、私……そんなつもりじゃ……！」

　困ったように縮こまるつかさを見て、疾斗の胸がチクリと痛む。その痛みからも目を逸らすように、疾斗はスマホに目を落として言った。

「……見てねえよ」

「えー、でも慌てて逸らしたじゃん？　あやしー」

　にまっと笑い、しつこく追つい及きゆうしてくる功樹の顔を殴なぐり飛ばしたくなる。

　女子の一人が疾斗を冷ややかに見て、つかさを守るように身を寄せて言った。

「ゲームにしか興味ない嬉野くんには、つかさは高たか嶺ねの花だよねえ」

　くすくすと笑う声にも、疾斗はもう反応しないことに決めた。どう思われようと、どうでもいい。これ以上関かかわる気もない。

　功樹が手を挙げてバカみたいに明るい声を発する。

「はいはーい！　じゃあつーちゃん！　俺ともアイコンタクトしよー！」

「わ、私は……そんな……」

「おめーは画面の向こうの視し聴ちよう者と仲良くしてろ」

「ふええ、女子がいじめるよぉ……」

　功樹は蛍けい光こう色のパーカーのフードを被かぶって、情けない泣き真ま似ねをしていたが、がばっと顔を上げて疾斗を見てきた。

「ねー疾斗！　疾斗だってつーちゃんが可愛いから見てただけだよね!?」

　無視しようと思っていたのに、しつこい功樹につい、顔を上げて振ふり向いてしまった。功樹を睨にらもうとしたが、視線が向かったのはつかさだった。

　つかさは友人に守られるように抱だきしめられ、うつむいている。

　恥はずかしがっているのか。怒おこっているのか。……泣いているのか。

　疾斗との関わりのせいで、つかさが困っている。それが恥ずかしくて情けなくて、どうしようもなく嫌いやになった。




「……っ違ちがうって言ってるだろ！　うざいんだよお前っ！」




　疾斗の大声に、クラス中の視線がこちらに向いた。

　集中した視線に、疾斗は大声を出したことが急激に恥ずかしくなった。驚おどろきと嘲ちよう笑しよう、侮ぶ蔑べつ……そんな視線が集まっている。

　耐たえられなくて、逃にげるように教室の外に出る。

「あっ！　疾斗っ！」

　功樹が引き止めるような声をかけてきたが、当然疾斗は足を止めたりしない。
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　ただただ教室にいたくなくて、目的もなく早足で廊ろう下かを歩く。

（うざい、うざい、うざい。何なんだよあいつ。何でいつも俺に構うんだ。クラスで人気だからって、俺も慕したってるとでも思ってんのかよ）

　つかさを巻き込んでまで、疾斗をイジって楽しいのだろうか。

（俺も、何で見ちまったんだよ。──何で、こっち見たんだろ……）

　つかさも、疾斗を見て呆あきれただろうか。そんなことを気にした自分をあざ笑う。

（別に嫌きらわれたところで、今と何も変わんねえだろ）

　これ以上、つかさとの距きよ離りが縮むはずもない。その距離を変える気も、疾斗にはない。

　誰だれかを信じたり、関わったりすることがわからない。わからなくなった。

　以前──護と仲がよかった頃は、疾斗ももっと人と上手く付き合えていた気がする。人当たりのいい護のそばにいたから、疾斗も他人と上う手まく関われていたのだろうか。

　これでは、護がいないと何もできないみたいだ。

（ちがう……護がいないからじゃない。あいつが、俺から離はなれてったから、わからなくなった……）

　誰より信しん頼らいしていた親友が、信じられなくなった。幼なじみさえ離れていってしまうのに、そんな自分が他人とどう関わっていいかわからなくなった。

　信じたくて……信じられなくて。

　傷ついたり、自己嫌けん悪おしたりしてしまうなら、最初から人との関わりなんてない方が楽。

　いつからか、疾斗はそんなふうに考え、誰とも関わろうとしなくなっていた。




　自然と足が止まっていて、角を曲がってくる人ひと影かげに、疾斗は気付かなかった。

　うつむいていた疾斗に気付き、その人物は咄とつ嗟さに足を止めたようだ。

「お……っと。すまない」

「あ、いや、こっちこそ……すみません」

　慌あわてて顔を上げてから、先せん輩ぱいだと気付いて敬語になる。

　交友関係がほぼない疾斗でも知っている有名人だった。




　眼鏡の奥から、切れ長で怜れい悧りな目が疾斗を見下ろしていた。無表情でいると整った顔も相まって神経質そうに見えるが、彼が人に向ける表情は常に優やさしい。

　艶つややかな黒くろ髪かみに、すらりと長い手足と長身。モデルにでもなれそうな整った容姿。

　土ひじ方かた悠ゆ弦づる。

　全国模試でも上位に入るほどの秀しゆう才さいであり、何をしてもトップレベルの結果を叩たたき出す。しかしそれを鼻にかけることもない人ひと柄がらが彼にはあった。先生達が手を焼くような生徒も、彼の言うことなら聞くという。人を惹ひきつけるカリスマ性に溢あふれ、一年の時から生徒会長として生徒をまとめているらしい。

　彼のうわさを聞く度たびに、こんなに完かん璧ぺきな人間がいるのかと、つい疑ってしまう。




　悠弦の優しさは、他人の疾斗にさえも例外ではないらしい。

「俺もよそ見してたから。ごめんね、嬉野くん」

「いえ……って、え？　何で俺の名前……」

「嬉野疾斗くん、だろ？　知ってるよ。──護の幼なじみだよね？」

　その言葉は悠弦の背後に向けられていた。悠弦の後からやってきた人物と目が合う。

　染めたわけではない、昔から色素の薄うすい髪かみ。

　悠弦に向けられていた温おん厚こうな微笑ほほえみが、疾斗を見て消える。

「疾斗……」

　髪と同じく色素の薄い、淡あわい色の瞳ひとみ。幼い頃ころは女の子に間ま違ちがえられたぐらいに端たん整せいな顔立ちが、疾斗を見つめていた。彼と顔を合わすことすら久しぶりだった。




　物心つく頃から一いつ緒しよにいた幼なじみ、正道護。

　親友だったのは、一年ほど前までの話。

　ケンカらしいケンカをしたわけではない。ただ、護は疾斗から離れていった。

　護はそれまで疾斗と同じようにゲームが好きだった。が、ある時から護はぱったりとゲームをやめた。代わりに幼い頃から続けていた剣けん道どう、進学のための勉強に没ぼつ頭とうし、生徒会にも入って、実生活を充じゆう実じつさせはじめた。

　そんな護の様子は、疾斗から見れば少し異常だった。何かから、必死で目を逸そらしているような、忘れようとしているような。

「お前、何かあったのかよ？」

　思い切ってそう尋たずねたこともあったが、護は笑って首を振った。

「何もないよ。ただ、ゲームばっかりしてちゃいけないって気付いただけだよ」

　違う。

　それだけじゃないはずなのに、どうしてかそれ以上、疾斗は護に踏ふみこめなかった。

　疾斗にもゲームをやめるよう諭さとしてきた時期もあったが、それも諦あきらめたのか、次し第だいに護との会話はなくなり、距離も離れていって、今ではすれ違ってもあいさつさえしなくなっていた。

　きっと、疾斗と護は生きる世界が違ったんだ。二人とも子どもだったから、気が合ってただけ。




　悠弦は疾斗と護を取り巻く空気を感じ取ってか、それ以上はつっこんでこなかった。が、疾斗の顔を見てふと心配そうに眉まゆを寄せる。

「嬉野くん。何か、顔色悪くないかい？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「……大丈夫です。すみませんでした」

「そんなに気にしないでいいから。じゃあね」

　悠弦が笑え顔がおでそう言って歩き出す。護も悠弦の後を追って歩き出すのかと思ったが、彼はまだその場にいた。視線は合わないが、何か言いたげだった。




　ふと、クラスの女子に頼たのまれたことを思い出した。

　今、護は彼女がいるのか。

　疾斗も少し気になっていたところだ。今朝見た夢で、護は誰かのことを好きだと言っていた気がする。……どうして今まで忘れていたんだろう。

「……あのさ、クラスの女子に頼まれたから訊きくけど」

　目を逸らしていた護が、不思議そうな目で疾斗を見る。

「お前って今、彼女いんの？」

「……は？」

　護は心底驚おどろいた顔をしてから、顔を伏ふせた。その刹せつ那な、見えた表情に疾斗は目を瞠みはる。

（え……）

　歪ゆがんだ表情はひどく傷つき、泣きそうだった。

　護はぐっと拳こぶしを握にぎりしめてから顔を上げた。口元は笑みを作っているが、目元はまったく笑っていない。

「……いない、よ。作る気もない」

　平静を装っているが、無理をしているとわかる微笑。

（まさか……こいつがフラれた？　でもそれならうわさになってないわけないし、それに……）

　一いつ瞬しゆん見えたあの傷ついた表情は、女の子にフラれただけの顔じゃなかった気がする。疾斗はそんな護の様子に思わず追つい及きゆうの言葉をかけようとしたが、慌あわてて口を閉とざす。

（俺が訊いて、どうなるもんでもない。俺なんかに話すつもりもないんだろうし）

　何かあったとしても、護に解決できないことを、疾斗が解決できるはずもない。

「あ、そう……。じゃ」

　疾斗が先に歩き出し、護のそばを通りすぎたその時。




「疾斗」




　緊きん張ちようしたような声が背中から聞こえて、思わず振ふり返ってしまった。護は疾斗に背を向けたまま言葉をかけてきた。

「……まだ、あのゲームしてる？」

「は？　何？」

「『Lv99』だよ」

　疾斗は答えなかった。次の護の言葉はわかっていたからだ。

「……早く、やめた方がいい。それが疾斗のためだから」

　これまでに何度も言われてきた言葉だ。将来のための勉強をしろとか、もっと周りに目を向けろとか、そんなことが理由らしい。

　きっと護の言っていることが正しい。勉強は必要だし、疾斗は人に気を遣つかえるような性格でもない。でも。

　護から勧すすめられて始めた『Lv99』をやめろと言われると、ゲームをしてきたことだけではなく、護との楽しかった思い出もすべて捨ててしまえと言われているようだった。

（何で、そんなに簡単にやめられるんだよ……！）

　今さらやめられない。

　こんな惨みじめな自分も、ゲームの中でなら誰だれかに頼たよってもらえる。強くいられる。

　こちらを向こうとしない護の背中に、疾斗は言った。

「……お前に、そんなこと言われる筋合いない……っ」

　護も疾斗の答えはわかっていたのか、反応がなかった。




「護ー？　早く先生のところに行かないと、昼休みが終わってしまうよ？」

「あ、はい！　すみません」

　何か言おうとしていたのかもしれないが、悠弦が護を呼ぶ声が聞こえてきて、護は早足で悠弦の方に向かっていった。




　護は成績も学年上位。剣道部ではエースであり、最近では個人優勝もしている。次の生徒会長は護だとうわさされていた。

　そんな幼なじみとは違ちがって、疾斗はいてもいなくても同じ、透とう明めい人間のような存在。

　現実リアルに居場所なんかない。誰にでも好かれ、頼られる護にこんな気持ち、わかるはずがない。

　疾斗が人と繫つながれるのは、ゲームの中だけなのに。




　──どっちが先にレベル99になるか、競争しようよ！




　護との繫がりでさえ、今はあの競争だけのような気がして、今も疾斗は『Lv99』を続けているのに。

「お前なんかに、わかるかよ……っ！」
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　放課後、疾斗はいつも通りさっさと帰ろうと思ったが、数学Ⅱの課題が出ていることを思い出す。今日のことで目をつけられただろうし、明日あしたも五限目に数学Ⅱの授業がある。学校で済ませてから帰ることにした。

　とはいえ、まだ教室には人が集まっている。昼休みに大声を出したこともあって、いつもよりさらに居い心ごこ地ちが悪い。

（あ、そうだ）

　ふと思い立って、教室を出て階段を上る。周りに人がいないことを確かく認にんして、屋上へ続く扉とびらの前に立つ。屋上は鍵かぎが掛かかっていて開かない。だが。

（実はドアノブ壊こわれてるだけで、上う手まく持ち上げれば開くんだよなぁ。確かこれ、護が教えてくれた……んだっけ？　あいつ、真ま面じ目めなのに、何でこんなこと知ってたんだか）

　ふと思い返して、何かが欠けてしまったようなさみしさを感じる。そのさみしさを打ち消すように首を振り、疾斗はドアノブを摑つかんだ。

「よ……っと」

　ガコッという音と共に扉を持ち上げ、開く。吹ふき込んでくる風が、淀よどんだ気持ちをほんの少しだけ吹き飛ばしてくれた。

　座りこんで鞄かばんから数学の教科書とプリントを出すが、やる気はさっぱりだ。それどころか日差しと風が心地よくて、ついうとうとしてしまった。

　ガコッ。

　扉を持ち上げて開く時の音が聞こえて、ふと目が覚める。一瞬ここがどこだかわからなかった。




「え……。嬉野くん……？」




　その声で一気に意識が覚かく醒せいした。

「うわっ!?」

「きゃあっ!?」

　疾斗が驚いた声に相手も驚いたようだった。

　顔を上げた先には、日廻つかさがいた。長い髪かみが、風でふわふわと揺ゆれている。

「ご、ごめんなさい……」

「いや、その、びっくりしただけ……悪い、でかい声出して」

「ううん、こっちこそ、びっくりさせちゃってごめんなさい。嬉野くんも知ってたんだね、ここの扉の開け方。私だけかと思ってた」

　真面目なつかさが、ここのドアの開け方を知っているなんて意外だった。

「えっと……座っても、いい？」

「え……別に、いいけど」

（何でっ!?）

　その疑問をつかさにぶつけたかったが、顔には出さずにうなずく。つかさは微笑ほほえんで、スカートの皺しわを気にしながら疾斗の隣となりに座った。

「ありがとう。勉強、してたの？」

　疾斗のそばにある、広げただけの教科書とプリントを慌あわてて鞄に押し込む。

「いや……。あんたこそ、何でこんなとこに？　ここ、いちおう立ち入り禁止だけど」

　立ち入り禁止、という言葉に、つかさは怯おびえたように身を縮めた。

「えっと……べ、勉強してる嬉野くんにこんなこと言うの、恥はずかしいんだけど……」

　いや、してない。寝ねてただけ。とも言えず、疾斗は黙だまってつかさの言葉を待った。するとつかさの顔が徐じよ々じよに赤くなってくる。

　つかさは膝ひざに載のせた両手をぎゅっと握にぎりしめ、意を決したように言った。

「ゲームが、したくて……っ！　一人で時々、ここに来るの。友達はゲームとか興味なさそうで、その、家でもあんまりできないから……っ！」

「あ、そう……」

（そんな顔して言うことか？）

　疾斗の薄うすい反応に、つかさは拍ひよう子し抜ぬけしたようにぽかんとした後、赤い顔のまま微笑んだ。

「嬉野くんも、いつも教室でやってるよね？」

「……何で、知ってるんだ」

　知られていたことが少し気き恥はずかしく、ぶっきらぼうに答えてしまった。つかさは疾斗が怒おこったと思ったのか、焦あせって声を上げた。

「ごっ、ごめんなさい！　勝手に見て……！　でもあの、私の席から、嬉野くんのスマホ見えちゃうから、その、私も『Lv99』やってて、だから気になっちゃって……！」

（あ、もしかしてそれで、今日こっち見たのか）

　きっとストラップのモンスターも知っていると思って、つい疾斗を──というより、疾斗のスマホを見てしまったのだろう。

　黙って納なつ得とくしていた疾斗に、勘かん違ちがいしたのかつかさはさらに焦ったようだ。

「ご、ごめんなさい、しゃべりすぎだよね。でもゲームしてるってこと言えて嬉うれしくて……！」

　焦ってまくし立てるつかさは、教室では見たことがない姿だった。ひかえめで大人しい高たか嶺ねの花が、少しだけ身近に感じてしまうほどに。

「いや……いいけど。別に俺、怒ってないし」

　怒ってないという疾斗の言葉に、つかさはホッと胸を撫なで下ろしていた。

「ゲームぐらい、誰だれでもするだろ」

「そう、かな？　友達は、あんまりしないみたいだから……」

　身近に女子があまりいなかった疾斗には、女子の感覚はわからない。だが、今やゲームをする女子など珍めずらしくない気がする。

「……強いの？」

　ちょっとした好こう奇き心しんで訊きいてみただけだが、つかさは顔を逸そらした。

「その……ひ、引かないで、ね……？」

　つかさはスマホを出し、ためらいがちに疾斗に『Lv99』のステータス画面を見せた。

　可愛かわいらしいツインテールの女の子のアバターが、弓を持っている。その隣にあるステータスを見て、疾斗は目を剝むいた。




『勇プレイ者ヤー：＊ハナ＊　Lv98』




「レベル……きゅ、きゅうじゅうはち……？　もうすぐ99……。課金した？」

「ううん。うち、そんなにお金ないし……課金の仕方も、正直よくわからなくて」

（じゃあスキル重視のガチ勢じゃん……）

「すげえ。課金なしでここまでって、めちゃくちゃ強いんじゃん」

　思わず素す直なおに感かん嘆たんしてそう言い、ふとつかさの顔を見ると、顔が真っ赤になっていた。つかさとは反対に、疾斗の顔からは血の気が引いていく。

（まずった……!?）

「……ごめ、ん。何か、悪いこと言ったなら……」

　咄とつ嗟さに疾斗が謝ると、つかさは慌てて首と手を横に振ふった。

「ううん、違ちがうの！　ありがとう！　ゲームで強いって言われるの、すごくうれしい……っ。そんなこと、言われたことなかったから」

　傷つけたわけではないらしい。ホッとして、つい疾斗もうなずいた。

「それは、わからなくもない」

「だよねっ！　嬉野くんは、もうカンストしてるの？」

　ほんわかした高嶺の花から『カンスト』なんて言葉が出てくるのが意外で、ちょっと面おも白しろい。笑いを堪こらえ、疾斗もスマホを出してアプリを起動する。

「いや、俺もレベル98で止まってる」

　疾斗がそう言うと、つかさは少し小首を傾かしげて恐おそる恐る口を開いた。

「カンストするのってちょっとさみしくて、ためらっちゃわない……？　これ以上レベル上がらないって思うと、さみしいし、経験値無む駄だになっちゃうし……私だけかな？」

「それも、わかる……」

「だ、だよね！　よかった、私だけじゃなくて！」

（もしかしてこの人、めちゃくちゃゲーマーなんじゃ……？）

　これは他ほかにもゲームをやりこまないと出てこないセリフのような気がする。

　思わずつかさを見ていると、つかさが大きな目で見つめ返してきた。

（やべ……っ、こんなに見てたら、怪あやしい奴やつだよな……）

「あの……嬉野くん」

（ほら来たよ……ごめんなさいすいませんでした）

　つかさが何か言う前に、内心で謝り倒たおして心の準備をしておく。

「よ、よかったら、一いつ緒しよにやらない？　マルチプレイ」

「…………………………えっ？」

　予想外の言葉に、脳の処理が遅おくれた。今、何て？

「──あっ！　嫌いやじゃなければだけど！」

「別に、嫌じゃない、けど……」

「ホント!?　よかった！　じゃあ、ＩＤ教えてもらっていい？」

　決して、嫌ではないのだが──

（だから何でっ!?　何で俺なんかと高嶺の花が!?）

　その疑問で疾斗の頭はいっぱいになる。自分の今の状じよう況きようがよくわからなくなってきた。

　しかし顔には出さないよう、疾斗はつかさに『Lv99』のＩＤを教える。

（関かかわりたくない……はずなのに……）

　教室とは違う彼女の笑え顔がおを見ていると、どうしても断れなかった。

　ＩＤを教え合い、相手をフォロー。これでマルチプレイができるようになる。

「この『ハヤト』だよね？」

「う、うん。そっちは……この『＊ハナ＊』？　何でハナ？」

　何気なく訊いただけだったのが、つかさはひどく恥ずかしそうに顔を真っ赤にさせた。

「その、私、チョコチョコ動画で音楽聴きくのが好きで……れるりりさんって人の曲が好きでね、『脳のう漿しよう炸さく裂れつガール』っていう……」

「あ……その曲知ってる。中毒性高いやつ」

「ホント!?」

　疾斗の言葉に、つかさは目を輝かがやかせた。その勢いに少し驚おどろく。

「……俺も、よくチョコ動で音楽聴くから」

「そうなんだ！　その楽曲が小説になっててね、その主人公の名前なの。すごく強くて、かっこよくて可愛い女の子だから……オ、オタク、だよね、私……」

「別に、そんな恥ずかしい理由じゃないと思うけど……」

　というか、理由としてはメジャー。疾斗はただ何も思いつかなくて『ハヤト』にしただけ。今さら捻ひねりがなくて面白くないなと思ってしまう。

　つかさはうつむきがちだった顔を上げて、ホッとしたように笑った。

「……ありがとう」

　周りにはゲームをする友人も、音楽の趣しゆ味みが似た友人もいないのだろうか。

　自分の好きなことを一緒に楽しむまでとはいかなくとも、それを認めてくれる人さえいないなら、毎日窮きゆう屈くつではないのだろうか。




「この『竜りゆう宮ぐう城』の水中クエストがクリアできなくて……協力してもらっていい？」

　つかさが指さしたのは、『竜宮城を荒あらすクラーケン討とう伐ばつ』という高難易度クエスト。水中で海の怪かい物ぶつ、クラーケンを倒すというものだった。魔ま法ほうにより水中で動けるようになるのだが、動きが遅おそくなる。そのせいでクリアできないのだろうと疾斗は思ったが、どうやら違うらしい。

　つかさは赤面しつつうなだれ、クリアできない理由を話した。

「私、昔海で溺おぼれちゃって……水の中だと固まっちゃうの。だからこういう水中のエリアって、見るのもちょっと怖こわくて……。私自身が泳ぐわけじゃないってわかってるんだけど、どうしてもうまく動けなくなるの……」

「それは……仕方ないな」

　ただでさえ難しいクエストにトラウマがあればクリアできないのも無理はない。

「弓って安全に攻こう撃げきできるけど、『核かく』を狙ねらうのが難しくて……」

『Lv99』のモンスターには必ず身体からだのどこかに石のような核がある。その核を狙えば動きが止められ、核を完全に壊こわすことができればモンスターを倒せる。

「たしかに、水中だから狙いにくそうだな。でもこのクエスト、俺もクリアできるかは五分五分って感じだから、失敗したら、その、悪い……」

「え、クリアできてるの!?　すごい！」

　つかさが大きな目を瞠みはって、キラキラした瞳ひとみを向けてくる。

（この人、こういうテンションの人だったっけ……!?）

　華はなやかで存在感はあるが、真ま面じ目めで大人しい存在だと思っていた。それが今は、妙みように子どもっぽく、無む邪じや気きに疾斗を褒ほめてくる。

「いや、ただ剣けんだと、クリアしやすいだけっていうか……。とにかく、やってみよう」

　照れて赤くなりそうな顔を隠かくすように、疾斗はスマホに目を落とす。




　高難易度の『竜宮城』のクエストをタップする。ここはエリアも狭せまく、近きん距きよ離り攻こう撃げきができる武器でないとクリアが難しい。

　疾斗の武器は『西洋剣』。モンスターに向かって指で画面をフリックすると、それが斬ざん撃げきになってモンスターへのダメージとなる。スタンダードで扱あつかいやすい武器だ。

　つかさの武器は『弓矢』。近距離の西洋剣とは相あい性しようがいい。つかさもそれがわかっているのか、クエストが始まると遠えん距きよ離りから援えん護ご攻こう撃げきをしてくれている。

「嬉野くん、強いね……！」

　素直に感心しているのだと、そのキラキラした目が物語っている。

（どっちがだよ……。そっちこそ、めっちゃ強つえぇじゃん。狙い正確すぎるだろ）

　疾斗は使ったことがないが、弓は扱いが難しいと聞いている。放物線を描えがくように指をスワイプさせて的を狙わなければいけないからだ。

「あ！　危ない！」

　画面の中ではなく、つかさの手元を見ていたせいで、ゲームの中がおろそかになった。

「あっぶね……！」

　クラーケンの攻撃を避よけ、疾斗の剣が最後の一いち撃げきをクラーケンの核に叩たたきつける。

　パキンと核が割れ、クラーケンは動かなくなった。




「「よしっ！」」

　声が重なり、思わず目が合う。つかさはおかしそうに噴ふき出し、その笑顔に疾斗は目を奪うばわれてしまう。

「勝てた！　勝てたね嬉野くん！　私このクエストクリアできたの初めて！　マルチプレイでも、このクエストしたいって人、あんまりいないでしょ？　でも一人じゃ行けなくて！　ありがとう！」

　子どものように喜ぶつかさに驚きつつ、疾斗は照れて顔を逸そらす。

（この人、こんなに活いき活いきした顔もするんだな……）

　いつも派手な女子に囲まれて、ひかえめに笑っていた少女とは思えない。きっと本当にゲームが好きなのだろうとわかる、まばゆい表情。




「……何で、友達の前でゲームしないんだ？」

　楽しそうなつかさを見ていたら、不意にそんな言葉が口を衝ついた。

　活き活きしていた表情が、徐じよ々じよに教室で見る、ひかえめな笑顔に戻もどっていく。しまったと思ったがもう遅い。

「ひ、引かれちゃうかも、しれないし……。みんな、ゲームには興味ないみたいだから」

「そんなことで、引いたりしないと思うけど」

　ぼっちの俺ならまだしも、という卑ひ屈くつな言葉は飲みこんだ。
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「そうだと、いいけど……でも、怖いの。引かれて、一人になっちゃうのが」

　つかさの横顔が、笑っているのにひどく泣きそうに見えて、疾斗は内心慌あわてた。

「……時々ね、みんなといてすごく楽しいのに、その分すごくさみしくなるの。友達のことは大好きなのに、変だよね……」

（それって……）

　疾斗にも少しばかり覚えのある感情。上う手まく言えないが、ふとさみしくなる瞬しゆん間かんがある。さきほどこの屋上に来た時もそうだった。

　膝ひざに置いたスマホをすがるようにぎゅっと握にぎり、つかさは小声で言った。

「一人になったら、もっとさみしくなっちゃうかもしれない。それが、怖いの。……私はいつだって、一人になるのが怖いだけで、友達に好きなことも言えないの。……一人が怖いから、私は自分にも友達にも噓うそをついてるだけなのかも」

　彼女のひかえめな笑え顔がおの理由がわかった気がする。

　友達に引かれるのが怖くて、仲がいいはずなのにさみしいのが後ろめたくて……心から笑えない。

　何を言っていいかわからない。つかさも何も言わなかった。しかしそれでも不思議と居い心ごこ地ちの悪さはなかった。

　しばらく二人で沈ちん黙もくしていたが、不意に疾斗は口を開いた。

「……俺は、好きなことを我が慢まんするほうが無理。それなら一人でいいって思ってる。けど……好きなこと我慢してでも、友達大事にしてるあんたの方が、俺はすごいと思う」

　下手に誰だれかと関かかわって笑われたり、無理をしたり、突とつ然ぜん距きよ離りを置かれるぐらいなら、最初から一人の方がいいと、傷つくことに怯おびえている。

　そんな自分が嫌いやになるけれど、今さら自分を変えられない。

　疾斗の言葉を聞いてから、つかさはゆっくりと首を振ふった。

「ううん。私はすごくないよ。嬉野くんは、強いんだよ。ちゃんと自分が好きなことを好きって言えるんだもん。それって、すごく大事なことだよね」

　横目でつかさを見ると、どこかホッとしたような表情をしていた。

「私は、ゲームが大好きで……だから今、嬉野くんに好きなゲームを好きだって言えて、引かないで強いって言ってもらえて、すごく嬉うれしかった」

　えへへ、とゆるんだ顔で笑う彼女は、いつもよりずっと子どもっぽい。

「……言ってみれば。ゲームが好きって。別にそこまでマイナーなゲームじゃないんだし」

「うん。勇気を出して、言ってみる。ありがとう、嬉野くん」

　つかさは決意を固めるように両手をぎゅっと握ってうなずいた。

　少しでも彼女の力になるようなことが言えたのだろうか。そうだったら、嬉しい。




　疾斗がそんなことを思っていると、つかさは両手を握って決意の表情をしたまま、疾斗を見つめてきた。

「あの、それとね……また、一いつ緒しよにやらない？　あっ、い、嫌なら言ってね！　私、弓しか使えないから近距離は苦手で足あし手で纏まといかもしれないし……！」

「え……」

「あ、ごめん。そうだよね、嬉野くんも、忙いそがし──」

「い、いや、ちがくて！　てか、何で、俺？　ほかにもやってる奴やついるけど……？」

　さっきからの疑問を、つい勢いで訊きいてしまった。つかさは笑った。

「その……さっき、すごく楽しかったから」

　……これは、ＯＫしてしまっていいんだろうか。

（もしかして、からかわれてるんじゃ……。いや、この人は完全にガチ勢だ、うん）

　一いつ瞬しゆん疑ってしまったが、今のつかさはいつものようなひかえめな様子ではない。むしろ、気力を振り絞しぼって疾斗に声をかけている気がした。

　よく見れば、膝の上に置いた両手は、小さく震ふるえている。

（何で……俺相手にそんなに緊きん張ちようするんだよ）

　つかさに他意などあるはずもないのに、何だかこっちまで緊張してしまう。

「……いい、よ」

　疾斗がぎこちなくそう言うと、つかさは緊張していた表情を緩ゆるめ、嬉しそうに笑った。疾斗には眩まぶしすぎる笑顔に、思わず顔を逸らす。

「日廻……さん、すげえ強いし。俺は、遠距離苦手だから」

　顔を逸らしつつも彼女を一いち瞥べつすると、つかさは少し困ったように笑っていた。

「つかさでいいよ。日廻って……なんか、言いにくいよね、色々」

（あああああ、俺のバカ……！）

　つかさの両親は離り婚こんし、苗みよう字じが変わったと誰かから聞いていたのに。そしてつかさの様子からすると、まだ日廻という苗字に納なつ得とくしていないようだ。

（どうしよう、地じ雷らい踏ふんだ……!?　な、何か、話変えねえと……！）

　焦あせって頭がうまく働かない。口に出したのは──




「じゃあ、俺も疾斗でいいよ」




（!?　は!?　何言ってんの俺!?）

　自分の言葉を自分の耳で聞いて、心臓が止まった気がした。そんなことを言うつもりはなかったのに。パニックって怖こわい。つかさの顔を見られない。

　聞こえてきたのは、あまり聞いたことのない明るい声だった。

「うん、疾斗くん！」

　疾斗は熱くなった顔を見られないよう顔を逸らしながら、彼女の笑顔を抑おさえるように手を挙げた。

「あの、やっぱ……ゲームしてる時限定で、お願いします……」

　なぜか敬語になる。つかさを横目で見ると、ちょっと首を傾かしげていた。

「？　うん、わかった」

　本当にわかっているのかわからないが、つかさは頷うなずいた。女子は名前で呼ぶことに抵てい抗こうがないのだろうか。それとも彼女が天然なのか。

「ふふっ」

「な、何？」

「ううん。何かね、疾斗くんって呼ぶ方が、落ち着く気がして」

（……俺は心臓が保もちそうにないんですけど……っ！）

　この動どう揺ようが顔に出てないことを祈いのる。

　幸い動揺は悟さとられていなかったのか、つかさはスマホの時計を見て声を上げた。

「あ！　私、そろそろ帰らなきゃ。疾斗くんはどうする？」

　さっそく名前で呼ばれて、落ち着いていた心臓がびくっと跳はねた気がした。

「一緒に帰る？　駅の方？」

「いや……俺と一緒にいたら、昼間みたいにあんたもイジられるから。そういうのはやめといた方がいいと思う」

　つかさから反応がない。彼女を見ると、疾斗に身体からだを向けながら深くうつむいていた。

「あの時……止められなくて、ごめんなさい」

「……え？」

　どうしてつかさが謝るのかが心底わからなくて、疾斗はぽかんと口を開ける。うつむいているのではなく、頭を下げているのだとようやくわかった。

「……疾斗くんが嫌がってるってわかってたのに、私、あの時何も言えなくて……」

　誰かが何か言って止められるなんて、思ったこともなかった。

「そんなこと気にしたこともなかった。俺は……その、あんたが巻き込まれてイジられるのが、嫌だったんだ」

　自分がイジられるだけなら、無視もできる。でも、誰かが巻き込まれるのは嫌だった。──それがつかさなら、なおさら。

（……あれ？　俺もしかして今、すげえ恥はずかしいこと言った……!?）

　今さら気付いて、疾斗は熱くなる顔を隠かくすように鞄かばんを整理するふりをした。伸のびすぎた前まえ髪がみと夕日が、赤くなった顔を隠してくれているといいけれど。

　つかさは疾斗を見つめると、申し訳なさそうな表情から、ゆっくりと微笑ほほえんだ。

「……やっぱり疾斗くんは、強くて、優やさしい人だね」

　微笑みながらそんなことを言われて、照れるなと言う方が無理だ。全然強くも優しくもないのに。

「ンなこと、全然ないから！　……早く帰った方がいい」

　さすがに照れているのに気付かれたのか、つかさが小さく笑った。

「うん、わかった。じゃあ、また明日あしたね。よかったら、また明日ここでゲームしよ」

　つかさは疾斗に笑え顔がおで手を振ふって、うまくドアを開けて屋上から出ていった。




（……たまたま、だ）

　屋上のタイルをぼーっと見つめながら、自分に言い聞かせる。

　──また、一緒にやらない？

　──じゃあ、また明日ね。

「また」という、その言葉は本当だろうか。

（でも……この一回きりでも、俺にしたら幸運すぎるよな）

　憧あこがれていた子とこんなに話が合って、一緒にゲームができるだなんて、もうそれだけで運を使い果たした感じ。































　一人で適当に夕飯を食べ、風ふ呂ろなんて面めん倒どう臭くさくてシャワーで済ませる。

　濡ぬれた髪かみを拭ふきながらリビングに戻もどり、スマホを見ると画面にメッセージが入っていた。

『功樹：今からチョコ生で実じつ況きようやるぜー！』

　しつこく聞かれたからとはいえ、連れん絡らく先と『Lv99』のＩＤなんか教えるんじゃなかった。ほかにも届いているが、たぶんアイテムをせびる文章。

　見なかったことにして、『Lv99』のアプリを開きつつ、とりあえず家族共用のパソコンをつけ、功樹のチョコチョコ動画の生放送──通つう称しようチョコ生を見てみる。




『ああああああ！　死ぬ！　死ぬってばやめて！　誰だれかー！』




　聞こえてきたのは耳をつんざく功樹の大声。思わず顔をしかめてボリュームを下げた。コメントでも「うるせえ」の嵐あらし。

　どうやら他ほかのゲーム実況者とマルチプレイをしているらしい。

『てか、何でみんないないの!?　……え、うそ、死んだの!?　俺だけでこれクリアしろってこと!?　これ絶対無理でしょ無理無理無理怖こわすぎゃあああああげほげほっ！』

　叫さけびすぎてむせている。

　画面は笑いを表す大量の「ｗｗｗｗｗ」で埋うめ尽つくされている。ほかには「だから斧おのはやめろって言ってんのにｗ」とか「下手だけど本当回かい避ひだけは神」なんて言われていた。




　功樹の使う武器は大きな『斧』だ。当たれば大きいが、外せば大きな隙すきもできる、完全に上級者向けの武器だ。使っているプレイヤーは極きよく端たんに少ない。

　プレイ自体は上う手まくないのに、わざわざ斧を使って『Lv99』を実況している。たしかに回避だけは上手いのだが。




　何とかギリギリのところでクリアした功樹に、称しよう賛さんのコメントが溢あふれる。

『マジ、死ぬかと思った……』

（うそつけ、おいしいとしか思ってないくせに）

　そうコメントを書き込もうとして、やめる。どうせ否定的な意見は見やしない。

　クエストをクリアし、報ほう酬しゆう画面で功樹のアバターが映る。『コウキチ』というＨＮと、派手なアバター。その横には、レベル98とある。疾斗はその数字に目を疑った。

「げっ。こいつ、いつの間にこんなにレベル上がってたんだ……!?」

　疾斗がそう言った言葉に被かぶせるように、功樹の声が聞こえてきた。画面が切り替かわり、人好きのする笑顔と共にスマホの画面を見せる功樹が映った。

『課金した甲か斐いあったぜー！』

　そうだった。こいつにはこれがあった。

『Lv99』は、あまり課金の要素がなく、とにかくやりこめば強くなれる。しかし課金ができないわけではない。課金をすればその分楽にプレイでき、レベルも楽に上げられる。

『よーし！　次のクエストも行ってみよー！』

　功樹のわくわくした笑顔と、団結するコメントを見て、疾斗は動画を閉じる。




「俺もレベル、上げねえとな……」

　功樹に対しては対たい抗こう心がある。せめてゲームの中では先を行っていたい。

　つかさも同じレベルだった。もしかするとつかさも功樹も、今夜中にレベル99になってしまうかもしれない。レベル99とレベル98。その差は大きい。

（早く、同じレベルにならないと）

　──また、一いつ緒しよにやらない？

　もうつかさとゲームをすることなんてないとわかっているつもりだったのに、やっぱりまだ、自分は期待している。

（ちょっとだけ、期待してもいい、のか？）

　だって、つかさの笑え顔がおはいつもと違ちがっていた……ように思えた。

「カンスト、か……」

　つかさも言っていたが、カンストは少しさみしい。しかし疾斗がカンストをためらう理由はそれだけではなかった。

『Lv99』を始めた時、護とどちらが早くカンストするか競争しようと言っていた。あの競争は、結局反ほ故ごにされてしまったけれど、まだ拘こだわっている自分がいる。

　競争相手は、とっくにゲームをやめているのに。

「……もう、あいつは関係ねえよ」

　疾斗は口に出してそう言って、画面をスクロールした。

　ふと、クエストを選ぶ手を止める。

「……たまになら、使ってもいいよな。別に禁止されてるわけじゃないし」

　後ろめたさを弁解するように呟つぶやき、疾斗は画面をもう少し下にスクロールし、推すい奨しようレベル90超ごえの高難易度のクエストを選ぶ。




　そのクエストは宝を守る『ＦＡＶフアフＮＩＲニール』というドラゴンを倒たおすというもの。もっとレベルの上がるクエストはあるが、今から疾斗がやることにはこの『ＦＡＶＮＩＲ』という名前のドラゴンが最適だと思った。

　モンスターには必ず、核かくがある。色や形、大きさはそれぞれ違うが、そこが弱点だ。その核を剣けんで斬きりつける。核に上手く当たると少し動きが止まる。

　しかしただ斬りつけるだけでは、なかなか倒せず、経験値も通常の数値しかもらえない。──それが普ふ通つうなのだが。

　疾斗は素す早ばやくドラゴンの核を何度もフリックする。ダメージは入っているが、疾斗が狙ねらっている攻こう撃げきが入らない。

「あ、ミスった。やっぱ難しいな」

　モンスターと距きよ離りを取り、もう一度アタック。

　細かい斬ざん撃げきを繰くり返す。斬撃はアルファベットを描えがく。

「Ｆ、Ａ……Ｖ……Ｎ、Ｉ……Ｒ！　いったか!?」

　フリックする指を止めると、モンスターが一時停止する。モンスターの画像の解像度が一いつ瞬しゆん下がり、次に現れた時には進化前の蛇へびのモンスター、ワームになっていた。

　小気味よい音を響ひびかせながら、光の粒つぶ──モンスターを倒した経験値が入る。

「よし！」

　あとはこの弱体化したワームを倒せば、こいつの経験値も入手できる。

　核に上手く名前を刻みこめると、倒した分の経験値を吐はき出し、モンスターは弱体化する。強化されていれば強化される前に戻り、進化していれば進化前の姿になる。あとは弱体化したそのモンスターを倒せば、また同じだけ経験値がもらえる。

『ＦＡＶＮＩＲ』というドラゴンを選んだのは、ほかのクエストのボスよりも名前が打ち込みやすいからだ。

　レベリングに飽あきて何となくやってみたら、見つけてしまった裏うら技わざ。

　強敵にしか使えない上に、簡単なようでスマホで細かい斬撃を繰り出すのはかなり難しい。ネットやゲーム雑誌で調べてみても、誰も同じようなことをしている様子がなかった。

　しかし禁止されているわけでもないのだからと、疾斗は今までこの裏技を使ってレベリングをしていた。

「この調子なら、今日中にレベルアップするはず……！」

　こうなると、疾斗はゲームの世界に没ぼつ頭とうしてしまう。

　明日あしたは遅ち刻こくだろうなぁと頭の隅すみで思ったが、もう意識はゲームの世界に飛んでいた。




　大量の経験値を獲かく得とくし、疾斗のアバターが光を帯びる。レベルアップの演出だ。

『Lv99』

「カンスト、しちまった……」

　嬉うれしい反面、少しばかりさみしさがある。

『レベルアップ、おめでとうございます』

　そんな文章とともに、いくつかのレアアイテムを獲得していた。

　アイテムの確かく認にんも終わり、武器の強化画面に移動しようとタップした時。




　ピコン。

『新しいクエスト【勇者を越こえろ】が追加されました』




　画面中央にそんな一文が出てきた。

「新しいクエスト……？　そんなのあったのか？」

　レベルが99になってからのクエスト解放なんてあっただろうか。

　ネットで調べてみようと思い、スマホを持ったまま一階のリビングに下りる。

　スリープ状態になっていたパソコンをつけて検けん索さくしてみるが、眉まゆ唾つばな情報しか出てこない。だがその眉唾な情報に共通するのは──




　──レベル99になると、何かが起きる。




「何かって、何だよ……？」

　詳しよう細さいは何もわからない。

　ふと目に留まったのは、警告めいた掲けい示じ板ばんの書き込み。

『最終クエストに挑いどんだプレイヤーが消えた』

　もう一度スマホの画面を見ると、新しいクエストへの招待。




『このクエストを開始しますか？　ＹＥＳ　ＮＯ』




　心臓がドキドキしてきた。

「そんなの、決まってるだろ」

　高鳴る心臓の音に合わせて、『ＹＥＳ』をタップ。




　トンッ──




『勇者、ハヤト。クエスト名【勇者を越えろ】に参加を確認』

　感情のない声が突とつ然ぜん響ひびいた。スマホの画面にも同じ文字があった。

「こんなこと、今までなかったけど……そういう演出か？」




『「Lv99」にログインします』




　その声の直後、スマホの画面がザーッと音を立てて白黒の砂すな嵐あらしに変わる。

「え……？」

　画面を凝ぎよう視ししていると砂嵐が視界のすべてを覆おおい、疾斗の意識は真っ黒に塗ぬりつぶされた。





[image: まーく]






　ふと、目が覚める。




　閉じていた瞼まぶたを開け、頭と身体からだの痛みに顔を歪ゆがめつつ、疾斗は身を起こす。

「いって……。ああ、そっか。俺、リビングにいたんだっけ……」

　硬い床ゆかの上で寝ねてしまったのかもしれない。

「あれ、俺、いつ電気消し──」

　部屋の中は暗いが、ぼんやりと周りが見える。

「え……？　俺の家じゃ……ない？」




　整然と並ぶ机に、教きよう壇だんと黒板──一見、教室だ。しかし頼たよりなく揺ゆれる明かりは蠟ろう燭そくの炎ほのお。よく見れば机や黒板も、ヨーロッパ風の細工が施ほどこされ、窓は簡易なステンドグラス。カーテンは重そうなビロードと、妙みようなグレードアップがなされている。まるで城の一室だ。

　見た目は無む駄だに豪ごう華かになっているが、廃はい墟きよめいた空気の澱よどみに、ゾッと寒気が走った。




　立ち上がったところで、ジャラ、と胸むな元もとで音がした。首にも違い和わ感かんがあり、首筋を触さわりながら胸元を見下ろす。

「……何だこれ？」

　首から下がっていたのは、銀細工の土台に、トパーズに似た明るい黄色の石がついたペンダントだった。『Lv99』のアイテムにあるアミュレットと酷こく似じしている。

　疾斗はアクセサリーの類たぐいは持っていない。服も、シャワーを浴びて部屋着に着き替がえたはずだが、制服を着ていた。教室のようで教室でない場所。見知らぬアミュレット。

　わけのわからない状じよう況きようで、出した結論は当然──

「……リアルな夢だな。夢ん中で夢だって気付いたの初めてだなー」

　ポケットに違和感があり、手を突つっ込むとスマホがあった。ホームボタンを押す。




　午前三時。




　画面を見た瞬しゆん間かん、03:00の表示が03:01に切り替かわった。

　時計が一分、進んだだけ。なのに。

「なん、か、リアルすぎねえ……？」

　夢に決まっている。そうとしか考えられないのに、夢のようなぼんやりした感覚はまったくない。身体の痛みも、空気も、何もかもが鮮せん明めい。

　じっとりしてきた指先が、癖くせで『Lv99』のアプリをタップする。アプリが起動し、スタート画面の後、普ふ段だんなら自分の設定したアバターが出てくるはずだ。




　アプリをタップした瞬間、周囲が急に明るくなり、突とつ然ぜん目の前に人が現れた。

「うわあっ!?　……って、何だこれ？　ホログラム？　しかも、俺……？」

　驚おどろいてスマホを取り落とし、後あと退ずさったが、よく見れば現れたのは等身大の疾斗のホログラムと、その隣となりには細かい文字が並ぶ、四角い平面がいくつも出てきた。

『勇者：ハヤト　Lv99』『年ねん齢れい：十六』『身長：一七〇センチ』『誕生日：十一月二十八日』『武器：西洋剣けん』『状態異常：なし』

　ほかにも体力ゲージなどが表示されており、『嬉野疾斗』の情報が事細かに書かれている。『Lv99』のステータス画面に酷似していた。

　取り落としたスマホを見てみるが、『Lv99』のスタート画面しか映っていない。タップしてみても、ゲームは始まらない。

「何だよ、これ……？」

　ホームボタンを押してアプリを閉じると、ホログラムも消えた。

「『Lv99』のアプリと連動してんのか……？」

　疾斗の思った通り、もう一度アプリを開くと、再びホログラムが出てきた。スマホで操作するように、恐おそる恐る手を伸のばし、画面を横にスクロールすると疾斗の姿のホログラムは消え、別の情報が出てくる。マップだ。

『現在地：不明』

　この部屋の間取りは出てきたが、それだけだった。もしもこれが『Lv99』のゲーム内なら、自分で歩くか地図を手に入れれば、データが更こう新しんされる。

「いや、そんなはず……ないよな？」

　一度『Lv99』アプリを閉じ、他ほかのアプリを開こうとするが、どれもエラーを起こして開けなくなっていた。さっき落としてしまったからだろうか。ただ、『Lv99』のアプリだけは問題なく開き、ホログラムを映し出す。

　状況がわからない。夢？　現実？　誰だれかにからかわれている？

「何なんだよ……」

　嫌いやな汗あせが滲にじんでくる。

「そうだ、電話！」

　誰かに電話しよう。この時間母は夜勤だが、父なら通じるはずだ。幸い電話帳は開けた。これならかけられそうだ。

　スマホを押し当てた耳に聞こえてきたのは、無機質な声。




『この電話番号は、現在使われておりません』




「は？　ンなわけ……」

　電波が届かないとか、電源が切れているとかならわかる。しかし電話番号が使われていない、なんてことはないはずだ。

　母親の携けい帯たい、自宅にもかけるが、聞こえてくるのは同じ案内。

『この電話番号は、現在使われておりません』

「何でだよ……そんなわけ、ねえだろ……」

　焦あせりが恐きよう怖ふに変わり、疾斗は恐る恐る、その番号を押してみる。

　一、一、〇。

『この電話番号は、現在使われておりません』

「夢、だからだよな……？」

　まさか警察に繫つながらないはずがない。ありえない。

　しかし、ここでじっとしていてもただ時間が過ぎていくだけだ。部屋の外に出てみることにした。

　部屋を出ると、学校と同じく廊ろう下かがあった。今の部屋もそうだが、学校よりはかなり広くなっているようだ。

　点々と蠟燭の明かりが点ついている。やっぱり空気は淀よどんでいて、どこか荒こう廃はいした雰ふん囲い気きがまるで古城……いや、幽ゆう霊れい屋や敷しきみたいだ。

「てか、何か……『Lv99』のダンジョンに似てる、ような……？」

　廊下の窓から外を見ると、ここは三階かそれ以上の階のようだ。だだっ広い芝しば生ふの庭がある。学校なら校門の位置に、妙に大きな門があった。見覚えがある。

「あれって、凱がい旋せん門もん……？」

　実物よりは小さそうだが、フランスのパリにある、世界史に疎うとい疾斗でさえ知っている建造物だ。

「あ、でも……あそこから外に出られる、のか？」

　どうせ夢なら、学校と古城を混ぜたようなこの建物を探たん索さくしてみてもいいかもしれないが、あまりにもおどろおどろしい嫌な雰囲気が強く、そんな気にはなれなかった。

　階段を下り、一階に着くとエントランスのような広間があった。

　大理石らしき床ゆかが足音を大きく響ひびかせる。

　その時。




「だっ、誰か、いるんですか……!?」




　怯おびえた声が聞こえ、疾斗は身体からだをビクッと跳はねさせた。驚きでドキドキと脈打つ心臓を抑おさえていると、ふとその声に聞き覚えがあることに気付く。

「その声……もしかして……」

「だ、誰？　誰ですか……っ？」

　その声は泣いているのか、震ふるえている。声のする方へ向かうと、階段の陰かげに少女が小さく蹲うずくまっていた。ふわふわの長い髪かみ。もしかして。

「あの……」

　少女は疾斗の声に気付き、ビクッと肩かたを震わせて顔を上げた。涙なみだが滲む目が、疾斗を見上げてくる。

「……は、疾斗……くん？」

　少女──つかさは知っている人物を見たからか、少しホッとしたようだった。そして不思議そうな表情になる。疾斗も同じだった。

「「何でここに？」」

　異口同音に言ってしまったが、疾斗同様、つかさも状じよう況きようはわかっていないようだった。




　つかさの胸むな元もとにも疾斗と同じアミュレットがあった。彼女の細い首には少し重そうに見える。デザインは同じだが石の色が違ちがった。彼女の石はルビーのように赤い。




　つかさは少しだけ思い出すように黙だまってから、ゆっくりと口を開いた。

「えっと……私『Lv99』をしてて……レベルが99になったら、急に新しいクエストが出てきて……」

「もしかして、『このクエストを開始しますか？』ってのに、ＹＥＳを選んだ……？」

　不安そうな顔で頷うなずいたつかさは、疾斗もそうなのかとその視線で訊きいてくる。

　疾斗は頷く代わりに不安を誤ご魔ま化かす言葉を口にした。

「いや……こんなの、夢だって」

　そう。夢だ。だから不安がることなんかない。そう言いたいが、言えたのはそれだけ。しかもつかさは少しも疾斗の言葉に慰なぐさめられてはいない。……当然か。

「夢だと、思いたいけど……でも、何かおかしいよ、ここ……！」

　つかさは身を縮め、細い肩を震わせている。顔も蒼そう白はくで、明らかに気分が悪そうだった。

「夢だってば。こんなとこにいるから、おかしく感じるんだよ。外、出た方がいい」

　夢に決まってる。こんな状況、夢じゃなきゃ──怖こわすぎる。

「え……？　えっ!?　疾斗くん……!?」

　つかさの手首を摑つかんで、立ち上がらせ、両開きの扉とびらに向かう。

　戸と惑まどい、裏返った声が後ろから聞こえる。それでも疾斗は足を止めなかった。

「いいから。こんなとこ出よう」

　疾斗はつかさの手首を摑んだまま、歩き続ける。

　扉を開けると、芝生と噴ふん水すい、生け垣がきで彩いろどられた庭。扉から真っ直すぐに延びる道と街灯。その先にはさっき窓から見えた凱旋門らしきものがあった。

　真夜中で暗い上に、嫌な空気はあまり変わらない。しかし風がある分、屋内よりはマシに思えた。

　手首を引いていたつかさを振ふり返る。

「少しは、マシ？」

「え？　……あ！　う、うん！」

　ぼんやりしていたつかさは疾斗の声でハッとしたらしく、伏ふせていた顔を上げた。そして再び顔を伏せる。というより、自分の腕うでを見ていた。

　……疾斗が摑んだ、手首を。

「っ……！　ちがっ、ごめ……！」

　慌あわててその手首を放す。放してからようやく、細い手首だと思った。そんな手を、ぐいぐい引っ張ってきてしまった。痛かったかもしれない。

（どんだけ自分勝手なんだよ、俺。嫌いやがってた……？　嫌がってたよな絶対!?　何やってんだよ……でも夢だし……いや夢でもダメだろバカか!?）

　つかさをまともに見ることができない。

　混乱と動どう揺ようで指先が冷たい。というより、全身が冷たい。あと死にたい。

　絶望で呆ぼう然ぜんとしている疾斗の耳に、何かが聞こえてきた。

「ありがとう」

「……へっ？」

　つかさの言葉が、拒きよ絶ぜつではなく感謝だったことに驚おどろき、完全に裏返った声が出て疾斗は自己嫌けん悪おに陥おちいる。しかしつかさは真しん剣けんな表情で疾斗を見上げてきた。

「私、怖くて……どうしていいか、わからなかったから。連れ出してくれて、ありがとう」

「いや……俺も、わからない。ただ……」

　怖がっている彼女をこのままにしてはいけないと思った。そもそも外に出たことが正解なのかもわからない。

　言葉を止めた疾斗を、つかさが首を傾かしげて見つめてくる。

「……何となく、外に出た方がいいんじゃないかって思っただけで……考えとか、ないんだ……ごめん」

「謝らなくていいよ。私もわからないもん」

　つかさの顔に、やっと笑えみが浮うかんだ。




　二人で門の前まで来ると、本物の凱旋門にはない鉄てつ柵さくの扉があった。

「やっぱりこれって、小さいけどパリの凱旋門だよね……？」

「た、たぶん……」

　つかさの言葉に答えながら、疾斗は胸に妙みような違い和わ感かんが湧わき上がってくるのを感じた。

「あれ、何か……」

　疾斗は鉄柵に触ふれる。冷たく、固い。特に変わったところはない鉄柵だ。

　でも、何かがおかしい。




　ピコン。

『これ以上先は、エリアがありません。戻もどってください』




「えっ!?　な、何!?」

　軽い音と感情のない無機質な声が響ひびき、つかさが肩を震わせた。疾斗も内心驚きつつ、ポケットからスマホを取り出すと、空中にホログラムが浮かび上がった。

『これ以上先は、エリアがありません。戻ってください』

　ホログラムとともに同じ音声がその場で響いた。

「どういう、こと……？」

　つかさも疾斗同様、スマホを持っていた。そこには同じ文言がホログラムとなって出てきていた。

　門の向こうには景色がある。ヨーロッパ風の町並みがあり、その向こうには山に向かう道がずっと続いている。なのに、この門の向こうには行けないとわかった。

　ゲームをしていると、見えない壁かべに阻はばまれる。ゲームエリアがそこまでしか作られていないからだ。向こうに景色はあるが、これ以上は行けないと諦あきらめる。

　そんな諦めが、今、疾斗と、おそらくつかさの胸にもあった。ここから出たいはずなのに、自分の意志が消えていた。

「疾斗くん、やめよう？　ここも、何か変だよ」

　泣きそうなつかさの声にうなずいて、二人で門から離はなれた。

「他ほかの出口、探そう」

「そ、そうだね。きっと他に出口、あるよね」

　疾斗が門を背にすると、つかさも慌てた様子で疾斗に倣ならう。つかさを待って、疾斗は歩き出した。

　やっと笑顔を見せたのに、つかさの顔がまた引きつっていた。

　こういう時、どう言えば彼女は安心するのだろう。護なら、気の利きいたことが言えたのかもしれない。功樹なら、彼女を明るく笑わせたのかもしれない。

（……ホンット、クソだな俺）

　今せめて自分にできるのは、この状じよう況きようをどうにかすることだけだ。




　疾斗が周りを見ながら歩いていると、つかさがふと立ち止まった。

「疾斗くん。あそこに……何か、いない？」

　つかさの言葉に違和感を持つ。つかさは「誰だれか」ではなく、「何か」と言った。

　つかさが指さした茂しげみの方を見ると、ボールのような白い固まりがいくつも揺ゆれている。二人で恐おそる恐る近づいてみると、白い体毛にまん丸な身体からだと長い耳。『Lv99』のマスコットキャラクターでもある雑ざ魚こモンスター『もにうさぎ』だった。

「あ！　かわい、い……」

　一いつ瞬しゆん弾はずんだつかさの声が、急激に萎しぼんでいく。

　ぬいぐるみかと思ったが、よく見れば動いている。ウサギにしては丸すぎるし、何より足がない。

「……生きて、る……？」

　風に揺れているわけではない。一つ一つの個体が、もにもにと柔やわらかそうな身体を動かしていた。ざっと見ても二十以上はいるその集団が固まって蠢うごめいている。

　そのうち一いつ匹ぴきが、疾斗とつかさに気付いて、つぶらな赤い目でこちらを見つめてきた。

　ゲームでは可愛かわいいマスコットキャラクター。だけど、もしも同じ世界にいるモンスターなら。

「ンキュ」という鳴き声の後。




　がぱっ。




　ふわふわの毛で普ふ段だんは見えない口が開き、サメのような鋭するどい歯を剝むき出しにして飛んできた。

「っ……！」

「きゃあああっ！」

　驚きと恐きよう怖ふで叫さけんだつかさを見て、他の奴やつらもこっちに飛んでくる。

　可愛い姿が突とつ然ぜん牙きばを剝く。ゲームで見る分には面おも白しろい生態だったが、実際目の前にいるとこんなにも不気味で凶きよう暴ぼうに見えるのか。

「な、何でもにうさぎがいるの……!?」

　つかさの疑問は疾斗にもわからない。

「こっち、くんな！」

　近づいて来たもにうさぎを蹴けり飛ばす。幸い綺き麗れいに決まった。もにっとした感かん触しよくの後、ボールよろしく、勢いよく飛んで行った。

　ホッとした直後、蹴り飛ばした足に痛みがあった。

「いっ……！」

　次に追ってきたもにうさぎの鋭い歯が、蹴り上げた足を掠かすっていた。制服のズボンを破り、血が流れる。その痛みとパニックで、疾斗は体勢を崩くずしてしまった。

　もにうさぎは口元に付いた疾斗の血をべろんと舐なめ、「ンキュー！」と嬉うれしそうに鳴きながらバウンドしていた。

「疾斗くん！　やだ、立って！　逃にげなきゃ……！」

　先を走っていたつかさが戻って来て、疾斗の腕うでを引っ張る。

　逃げないと、あの白い毛玉に生きたまま食い尽つくされる。だけど、足が痛い。身体が動かない。

「わかってる……だから、先逃げて」

「ダメだよ！　早くっ！」

　つかさの手が痛いほどにきつく右みぎ腕うでを摑つかんで引っ張ってくる。

　白い毛玉がもぞもぞしている。こちらに一いつ斉せいに向かってこようと、助走をつけるように。

　足が痛い。つかさが摑んでいる右腕が痛い。夢って、痛みを感じないんじゃなかったっけ。どっちでもいいけど、夢ならさっさと覚めてほしい。

　そう願ってきつく目を閉じた。次に目を開ければ、きっと自分の家に戻ってるはず。




　すぐそばを風が駆かけ抜ぬけた。

　目の前に誰かがいた。色素の薄うすい髪かみ。




「え、護……？」

「しょ、正道くん……？」

　淡あわい色の瞳ひとみが疾斗とつかさを見た。そしてすぐにもにうさぎへ向き直り、疾斗に向かって怒ど鳴なった。

[image: ]

「早く立て！　こんな目立つとこにいたら、狙ねらってくれって言ってるようなもんだよ！」

「え、あ……」

　護が現れたことに驚おどろき、ぽかんとしてしまった。

「疾斗くん、足を怪け我がしてるの！」

　疾斗の腕を摑んだまま、つかさが泣きそうな声で叫ぶ。護は疾斗をちらりと見て、足の怪我を確かく認にんしたようだった。

「ちょっと待ってて。あいつらは数が多いから、追い払はらう」

　持っていた剣けんを構え、向かって来るもにうさぎを斬きっていく。まるで風船のようにもにうさぎ達は弾はじけ、光になって消えた。

　護が何体か斬り捨てると、もにうさぎ達は怯おびえたように護から徐じよ々じよに距きよ離りを取り、バウンドしながら逃げていった。

　護はこちらに近づいて来て、疾斗の隣となりに座りこんだ。息も乱していない。

「護、何で……うわっ!?」

　何も言わないまま、護は疾斗の左ひだり腕うでを摑んだ。自分の肩かたに腕を回し、そのまま疾斗の身体を持ち上げて立たせた。

「なっ、何だよ？」

「これで歩けるだろ。とにかく中へ。……日廻さん」

　呼ばれて、つかさが護を見る。その時、護は明らかにつかさから顔を逸そらした。

「……そっちの腕持ってると、歩きにくいから放して」

「え？　あ……ご、ごめんなさい！」

　護に言われてようやく疾斗の右腕を摑んでいることに気付いたらしく、つかさは慌あわてて疾斗から手を放した。

　ほとんど護に引きずられるように、疾斗は歩かされ、出てきた扉とびらの中に入った。つかさも慌てて室内へ入る。




　護は階段に疾斗を座らせてから、こちらを見下ろしてきた。その表情にいつもの温おん厚こうさはなく、冷たい瞳が疾斗を見つめていた。そういえば、さっきまで手にしていた剣を持っていない。どこにやったんだろう。

「まだ痛い？」

　心配そうな様子もなくそう尋たずねられる。疾斗は自分の怪我を見て、目を瞠みはった。

「え……。もう痛く、ない……？」

「ほ、本当？」

　心配そうなつかさに、疾斗は呆ぼう然ぜんと頷うなずく。

　血は滲にじんでいるが、触ふれても痛くない。それどころか、傷さえもう塞ふさがっているようだ。

「そのぐらいなら、『ここ』では時間経過で治るから。ゲームと一いつ緒しよだよ。致ち命めい傷しようは治らないけどね」

　護は周囲を見回し、疾斗とつかさに背を向ける。

「ここも安全とは言えない。早く立って、ついてきて」

　それだけ言って、護はさっさと歩いて行く。

　疾斗も立ち上がり、つかさと一緒に護の後を追った。

「なあ、護。お前、何でここに……？」

「もしかして正道くんも、『Lv99』をしていてここに？」

「僕がいいって言うまで、黙だまってついてきて」

　疾斗とつかさの声を遮しや断だんするような、きつい声が護から返ってくる。その声に疾斗も言葉に詰つまり、つかさは怯えたように身を竦すくめた。

　護の声に怯ひるんでしまったことが少し悔くやしく、疾斗は思わず前を行く護の肩を摑んでしまった。

「おい、何だよそれ。何か知ってるなら──」

　前を歩いていた護が足を止め、身体からだごとこっちを振ふり返った。その目を見て、疾斗は言葉を止めてしまう。

　護の顔は整っていて、小さい頃ころはよく女の子と間ま違ちがえられていたぐらいだ。

　その端たん整せいな顔が、何の表情もなくこちらを見る。だが、その瞳は激しい怒いかりに燃えていることがわかった。

「今は余計なおしゃべりをしてる暇ひまはない。手間をかけさせないでくれ。日廻さんも」

　同じ目を向けられて、つかさも表情を凍こおらせてこくこくとうなずく。彼女の顔はさっきモンスターに追われた時よりも怯えていた。

　護は本気でキレると、激げつ昂こうするよりも冷めるタイプだ。そして今の護は、疾斗が見た中でも一番冷静だった。

　疾斗が口を閉とざすと、護はそれを見て何も言わずに再び歩き始めた。

（どうしたんだよ、護……）







「おっっっせーよ護！」

　ある一室の扉を開けると、真っ先に怒鳴り声が聞こえてきた。




　叫さけんだのは、観崎功樹。その大声は怒おこるというよりも、震ふるえていて頼たよりなく、子どもが親にすがりつくようだった。

　功樹の傍そばでは、一つ上の先せん輩ぱいで学校の生徒会長、土方悠弦が窓の外を見つめていたが、疾斗達に気付いてこちらに目を向けてきた。余よ裕ゆうのない功樹とは違ちがって、落ち着いている。

　やはり二人とも制服姿。そして胸むな元もとにアミュレットを下げていた。功樹はアクアマリンのような澄すんだ水色の石。悠弦はオニキスのような光こう沢たくのある黒い石だった。




　部屋に入るなり、護は大声を上げた功樹をじっと見て、静かな声で言った。

「僕はさっき、静かにしろって言ったよね？」

　静かだが怒りがはっきり感じられる声に、功樹の顔が凍りつく。

「ご、ごめん……」

　功樹の謝罪も聞いていない様子で、護は部屋の外を覗うかがってドアを閉めた。

　ピリピリしている護に、悠弦が穏おだやかに声をかけた。

「護。功樹は不安なんだよ。それに君が今そこから来たってことは、周りに危険はないんだろ？　そう責めないでやってくれ」

　悠弦の宥なだめる声に、護は功樹から目を離はなし、悠弦が見ていた窓の外を見た。

「こっちに異常はありませんでしたか」

「ああ。大だい丈じよう夫ぶ。護の言った通り、ここは比ひ較かく的てき安全なんだろうね。とくに何かが近づいて来た様子もないよ」

　冷静にそう言った悠弦の声にさえ護は答えず、窓の外を睨にらむ。

　護の様子を見て、悠弦は苦く笑しようし、疾斗とつかさに向き直った。

「二人もここに来てたんだね。仲間が増えて心強い」

　優やさしい声と落ち着いた悠弦の様子に、ようやく落ち着いた心ここ地ちがした。つかさも同じなのか、表情を緩ゆるめ、ホッと胸を撫なで下ろしていた。

「いや悠弦先せん輩ぱい。つーちゃんはいやし要因だとしてさー、疾斗は戦力になんねえスよ」

　こんな時にも失礼な功樹を睨むが、功樹は疾斗を見てもいない。

「君も戦力にはならないよ。パニックでわめくだけなら、戦力どころかモンスターを誘おびき寄せるエサだ。覚えておいて」

　護の冷たい声に、功樹が何か言おうとして、ふてくされたように口を閉ざした。

「なあ、護。ここ、何なんだよ。夢じゃ……」

「まだそんなこと言ってんの？」

　冷たい声に、表情のない顔。ただ、瞳ひとみにだけは強い怒りが燃えていた。

　疾斗を睨んでから、護はここにいる全員を見た。

「言っておくけど、全員、夢だって希望は捨てて。夢だと思っててもいいけど、痛い目を見るのは君達だ」

　周囲を突つき放すような言葉の数々は、まるで別人だ。

　護は幼い頃ころから温厚で、滅めつ多たに怒ることがなかった。本気でキレてもすぐに温厚な性格が戻もどって「あー、疲つかれた。怒るとお腹なか減らない？」なんて、気の抜ぬけることを言い出す奴やつだった。

　しかし今は、その持ち前の温厚さが完全に消え失うせている。

「……もういいよ。お前に訊きいた俺がバカだった」

「僕が何を話したって、疾斗達が足あし手で纏まといだって事実は変わらない」

「お前っ……！」

「──ストップ。少し冷静になって話し合おう」

　護に摑つかみかかろうとした疾斗を、悠弦の手がやんわりと止める。間に入った悠弦は、冷静な目で護を見つめた。

「護。君達の間に何があったのかは知らない。だが、今は言い争いをしている場合じゃないんだろう？　挑ちよう発はつするような言葉は慎つつしんだ方がいいんじゃないか？」




　ピーン、ポーン、パーン、ポー……ン。




　間延びしたチャイムがその場に響ひびいた。つかさと功樹が同時に肩かたをびくっと跳はねさせ、疾斗も内心驚おどろいた。悠弦は冷静に護を見た。

　護は微み塵じんも驚いておらず、ポケットからスマホを取り出す。

　そして一いつ拍ぱくの間の後、その場にホログラムが浮うかび上がり、感情が一いつ切さい感じられない無機質な声が響いた。




『マモル。ユヅル。コウキ。ツカサ。ハヤト』

『以上がゲームの参加者です。ようこそ。あなた方は選ばれた勇者です』




「……ふざけるなよ……っ」

　小さな声がして、護がホログラムを睨んでいた。

『あなた方に与あたえられたクエストは、この世界を支配する魔ま王おうを倒たおすことです』

「はあ!?　そんなこと聞いてねえよ！　さっさとここから出せよ！」

　功樹がどこからか聞こえてくる声に向かって怒ど鳴なり散らすが、功樹の言葉には答えず、無機質な声は続ける。

『魔王を倒せば、ゲームクリアです。この世界を救ってください』

　そう言った後、ホログラムは消え、以降、声も聞こえなくなった。

「知るか！　どうすりゃ出られんだよ！　だいたい、ここ──」

「うるさい。無む駄だだよ。これはただのホログラムなんだから」

　護が冷たく功樹の怒鳴り声を遮さえぎる。

「このダンジョンのどこかにいる魔王を倒さない限り、ここからは出られない」

「何でだよ！　俺、危ない思いなんかしたくねえし！」

「全員、新しいクエストを開始するかってところで、ＹＥＳを選んだんだろ？」

「その時点で、巻き込まれたってことかよ……？　こんなん予想できるわけねえじゃん！」

　戦慄わななきながら叫ぶ功樹をうるさそうに見ながらも、もう注意することも諦あきらめたらしく、護は平へい淡たんな声と表情で言った。

「大丈夫。何もしないで、できるだけ安全なところに隠かくれていればいい。魔王は僕が倒すから」

「それより他ほかに脱だつ出しゆつできるところがないか……」

　疾斗の声を一いつ蹴しゆうするように、護は冷たい目を向けてくる。

「探してもいいけど、時間の無駄。この世界からは出られないよ」

「なら、君が一人で戦うより、力を合わせた方がいいんじゃないか？」

　悠弦の冷静な言葉に、護が肩を上下させ、苛いら立だったため息を吐ついた。

「邪じや魔まだって言ってるんです。全員、僕の足手纏いにしかならないんだから」

　その言葉に、功樹が護の胸元を摑み上げた。

「お前、何様だよ！　悠弦先輩が協力しようって言ってんだぞ！」

「功樹、いいよ。──護。君はこの状じよう況きようを把は握あくできているのか？」

　激げつ昂こうした功樹を押さえ、護から放すと、悠弦はあくまで冷静に話を進める。

「……いちおう。ここは現実世界じゃない。『Lv99』の世界、とでも思っておいてください。当然、モンスターも出てくるし、勇プレイ者ヤーである僕達を襲おそってくる」

　護は疾斗をちらりと見る。疾斗の足には、怪け我がをした血の跡あとだけが残っていた。だけど、あの痛みは確かに本物だった。

「万が一モンスターに襲われそうになったら、アミュレットから武器が出せる。君達が普ふ段だん、『Lv99』で使ってる武器だと思うよ。……もっとも、実際に使えるかどうかは保証しないけど」

　護がそう言い、疾斗はアミュレットに手を伸のばした。アミュレットの黄色の石から剣けんの柄つかが現れ、それを摑んで引き出すと、ゲームと同じ剣が現れる。

　驚いて絶句する疾斗とは対照的に、功樹は大声を上げた。

「む、無理に決まってんじゃん！　俺、斧おのなんだけど!?」

　その手は大きな斧を持ち上げようとしていた。ゲームでも扱あつかいが難しいと言われている武器だ。現実で使えるかと言えば……当然無理だろう。

　悠弦がそんな功樹の様子を見て苦く笑しようした。

「功樹、何でまたそんな上級者向けの武器にしたんだ？」

「実じつ況きよう的に、難しい方が面おも白しろいかと思ったんスよ……！」

「あー……」

　悠弦の手には、二丁の拳けん銃じゆうがあった。扱いやすいが、クリティカルヒットが出なければ攻こう撃げき力があまりない武器。しかし現実でこんなに心強い武器はない。

　ということは、つかさは。

「わ、私も、弓きゆう道どうなんてしたことないよ……っ」

　つかさは戸と惑まどいながら弓を両手で握にぎっていた。完全に持て余しているのが見てわかる。

「自分の手にある限り、しまいたいと思えば消えるから。手から離はなれるとしまえなくなるから、気をつけて」

　護の言葉を聞くと、つかさと功樹の武器が消えた。疾斗もしまおうと思った瞬しゆん間かん、剣が消えた。悠弦はまだ自分の拳銃を見つめている。

「モンスターに絡からまれても、戦う必要はない。とにかく逃にげて隠れてやり過ごせばいい」

「でも、お前の言うことが本当なら、魔王を倒さないとここから出られないんだろ？」

「君達が倒せるわけないだろ」

　護は幼い頃ころから剣けん道どうをやっていて、今もインターハイ選手に選ばれている。西洋剣といえど彼は扱えるのだろう。

　疾斗はといえば……一時期は一いつ緒しよに剣道の道場に通ったものの、まったく強くならず、中学に上がる前にやめてしまった。

　……いつだって、何だって、護の方が上う手まくて、疾斗は引き立て役にさえなれない。

「わかるだろ、疾斗。弱い奴やつは、足手纏いだって」

　胸の中を見み透すかされたみたいに、そう言われた。

　しかし疾斗の胸に湧わき出したのは怒いかりではなかった。

　──護らしくない。

「護。お前……どうしたんだよ」

　物心ついた頃から一緒にいた護が、こんな時に誰だれかを挑発するなんてありえない。

[image: ]

　確かにここ一年、護とは少しぎくしゃくしていた。でも、十年以上の付き合いが、護の様子がおかしいと告げてくる。

「どうもしてないよ」

　これが自分だと、護の冷たい目が強く告げてくる。

「僕は変わったんだ。もう君とは馴なれ合いたくないんだよ、疾斗」

　護がそう言った後、つかさが彼の前に立っていた。震ふるえる手を握りながらも、護を強い目で見上げていた。つかさの様子に護の冷たい表情が崩くずれ、驚おどろきに目を見開く。

「どうしてそんなふうに言うの？　疾斗くんは、護くんを心配してるんだよ!?　それを一番わかってるのは、護くんでしょう!?」

　大人しいつかさが強く言ったことに、疾斗は驚き、そして少しうれしくなった。が、すぐに彼女の言葉に違い和わ感かんを持つ。

（あれ？　何で、この人がこんなふうに怒おこるんだ……？　それに今、『護くん』って……）

　驚いていた護の表情も変わっていた。ぎゅっと手を握りしめている。

「っそんなこと、僕だって──」

　声を上げかけた護は、我に返ったように唇くちびるを引き結び、つかさから目を逸そらして冷たい表情に戻もどった。

「……君が、僕と疾斗の何を知ってるっていうの？」

　つかさは一年生の頃、疾斗と護と同じクラスだった。だが、疾斗が心から護を心配しているとわかるほど、疾斗と護のことを知っていただろうか。

　護の言葉を聞いて、睨にらむように護を見つめていたつかさは混乱し始めた。

「え？　あ、あれ？　……私……どうして、こんな……？」

　護がつかさに背を向ける。と、その瞬間、大きく目を瞠みはって入ってきたドアを見た。その手にはすでに剣が握られている。

「どうし──」

　訊きくまでもなく、何かの唸うなり声が近づいてきていた。

　近づいてきた何かは、部屋の向こうから、ドアをバンバンと叩たたき始めた。すぐにドアは変形し、壊こわされた。

　部屋に子どもほどの大きさの異形が何匹びきも飛びこんでくる。

「ひっ……！」

　淀よどんだ泥どろ色の肌はだに、一つしかない目がぎょろりとこちらを見つめ、耳まで裂さけた口で笑った。ゲームではゴブリンと呼ばれるモンスター。額に緑の核かくがある。その手には大きな刃は物ものを持っていて、それを振ふり上げてこちらへ近づいてきた。

　奇き声せいを上げながら飛びかかってくるゴブリンを、護はためらいもなく叩き斬きった。斬られたゴブリンは光の粒つぶになって消えていく。

「な、ななな何だよあれ！　だって、あれはゲームのモンスターでさぁ！」

「や、やだ……！　やだぁ！」

　護以外は壁かべ際ぎわまで逃げたが、武器を出す余よ裕ゆうもなかった。功樹はわめき散らし、つかさは恐きよう怖ふで顔を引きつらせている。




　パンッ！　パンッ！




　二発の発はつ砲ぽう音がしたかと思うと、二匹のゴブリンが絶ぜつ叫きようを上げて床ゆかに倒たおれ、光の粒になる。その光は消えずに悠弦のアミュレットに吸収されていった。

　疾斗達はもちろん、護も驚いた様子で銃じゆうを撃うった悠弦を見た。悠弦は銃じゆう口こうから出る煙けむりと光を吸収したアミュレットを見つめながら呟つぶやく。

「……なるほど。この光は経験値かな」

　悠弦は再び銃口をゴブリンに向け、護を見た。

「これで俺のことは戦力に数えてくれるかな、護？」

「……どっちにしろ、僕は誰かと一緒に行動する気はありません」

　態度を変えない護に苦笑し、悠弦は両手の銃をゴブリン達に向けて引き金を引いた。

　銃じゆう声せいに戦おののいたらしいゴブリン達だったが、すぐにまたこちらへ向かってきた。護が剣けんで薙なぎ払はらい、悠弦が二丁の銃でゴブリン達を撃っていく。

　が、そのうちの一いつ匹ぴきが二人の手から逃のがれてこちらに向かってきた。

（やらなきゃ……死ぬ……っ！）

　そう思った瞬間、疾斗の右手は剣の柄つかを握っていた。その腕うでを振り上げようとした時。

「うわああああああっ！　嫌いやだ嫌だ嫌だ！　死にたくないっ！」

　完全にパニックになって逃げようとしたのだろう。功樹の手が疾斗の背中を押し、疾斗の身体からだはゴブリンの前に突つき出されていた。

「え──」

　ゴブリンの持った刃物が、疾斗の目の前できらりと光る。




　──ドッ。




　胸むな元もとに衝しよう撃げき。

　視界が揺ゆれ、直後、口の中が鉄の味でいっぱいになる。苦しい。息ができない。

　顔にぬるい水がかかった。身体がべっとりと濡ぬれた気がする。こんなところに、水たまりなんてあったっけ？

（痛い。痛すぎて、苦しい……）

　倒れた視界に、ゴブリンが光になっていくのが見えた。




「疾斗っ！」

「嫌あああああっ！　疾斗くん！　疾斗くん！」

　護とつかさの叫さけび声が聞こえ、つかさが疾斗の手を握にぎりしめてきた。

「そんな……！　うそだ。守れなかった、なんて……」

　二人の後ろでは、悠弦が驚きよう愕がくした目で疾斗を見つめていた。その表情は、完かん璧ぺきな彼の顔にヒビが入っているようだった。

「う、あ……ちがっ、俺、そんなつもりじゃ……っ！　ごめっ、違ちがうんだよ疾斗ぉ！」

　功樹が震えながら疾斗に手を伸のばしているのが見えたが、その手はガクガク震えて、目からはボロボロと涙なみだが零こぼれている。

（こいつでも、俺に謝ったりするんだ）

　変なところで感心したが、そんな場合ではないのかもしれない。

　痛みがなくなってきた。よかった。でも、つかさが握ってくれている手の感かん触しよくもない。

「やだ……やだぁ！　疾斗くん……！」

「だい、じょぶ……痛く、ねえから……」

　ちょっと苦しいだけだから。そう言って、安心させたいのに、声が出ない。

「……疾斗」

「ま、も……る……？」

　もうゴブリンはすべて倒したのだろうか。護は膝ひざを突いて疾斗を見下ろしてきた。

「大だい丈じよう夫ぶ。……大丈夫だよ、疾斗。死んだり、しないから」

「……うん、だよな」

　ああ、やっぱ、これ夢だ。この世界も、感覚のなくなっていく身体も、様子が変な護も。

　いや、もしかしたらもう目が覚めているのかもしれない。

（だって……これは、俺が知ってる護だ）

　暗くなっていく視界の中で、護は泣きそうな顔をしていた。

　目を閉じて、もう一度目を覚ましたら、きっと全部元通りになる。

「疾斗くん！」

　真っ暗な視界の中で最後に聞こえたのは、つかさの叫び声。

　つかさと話す機会は、きっともうないだろうけど。

（……あんな泣き顔を見るより、ずっといい）










　──ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ










　真っ暗な視界の中、疾斗はふと意識を取り戻もどす。

（俺、死んだのか？　あれ？　でも、意識がある……？）

　目を開けていても、真っ暗な空間しか見えない。まるで──




（闇やみの中に、閉じ込められたみたいだ……。いっそこのまま息も止まればいいのにな）




　そうすれば、もう何も気にしなくていいのに。他人へのわずらわしい感情も、自己嫌けん悪おも、全部消えてしまえばいいのに。




『勇者、ハヤト。体力ゲージが０ゼロになったため、「Lv99」から強制ログアウトとなります。なお──』




　不意に響ひびいてきたあの無機質な声に、疾斗は辺りを見回すが、闇しか見えない。

（え？　何だよ、それ？　俺、死ぬんじゃ……）

　次の瞬しゆん間かん、ザーッという砂すな嵐あらしが疾斗の視界を覆おおった。






















　ピピピピピピピ──




　けたたましい目覚ましのアラームで、目が覚める。見慣れた自室の天てん井じよう。見慣れた部屋。

　カーテンの隙すき間まからは日の光が差していた。

　眠ねむ気けでぼーっとしていた頭が一気に冴さえ、疾斗は飛び起きた。心臓がドクドクと大きく脈打ち、冷や汗あせが吹ふき出す。

　悪夢を見た。

　学校に似た変な城に閉じ込められて、『Lv99』に出てくるモンスターに襲おそわれて──

「っ……！」

　寝ね間ま着きにしているよれよれのＴシャツを捲めくり上げ、思わず胸むな元もとを確かめる。そこに傷きず跡あとなどない。

　当然だ。夢なのだから。

　けたたましい音を止めるためにスマホを手た繰ぐり寄せる。

「うるっせ……。ちょ、おい、何で反応しないんだよ」

　何度かストップの文字をタップするとやっと止まった。妙みように反応が悪い。

　スマホに表示されたのは、見慣れたホーム画面。いつもならすぐに『Lv99』のアプリをタップするところだが、指が動かない。

「……ただの夢じゃん、あんなの……」

　何を怖こわがっているのかと自分をあざ笑おうとしたが、うまくいかなかった。

　万が一あれが現実なら、疾斗は既すでに死んでいるはずだ。胸を刺さし貫つらぬかれて、生きていられるはずがない。

　身体からだを貫かれる感覚が衝しよう撃げき的すぎて、痛みはあまり覚えていない。口いっぱいに鉄の味が広がって、どんどん体温が奪うばわれていって……。

「リアルすぎる……だけだって……」

　夢だと思うのに、それでも『Lv99』を開く気にはならなかった。疾斗はＴシャツで汗ばんだ顔を拭ぬぐい、一階に下りた。




　いつも通り身み支じ度たくをしてダイニングに向かう。ダイニングテーブルの上には、メモが置きっぱなしだった。

『お父さんは今日から一週間出張。お母さんも今日は泊とまりです。ゲームばっかりしてないで、ちゃんとご飯食べて、お風ふ呂ろ入って、早く寝ねること！　母より』

　当然昨日と同じ文言。メモの隣となりには四枚切りの食パンの袋ふくろが置いてある。昨日一枚疾斗が食べたから、今日は三枚残っているはず。

「あれ？　俺、昨日、これ開けなかったっけ……？」

　食パンの袋の封ふうはまだ切られていなかった。

「母さん、一回帰ってきたのかな」

　それ以外に考えられないが、どうしてまた新しいパンを買ってきたんだろう。

　首を傾かしげつつも袋を開け、パンを口に放ほうり込む。口には入れたが、一口だけかじって、残ったパンの上に置いた。……まだ、口の中に血が残っているような気がする。




　パタン。




　突とつ然ぜんそんな音がして、疾斗は背後を振ふり返る。デジタルフォトフレームが倒たおれていた。

「びびった……倒れただけか」

　そういえば昨日の朝はこのフォトフレームを見えないように倒した気がする。母親が直したのだろうか。もううっすらと埃ほこりも被かぶっているというのに。

　とくに気に留めず、疾斗は家を出た。







　登校しても、とくに誰だれともしゃべらない。時々挨あい拶さつをしてくるお人ひと好よし達に、適当に挨拶する、いつもと変わらない朝。

　昇しよう降こう口で上うわ履ばきに履はき替かえていると、隣から声を掛かけられた。

「おはよう、嬉野くん」

　その声に、いつもより過か剰じように反応してしまった。隣を見ると、つかさが微笑ほほえんでいた。

（よかった……）

　泣き叫さけぶつかさの顔は脳に焼き付いていた。だが、疾斗の前には笑え顔がおのつかさがいる。

　いつも通りの笑顔に泣きそうになって、思わずうつむくが、すぐに顔を上げた。

「おはよ──」

　泣きそうになるのを堪こらえ、疾斗も挨拶を返す。しかしつかさは靴くつを履き替え、疾斗の返事を待たずに傍そばを通りすぎ、友人達と教室に向かった。

（……まぁ、そうだよな）

　ショックなんて受ける方が間ま違ちがってる。高たか嶺ねの花の彼女と話すなんて、もうあり得ない。これが日常だ。あんな異常な夢で彼女と話すより、ずっといい。

　つかさを追いかける形にならないよう、ゆっくりした歩ほ幅はばで、疾斗も彼女と同じ教室に向かう。







　何だか寝た気がしなくて眠ねむい。いつも似たようなＨＲの内容はロクに聞かずに終わり、一限目が始まる。

　教室に背が高くて強面こわもての教師が入ってきた。数学の教師だった。

（あれ？　今日の一限って、現国じゃなかったっけ？）

　周りを見るが、みんな数学の教科書を出している。黒板を見ると、昨日の日付のままだ。日直が書き換かえていないのか。

　ＨＲをよく聞いていなかったが、いつの間にか時間割が変へん更こうになったのだろう。慌あわてて机の中を探さぐって、数学の教科書を引っ張り出した。

　しばらく授業を受けていたが、ふと違い和わ感かんを覚える。そういえば、課題も出ていたはずなのに、厳しいはずの教師は何も言わない。

（てか……この授業、昨日もしなかったっけ……？　復習？）

　昨日は寝ていたから教師の話していた内容は覚えていないが、黒板に書いてあることは同じに見えた。

　強面の数学教師と目が合った。その顔が怒おこっていて、クラス中に緊きん張ちようが走った。

「じゃあ……嬉野！」

（え、何で怒ってんの？　俺今日はちゃんと聞いてたんだけど……）

「これ、解いてみろ」

　黒板に書かれた文字をチョークで叩たたく教師の視線は厳しい。昨日と同じ問題だ。答えられなかった嫌いやがらせかと思ったが、今日は答えがわかっている。

「あ、はい……」

　疾斗が立ち上がると、教師の怒ど声せいが飛んできた。

「ちゃんと聞いとけ！」

「え、あの、わかるんですけど……」

　無視されたショックと怒いかりが湧わいたが、途と中ちゆうでそれが不気味さに変わる。当てられたところもだが、教師の対応が昨日とまったく一いつ緒しよだ。

（もしかして……）

　疾斗は立ち上がったまま、後ろ──功樹の席を振り返る。うずうずした様子の功樹が手を挙げたところだった。

「先生！　疾斗を責めないでくれ！　疾斗は俺の恩人なんだ！」

「はあ？　どういうことだ？」

「疾斗は昨日、俺のために高難易度クエを奔ほん走そうしてくれてたんだ！」

「ゲームしてただけか！」

　教師の厳しい声が飛ぶが、クラスの空気は緩ゆるんでいた。

（これじゃ、まったく昨日と同じだ……）

「じゃあ観崎、お前も共犯だ。お前答えてみろ。答えられなかったら次のテストの難易度が上がりまーす」

　教師の言葉に、さすがの功樹も焦あせった顔をする。

「うわっ、ちょっ、そういうのやめてー！」

「功樹てめー！」

「何してくれんのよ！」

「先生！　功樹がバカなの知ってるでしょ！」

「いやさらっと俺ディスらないでよ！」

　怖こわいと評判の先生の表情も緩み、クラスに明るい笑いが起こる。

　昨日とまったく同じ光景だった。

　そして誰も、未いまだに立ち竦すくんでいる疾斗を見てはいない。

（……デジャビュってやつ、だよな）

　疾斗はゆっくり椅い子すに座り、そう思い込む。昨日と似ているだけ。

　……なのに、なぜか冷や汗あせが出てくる。







　二限目の古典も、昨日と同じ内容だった。三限目は日本史、四限目は英文法。今日は火曜日のはずなのに、これは月曜日の時間割だ。しかもすべてが昨日と同じ授業内容だった。

　二限目までは寝ねていたからだ、気のせいだと思い込んだ。三限目になると不気味ではあったが、まだ疑ぎ惑わくの段階。四限目には疑惑が確信に変わり、恐きよう怖ふで動けなくなっていた。

（何だよ、これ……！　俺、まだ夢の中にいるのか？）

　四限目が終わって昼休みになっても、疾斗は椅子から立ち上がれずにいた。クラスメイト達の会話も、心なしか昨日と同じな気がする。




　うつむく疾斗を誰も気に留めない。いつものこと。だけど。

　疾斗は顔を上げて、昨日のことを思い出しながら後ろを振り返る。

　昨日は確か、つかさの周りの派手な女子達が、疾斗の前に来て──

「嬉野くん。ちょっと、嬉野くん。うーれーしーのってば！」

　派手な女子達が疾斗を不満そうに見つめてから、急に笑顔になる。

「嬉野くん、確かＡ組の正道くんと仲良いんだよね？　幼なじみでしょ？」

「正道くんってさ、彼女いるの!?」

　疾斗は何も答えずにいるのに、彼女達はまるで疾斗が反応したかのように言葉を続ける。

「じゃあ聞いといてよ！　ね！　家も近いんでしょ？　お願いね～」

（やっぱり、昨日と同じ……！）

　この後は確か、彼女達はつかさのストラップを見て──




「あっ、つかさ何それ。可愛かわいいじゃーん！」




　記き憶おく通りの、甲かん高だかい女子の声。キンキン響ひびくその声に、つかさは圧あつ倒とうされたように縮こまって小さな声で彼女達に答えていた。

「ありがとう。昨日、塾じゆくの帰りに見かけて、つい買っちゃったの」

「でもこれさー、ゲームのキャラクターじゃなかった？」

　つかさのスマホについているストラップは、『Lv99』のマスコットでもあるモンスター。

　夢の中では、あのモンスターの群れに襲おそわれ、疾斗は足を怪け我がした。怪我したところに触ふれるが、当然そこに傷はない。

　あの時はつかさも一緒にいて、恐怖に顔をこわばらせていた。だが今の彼女は、友達に困ったように笑うだけだった。恐怖など一いつ切さいない。

　彼女達に向ける笑え顔がおが心から嬉うれしいように見えないのは、ひかえめな笑顔だからか。

　つかさがその視線を一度だけこちらに向ける。

　昨日もこうして疾斗はつかさを見てしまった。そして──




「おー？」

　何も考えていないような底そこ抜ぬけに明るい大声が響く。

「今、疾斗とつーちゃん、目、合った!?　何、アイコンタクトってやつ!?」

　疾斗とつかさの視界の間に入ってきたのは、派手な頭。

　功樹がニヤニヤしながら疾斗を見てくる。

　つかさの周りの女子達が、つかさを疾斗から守るように抱だきしめ、冷たい視線とニヤニヤした笑みを向けてくる。

「はー？　つかさが嬉野なんて見るわけないじゃん？」

　抱きしめられたつかさは、焦りで顔を赤くし、疾斗に悪いと思っているのか身を縮めている。

「あの、私……そんなつもりじゃ……！」

　昨日なら、疾斗は焦って視線など合っていないと否定した。が、一言一句同じことを繰くり返す功樹に不気味さしか感じず、何も言えずに口を閉とざしていた。

「えー、でも慌あわてて逸そらしたじゃん？　あやしー」

　何も言っていないのに、功樹は疾斗が否定したかのような対応をする。

「俺は、何も言ってない──」

　疾斗が震ふるえる声でそう言っている最中に、女子の声が重なった。

「ゲームにしか興味ない嬉野くんには、つかさは高たか嶺ねの花だよねえ」

「はいはーい！　じゃあつーちゃん！　俺ともアイコンタクトしよー！」

「わ、私は……そんな……」

「おめーは画面の向こうの視し聴ちよう者と仲良くしてろ」

「ふええ、女子がいじめるよぉ……」

　蛍けい光こう色のパーカーを被かぶって、情けない泣き真ま似ねをする。

「ねー疾斗！　疾斗だってつーちゃんが可愛いから見てただけだよね!?」

　昨日はここで疾斗は怒いかりを爆ばく発はつさせ、教室を出て行った。

　怒りではなく恐怖、そして『それ』を確かめるためにきつく唇くちびるを閉ざす。




　じっ。




　教室内にいる生徒全員の視線が、一いつ斉せいに疾斗に集中した。

　無数の視線に、疾斗の全身にぞわりと鳥とり肌はだが立った。

「っ……!!」

　疾斗を見て静まり返った教室。そして疾斗に向けられていた視線は、何もいない空間を追っていく。昨日疾斗が出ていったルートだ。

「あっ！　疾斗っ！」

　功樹が引き止める気もない声を、何もいない教室の扉とびらの方向へ投げかけた。




「なあ……全員、俺をからかってんのか……!?　先生まで使って嫌いやがらせしてんのかよ！」




　震えて声を上げているのは、怒おこっているからではない。

　ここにいる全員が不気味で、恐おそろしかった。

「おい、聞けよっ!!」

　しかし疾斗の大声は、クラスの誰だれにも響いていない。

　それぞれ何事もなかったように、クラスの全員がいつもの昼休みに戻もどっていた。

　今まで疾斗をからかっていた者達は、教室の扉を見て笑っている。

「嬉野の奴やつ、あんなに怒らなくてもいいのにー」

「せっかく功樹がきっかけ作ってやってんのにねー？」

「もういいじゃん。やめとけよ。あいつはぼっちがいいんでしょ」

「いやでもやっぱさ、ぼっちはさみしいっしょ？　俺はみんなと仲良くしたいもん。大事なクラスメイトだし？」

　功樹は真ま面じ目めな顔になって、そう言っていた。するとつかさのまわりの女子達や功樹の友達も呆あきれたように笑った。

「功樹はお人ひと好よしすぎなんだってば」

　孤こ独どくな疾斗を気に懸かける功樹を、みんな好ましく思っている。だから功樹と一いつ緒しよに笑っている。

（ああ……そうやって俺をサゲて、自分をアゲてるわけだ。本気で俺と仲良くしようなんて、思ってないくせに）

　疾斗が本当に功樹の声に応こたえたら、自分をアゲる道具がなくなって、困るくせに。

　ただ、ぼっちを気に懸ける自分が好きなだけのくせに。

（だから、俺はお前が嫌きらいなんだ）

　自分でも気付かず、悪気なくそうしているのがさらにムカつく。

　──本当に疾斗が大事なクラスメイトであるなら、盾たてにして殺したりしない。

　そこまで思って、疾斗はハッとし、首を振ふった。

（いや……違ちがう、あれは、夢だ……！）

　クラスメイト達は、まるでもう疾斗がいないみたいに笑っている。

　ふとつかさを見ると、彼女は窮きゆう屈くつそうにうつむいていた。

（……何で、笑ってないんだろ）

　疾斗を気に懸けているから？　そんなはずはないだろうが、もしもそうだったら……嬉しい。そんなことを思って、疾斗は首を振る。

（こんな時に、何変な期待してんだよ、バカ！　そんな場合じゃねえだろ！）

　ここまで露ろ骨こつな嫌がらせは今までなかった。誰も疾斗に、そんな価値すら求めていないからだ。

　だけどこれは、違う。

　クラスメイトへの怒りなんて、もうなかった。疾斗の胸には、不安と胸むな騒さわぎしかない。

　和なごやかな空気が流れる。いつもの穏おだやかな昼休み。それがたまらなく気持ち悪い。

　もう耐たえられない。

　疾斗が教室を走り去ろうとして、身体からだが机に当たり、大きな音を立てて倒たおれる。しかし誰も気にも留めない。

　走りながらも、身体が震える。……怖こわい。

　誰か反応して欲しい。こんなのは嫌だ。




「そうだ……護！」




　護はあの世界でも何かを知っていた。この状じよう況きようのことも何かわかるかもしれない。護を捜さがそう。

「昨日、護は……」

　そういえば、昨日廊ろう下かの曲がり角で会った。悠弦と一緒だった。こことは反対の場所だ。踵きびすを返し、走り出す。

　走りながら何人かにぶつかったが、誰も疾斗を振り返りもしない。

「いた！　護！」

　目立つ外見の護と悠弦を見つけて駆かけ寄る。悠弦は護より先に行って、女子生徒と話している。

　疾斗は護の前に立ち、肩かたを摑つかんで歩き出すのを止めた。

「護！」

　わずかにうつむいたまま、護は小さく口を開く。

「疾斗」

　反応してくれた！

「護！　ここ、変なんだよ！　俺どうなったんだ!?　お前らは──」

「……まだ、あのゲームしてる？」

「やっぱりあのゲームが──！」

「『Lv99』だよ」

　違う。疾斗に反応したわけじゃない。

　この護も、昨日の出来事を繰くり返しているだけだ。

　どうしてだろう。こんなふうに触さわれるのに、この護は今の疾斗を見ていない。

（この護は、頼たよれないんだ……）

　疾斗は護の肩から手を放し、後あと退ずさる。

　うつむいた疾斗の耳に、護の言葉が聞こえた。

「……早く、やめた方がいい。それが疾斗のためだから」

　そう言って護は歩き出し、悠弦に呼ばれて歩き出す。その横顔は、まるで護が何か悪いことをしたように苦しげに歪ゆがんでいた。

　歩いて行く護を振り返り、ようやくその言葉の意味がわかった。

「俺の、ためって……こういうことだったのか？」

　今ならわかる。護がやめろと言った理由が。あんな気味の悪い夢──いや、こんなことになるとわかっていたなら、楽しくてもやめていた。

　この護は、今の疾斗を見ていない。しかし疾斗がこの状況に陥おちいることを案じていた。

（ってことは、護は……『Lv99』が危険だってことを、知ってたのか？　じゃあ、何で黙だまってたんだよ？　何で俺に言わないんだよ？）

「護……！　どうなってんだよ！　俺、どうなったんだよ!?」

　反応がないことは理解していたが、護に向かって叫さけぶ。

　護はいつもの温おん厚こうそうな笑え顔がおに戻り、悠弦と生徒会の話を始めていた。やはり、疾斗の存在は見えていない。




　ここにいる全員が、疾斗の昨日の行動しか見えていないのは確実だった。

　今の疾斗は、誰だれにも認にん識しきされていない。

　全身の血が引いていくのがわかった。

「何だこれ、何だよこれ……！　気持ち悪い！　何なんだよ！」

　廊下を走っていても、大声で叫んでも、誰も疾斗のことを気に留めない。

　不意に走っていた足が止まる。

（ああ、でも……いつものことかもしれない）

　疾斗が何をしていても、いつだって誰だれも気にしない。疾斗もそうしてきた。

　功樹のことをどうこう言える立場じゃない。自分のことをサゲ続け、関かかわりを持とうとしなかったくせに、今さら何を求めているんだろう。

　予よ鈴れいのチャイムが鳴り、生徒達が急いで次の授業の準備を始める。移動教室の生徒は気け怠だるげに疾斗の傍そばをすり抜ぬけていく。

　もしかしたら、これはずっと誰かと関わることから逃にげ続けていた結果なのだろうか。本当に透とう明めい人間になってしまったのだろうか。




「でも……こんなのは嫌いやだ……！」




　つかさは疾斗がゲームをしていることを知っていた。そして一いつ緒しよにゲームをしようと言ってくれた。

　護は何かを知っていて、『Lv99』から離はなれるよう、警告してくれていた。

　功樹のやり方は自分の株を上げるためだとしても、疾斗を気に懸かけていた。

　悠弦は、話したこともない疾斗を気き遣づかってくれた。

　疾斗は『いない』わけじゃなかった。

　疾斗はここにいたはずだった。だけど『今の疾斗』は、誰にも認識されていない。




　授業を開始するチャイムが鳴って、廊下には誰もいなくなる。きっと教室に戻もどっても、『昨日の疾斗』がいるから、『今の疾斗』は誰にも見えない。

　今の疾斗はこの世界では異物だった。

　あのゲームの中のような世界よりも、ずっと気持ちが悪かった。周りにいる人間全員が、まるで意思がなく、プログラム通りに動くＮＰＣだ。決まった通りに動き、決まった通りにしゃべる。こっちの言うことなんて聞こえてすらいない。

　人ひと気けのない校舎裏まで走ってきて、呼吸を整える。

「……まだ、あの世界が続いてるんだ」

　震ふるえる手で、ポケットに入ったスマホを取り出す。あのゲームの中のような世界に行ったのは、『Lv99』のアプリを起動していた時。

　緊きん張ちようと恐きよう怖ふで、せっかく整った呼吸が再び荒あらくなる。それでも、この状況を変えるには、『Lv99』を起動させるしかない。

　思い切って、アプリをタップする。

「っ……！」

　起動したゲーム画面を見て、疾斗は思わずスマホを放ほうり投げていた。

　ホログラムは出てこない。でも──




『ＹＯＵ　ＤＥＡＤ

　ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ』




　ゲームでよく見る、普ふ段だんなら何てことないゲームオーバー画面。

　血のように赤い『ＹＯＵ　ＤＥＡＤ』という文字が、アバターの疾斗の顔を塗ぬりつぶしていた。──まるで、疾斗の存在を消すように。そして胸むな元もとには同じく赤いバツ印。あの世界でゴブリンに斬きられた場所だ。

「うっ、え……！」

　恐怖とパニックが襲おそってきて、その場にうずくまった。吐はきそうだ。

　この気味の悪い現実世界と、ゲームの世界は繫つながっている。いや、ここはまだゲームの世界の延長なんだ。

　その時、死ぬ間ま際ぎわに護が言った言葉を思い出した。

　──大だい丈じよう夫ぶだよ、疾斗。死んだり、しないから。

　その通りだった。死んではいない。あのゲームの世界では死んだけど、この世界では生きている。……生きているだけ。誰にも認識されはしない。

　おそらくこの現状を変えるには、もう一度『Lv99』のアプリを確認するしかない。

　放り投げてしまったスマホを拾い上げて画面を見ると、ページ下部に目が行く。




『ＣＯＮＴＩＮＵＥ？』




　そう尋たずねる言葉の隣となりには、トパーズに似た黄色の石がある。夢の中でつけていたアミュレットの石に似ていた。

　あのゲームの世界でゴブリンに殺された後、真っ暗な意識の中で響ひびいてきた声を思い出す。

　──勇者、ハヤト。体力ゲージが０ゼロになったため、『Lv99』から強制ログアウトとなります。

　その後、何か言っていた。
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　──なお、コンテニューする場合は、スマホから石をタップしてください。




　このままコンテニューせずに明日あしたを待てば、この現実世界が元に戻るんだろうか。……どうしてか、そうは思えない。

　コンテニューを選べば、少なくともあそこの世界にいる四人には会えるような気がした。

　これ以上、この不気味な世界で一人でいるのは耐たえられない。

「……コンテニュー、するしかない」

　震える指で、コンテニューの石をタップする。




　パキンッ──




　石の割れる涼すずやかな音と同時に、視界が砂すな嵐あらしに覆おおわれ、あの声がした。




『勇者、ハヤト。コンテニュー。「Lv99」にログインします』
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　固くて冷たい床ゆかの感覚で目が覚める。そこは自室でも教室でもなく、薄うす暗ぐらい部屋。

　身を起こすと、体育館ほどの広さの部屋にいた。しかし調度品はヨーロッパ風の部屋だった。胸元にはアミュレットもあったが、黄色の石には小さなヒビが入っていた。

「戻って、きた……？」

　間ま違ちがいなく、ここはあの『Lv99』のような世界だ。

　ここに本当に四人はいるのだろうか。もしかしたらもうここにはいないかもしれないのに、戻ってきてもよかったのだろうか。不安になってきた。

「早まった、かな……。でも、ああする以外、どうしたらよかったのか……」

　とにかく誰だれかに会いたい。反応してほしい。

　立ち上がって、近くにあった部屋のドアを開ける。




　──足音。




（やば……っ！　警けい戒かいしてなかった……！）

　何も考えず、四人を捜さがすためだけにドアを開けていた。ここはもう安全な世界じゃないのに。

　もう一度扉とびらを閉めて部屋に閉じこもるか、ここから逃にげるか。

　どうするか考えながら足音のした方向を見ると、角から影かげが飛び出してきた。




「……疾斗？」




　声には驚おどろいたが、自分を呼んでいることに安心した。

　歩いてきた影は、徐じよ々じよに駆かけ足になり、こちらにやってきた。

「疾斗……」

　一いつ瞬しゆん見えた護の表情は安心していた。しかし我に返ったようにハッとして、すぐに冷たい目に戻もどる。

「戻ってきたんだ。バカだね。また死ぬかもしれないのに」

　護の声も言葉も視線も、すべてが冷たく突つき放すようだった。それでも、会話ができることに、足から力が抜ぬけて座りこむほどにホッとした。

（よかった……）

「……あんな世界に、いられるかよ」

　護は馬ば鹿かにするか、また突き放すかと思ったが、返ってきたのは意外な言葉だった。

「まあ……そうだよね」

　顔を上げると、護は居い心ごこ地ちが悪そうに疾斗から目を逸そらしていた。

　護は、あの現実世界に似た不気味な世界を知っている気がした。

「護……お前、何か知ってるんだろ？　話してくれよ。もうあんなふうに死ぬのは嫌いやだ」

　疾斗がそう言うと、護が何かを堪こらえるように拳こぶしを握にぎったのを見た。その時。




「疾斗くんっ!?」




　つかさは駆け寄ってくると、疾斗のそばにぺたりとへたりこむ。

「よかった、生きててくれて……戻ってきてくれて……っ！　正道くんが、疾斗くんは戻ってくるかはわからないけど、生きてるからって言ってて、でもやっぱり確かめないと、わからなくて……！」

　そう言いながら、つかさの目に涙なみだが滲にじんでくる。心配してくれていたみたいだ。こんな時なのに、嬉うれしいなんて思ってしまう。

「あっ……でも、戻ってきて、よかったの……？」

　つかさは不安そうな目をこちらに向ける。このゲームのような世界と、現実世界に似た昨日を繰くり返す世界。

　どっちの悪夢がマシか、天てん秤びんにかけて、こっちの方がマシだっただけ……とは言いにくく、疾斗が黙だまっていると、二人分の足音が聞こえてきた。

　功樹と、その少し後ろから悠弦がこちらへ向かってくる。全員無事だったようだ。

「疾斗……!?　本当に生きてた!?」

「……勝手に殺すな。ちゃんと生きてるよ」

「そ、そうだよな……！」

　功樹は少しばかり笑えみを浮うかべ、心底ホッとしていた。自分が盾たてにした人間が生きていれば安心もするだろう。

「違ちがうだろ、功樹」

「うっ……！　は、はい……」

　悠弦に厳しく窘たしなめられ、そのうえ護に睨にらまれて、お調子者の功樹もさすがに全身を強こわ張ばらせた。

　功樹はそのまま口を開きかけたが、護が周囲を見回し、何か危険を察知したのか、「その部屋に入ろう」と、押し込まれるようにして部屋に入った。

「な、何かいんの？」

「いないよ。でも廊ろう下かは見晴らしがよすぎるから。……それより、疾斗に言うことがあるんじゃないの」

　護に冷たい目と声で促うながされ、功樹は強張らせた顔のまま、疾斗の前に立った。

「疾斗……あの、俺……」

　初めて、功樹が真しん剣けんな表情で疾斗を見つめてきた。そしてその派手な頭を下げる。驚きのあまり、疾斗は目をぱちくりさせる。

「ごめん！　本当に、ごめん！　謝って済むわけないけど、俺、あの時パニクってて……！」

　あの時、功樹は自身の言う通り完全にパニックに陥おちいっていた。死にたくないと思うのも当然だ。疾斗も功樹の立場ならどうしていたかわからない。

（盾にされるんじゃなくて、身を挺ていして守れてたら、格かつ好こ良かったのかな……）

　きっと正義の味方や勇者なら、そうするのかもしれないと、ぼんやりとそんなことを思ってしまう。だが生あい憎にく、疾斗は普ふ通つうの……いや、普通どころかスクールカースト底辺の高校生で、功樹はスクールカーストの頂点。功樹をよく思っていないのもある。

「正直、許せるかって言われると、わかんねえけど……」

　疾斗が口を開くと、彼はびくっと肩かたを震ふるわせた。怯おびえたような功樹の様子を見ると、強く出る気が失うせてくる。

「状じよう況きようが状況だし、今は問い詰つめない」

「うん……ごめん……ありがとう」

　殊しゆ勝しように謝って、功樹は顔を上げる。その時、それまで黙っていた護が冷たい声を発した。

「疾斗は君を許したわけじゃない。……一度疾斗を殺したってこと、忘れるなよ」

「わ、わかってるよ……！」

　護の剝むき出しの冷たい怒いかりに、功樹は飛び上がって怯えた。そこでこの功樹の反省具合の理由がわかった。

（散々怒おこられた後か。つーかお前がそこまで怒ると俺が怒れねえんだっての……）

　疾斗がそう思っていると、ぽんと背中を叩たたかれた。振ふり返ると、にこやかな悠弦の顔があった。

「本当に、戻ってきてくれてよかった。みんな心配してたんだよ」

　あんな死に方をすれば当然だが、つかさも功樹も悠弦も……おそらくは護も、本当に心配してくれたようだ。

「ところで、護。君もこの世界での死を経験したような口ぶりだけど……君はどこまで、この世界のことを知ってるんだ？」

　悠弦の疑問に、護は白いアミュレットを握りしめた。真新しい疾斗達のアミュレットとは違い、たくさんの傷が目立つ。

「僕は……この世界を経験するのは初めてじゃないんです。この世界でモンスターに殺されたことも、このゲームをクリアしたこともあります」

「ゲームの内容がわかってたなら、何でまた、こんなゲームに参加したんだよ？」

　疾斗の問いかけに、護はアミュレットを握る手に力を込め、ためらうような間を空けて答えた。

「……魔ま王おうを倒たおすのが、僕の役目だから。それ以上は答えられない」

　冷たく固い、氷のような声。それ以上の追つい及きゆうは無む駄だだと思わされた。

「じゃあさ……あのアナウンスの言葉って、マジなの？」

　功樹の怯えたような声に、護は頷うなずく。

「ラスボスを探し出して倒すまで、この世界からは出られない。それは確かだよ。まぁ、この世界で死ねば元の世界には戻もどれるけど」

　護が疾斗を見る。護のその目は、疾斗が現実世界で見てきたものを知っている気がした。

　いや、護は確実に、疾斗が見てきたものを知っている。

「何だよ……じゃあ、もう死んでゲームオーバーになっちゃった方がいいんじゃん！」

「功樹。そんなに簡単な話じゃないみたいだよ」

　短たん絡らく的に考える功樹とは違い、悠弦は冷静だ。疾斗の顔を見て、何かを察していた。つかさも心配そうに疾斗を見つめてくる。

「疾斗くん……何があったの？　ここに、戻らなきゃいけないようなこと……？」

　護以外の三人の視線が疾斗に集まる。ここで死んだらどうなるのか、三人の視線が尋たずねてくる。

「元の世界には戻れたよ」

「ならやっぱ──」

「でも、昨日の出来事を全部繰り返すだけだった。俺以外の全員が、俺が何をしても俺を認にん識しきしなかった。ただ淡たん々たんと昨日と同じ行動を繰り返すだけの人形みたいになってて……」

　思い出してゾッとする。疾斗が叫さけんでもぶつかっても、誰だれも何も反応しない、自分だけが異質で、異物なのだと実感してしまう世界。

「こっちの世界も嫌いやだったけど……あんなとこに一人でいたら、おかしくなりそうだったんだ。こっちの方がマシだって思えた」

　疾斗の様子を見て、つかさと功樹は不安そうな顔をしたが、悠弦は相変わらず冷静だった。

「魔王を探して倒す。それがこの世界を出る唯ゆい一いつの方法なんだね、護？」

「そうです。でもわかったでしょう？　ゲームと違って、ここでは一いち撃げきも致ち命めい傷しよう。簡単に戦えないって」

「確かに。だけど、君一人でどうにかなるものじゃないだろう」

「いいえ。言ったでしょう、僕はこの世界は初めてじゃないんです。少なくともこの中では、僕が一番戦いの心得がある。はっきり言うと、全員邪じや魔まなんです。守ってる余よ裕ゆうもない。だから僕の邪魔をせず、隠かくれていてほしいんです」

　疾斗は護が噓うそを言っているようには思えなかったが、悠弦は食い下がる。

「本当にそうか？　君一人で戦えるのなら、君だけを呼べばいい。俺達にもいちおう、役割はあるんじゃないかな？」

「ありません」

　護がきっぱりと冷たい声で言うと、悠弦も切れ長の目で護を見み据すえる。悠弦から優やさしい表情が消えると、護以上に冷たく見える。




「……て、てか悠弦先せん輩ぱい、ゲームするんスね。超ちよう頭良いのに。すげえ意外！」

　張り詰めた空気に耐たえられなくなったのか、功樹が無駄に明るい声でそう言った。

　功樹の声で、悠弦は目を伏ふせて護から視線を外し、表情をゆるめてこちらに優しく笑いかけてきた。

「ははっ。俺はみんなが思ってるほど真ま面じ目めじゃないからね。功樹がやってるのが面おも白しろそうでさ。『Lv99』はレベル99になるぐらいだし。こんなことになるとは予想外だったけど」

　それで全国模試上位なら、この人は相当地頭が良いってことなんじゃないか。




　場の空気が少しゆるみ、萎い縮しゆくしていたつかさが口を開いた。

「そ、そういえば、疾斗くんには聞いたんだけど、正道くんも観崎くんも、土方先せん輩ぱいも、やっぱりレベル99になって、新しいクエストを選んで、ここに来たんですか……？」

「俺も功樹でいいよ、つーちゃん。てかいつの間に疾斗って呼ぶようになったの？」

　ニヤッと笑った功樹の顔が疾斗を見るが、疾斗はそれを黙もく殺さつした。反応したら負けだ。

「じゃあ、みんな名前で呼ぶことにしよう。咄とつ嗟さの時はその方が反応しやすい。俺のことも悠弦でいいよ。よろしくね、疾斗、つかさ」

　疾斗とつかさに向かって、悠弦は優しくそう言った。生徒会でいっしょの護はもちろん、功樹も以前からの付き合いのようだ。いきなり呼び捨てにされてもあまり抵てい抗こうがないのは、悠弦の人ひと柄がらゆえか。

「えっと、じゃあ、護くんと功樹くんと、悠弦先輩も、レベルが99になって？」

　律りち儀ぎに呼び直して、つかさは話を戻した。

「あ、そうそう！　新しいクエストを開始するかってとこで、ＹＥＳを選んだら、バグったってか、目の前がザーッてなって、いつの間にかここに……」

「ああ、俺も同じだね。君達もかい？」

　疾斗とつかさも頷いた。

　悠弦は護にも視線をやったが、護は答えずに口を閉とざしている。しかし五人中四人が同じ状況でこの世界に現れている。護も同じなのだろう。

（こいつ、俺にやめろって言っておきながら、やってたんだ）

　そこに面白くない気持ちはあるが、護はこうなるとわかっていたようだ。なのに容易じゃないレベリングをしていたっていうんだろうか。

　護は本当に、ただただゲームを楽しんでいたのだろうか。

　一年前から一いつ切さいのゲームをしなくなり、勉強に生徒会、そして剣けん道どうにのめり込んでいたはずなのに。

「じゃあここに招かれる条件は、『Lv99』でレベルが99になったプレイヤー、かな？」

「……そういうことですね」

　悠弦の言葉に他人ひと事ごとのように答え、護は入ってきたドアに向かっていった。

「あれ、護、どっか行くの？」

「僕は君達と協力する気はない。充じゆう分ぶん忠告はしたから、もう行くよ」

「おい、護……！　ちょっと待てよ！」

　疾斗が引き止めようとしたが、その前に護の足が止まった。護はドアを開けずに、その場で固まっている。

　その時、疾斗は護の前のドアに模様が刻まれていることに気付いた。一つの団子に串くしが刺ささっているような、シンプルな模様。

（あんなの、さっきあったっけ……？）

　部屋を見回すと、部屋には壁かべ四面に二つずつ、ドアが八つある。その八つのドアすべてに模様があった。

「あれ？　どしたん護？　やっぱ一人じゃさみしくなっちゃった？」

「……やられた」

　功樹のからかうような声を無視し、護はアミュレットから剣けんを出して再びこちらを振ふり返った。その真しん剣けんな表情と右手に持つ剣を見て、その場に緊きん張ちようが走る。




　ビーッ！　ビーッ！




「えっ!?　な、なになになに!?」

　不安を煽あおる明らかな警告音が響ひびき渡わたり、功樹が悲鳴にも似た大声を上げた。




　ピコン。




　スマホから通知音がして、全員がスマホを取り出す。ホログラムに映し出された文字を、音声が読み上げる。




『クエスト【もっとも美しい部屋】をスタートします。襲おそいかかるモンスターを倒たおしながら、この部屋から脱だつ出しゆつしてください。正解のドアは一つだけです』




　読み上げられた音声に、つかさがびくっと身を強こわ張ばらせる。

「お、襲ってくる、って……どこから……？」

「わからない」

　全員があたりを見回す。窓はないので、どのドアから出てくるか警けい戒かいする。いや、律儀にドアから来るとは限らないのではないか。

　ふと疾斗が足元を見ると、鋭するどい突とつ起きのようなものが床ゆかから出ていた。それはどんどん伸のびてきて、鱗うろこのようなものが見えた。そこからは一いつ瞬しゆんで、飛び上がるようにして翼つばさの生えた大きなドラゴンが床から出てきて咆ほう哮こうを上げた。

「し、下からって、そんなんありかよーっ!?」

　おそらく全員の心境を代表し、功樹が大声で叫さけんだ。































　広さも高さもある部屋とはいえ、現れたドラゴンは象ほどの大きさがある。鋭い牙きばや爪つめはもちろん、暴れられただけで致ち命めい傷しようを負う。

「急いでどこかに逃にげないと……！　功樹、そこのドアを開けろ！」

「は、はい！」

　悠弦の声に、即そく座ざに功樹が近くのドアに走った。あたりを警戒していた護が功樹の行動に気付き、ドラゴンに応戦しながら大声を上げる。

「開けるなっ！」

「……え？」

　護が声を上げた時には、功樹はドアを開いていた。その瞬しゆん間かん、ドアの隙すき間まからカタカタと音がして、無数の骨の手がドアを摑つかんだ。

「ひっ……ぎゃあああああ！」

　一気に顔を真っ青にした功樹が飛び退すさると、一いつ斉せいに骸がい骨こつが飛び出してきた。空っぽなはずの眼がん窩かの片方には、目の代わりに核かくである石が埋うめ込まれている。

　その数と独りでに動く骸骨にぞわりと鳥とり肌はだが立った。

　疾斗がどうすればいいか迷っている間に、何発もの銃じゆう声せいがした。狙ねらいは見事にすべてが骸骨の眼窩にある核を撃うち抜ぬいており、動く骸骨はバラバラに解体されて床に転がり、光の粒つぶになって悠弦のアミュレットに吸収されていく。

「功樹、無事か!?」

　悠弦が尻しり餅もちをついた功樹の肩かたを摑んだ。骸骨の小さな残ざん骸がいを頭にパラパラと受けていた功樹が、涙なみだ目めで悠弦を見上げる。

「せ……先せん輩ぱい～！　ありがとうございます！　マジかっけえええ……！」

「いや、いいんだ。俺も、不用意だった」

　功樹に答えつつ、悠弦は骸骨が出てきた扉とびらをじっと見つめていた。何かあるのかと近づいた疾斗の目に、悠弦の口角が、わずかに上がっているのが見えた。

（え。笑って、る……？　この状じよう況きようで？）

「悠弦先輩？　どうしたんスか？」

　言葉を止めた悠弦を、功樹が不思議そうに見上げていた。功樹には悠弦の笑えみは見えなかったようだ。悠弦がこちらを振り返った時には、その笑みは消えていた。

「いや、何でもないよ。功樹が無事ならよかった。──護、そっちは平気か!?」

（そうだ、護は……！）

　護に視線を戻もどす前に、ドッと何か重いものが落ちる音がした。護が剣でドラゴンの胸の核を叩たたき割ったところだった。ドラゴンはもう動かず、光になって消える。

「今のドラゴンが魔ま王おう……なんてことはないのか？」

「魔王はドラゴンじゃないし……魔王は、この世界には一人しかいないよ」

　護の言葉に疾斗は違い和わ感かんを持つ。だがその違和感に気付く前に、護が功樹を見て、疾斗達全員に言った。

「不用意にドアを開けると、何らかの罠わなが発動するようになってるんだと思う。たぶん、正しいドアを開けないとこの部屋からは出られない」

「さっき俺はそこのドアから普ふ通つうに廊ろう下かに出られたし、全員入ってこられただろ……？」

「入ってきた時とドアが変わってたから、開けるのをやめたんだ」

　護の言葉は確かに経験者のようだった。こういう罠も初めてではないのだろう。

「あの、悠弦先輩？　どうかされました？」

　つかさのそんな声がしてそちらを見ると、悠弦がじっと自分の銃じゆうを見つめていた。

「いや……銃の命中率が異常だと思ってね。俺は銃を持ったことすらないのに」

　悠弦の考えはもっともだった。その腕うで前まえが初心者とは思えない。不意につかさが小さく手を挙げて悠弦を見た。

「あの、この考え、現実的じゃないかもしれないですけど……」

「この世界がすでに現実的じゃないんだ。どんなことでも言ってみて」

　悠弦の優やさしい声に押されて、つかさはうなずいて口を開く。

「ゲームの……『Lv99』でのスキルが受け継つがれている、と考えれば、先輩が武器を扱あつかえる理由になるんじゃ……ないかなって……」

　つかさは言いながら自信がなくなっていったようだが、悠弦は少し考えてからすぐにうなずき、護を見た。

「確かにそうだね。どうだい、護？」

「………………」

　護は剣けんを握にぎりしめ、唇くちびるをきつく引き結んで答えない。それが答えになっていた。

　疾斗達も、武器を使える。その事実を知られたくなかったのか、護は悔くやしそうに目を細めていた。が、不意にその目を見開く。

「みんな下がれ！」

　床の一部が水面みなものように揺ゆれ、羽ばたきと共にまたもドラゴンが現れた。

「うえええ!?　もしかしてここ、無限湧わき!?」




　パンッ！　パンッ！　パンッ！




　悠弦の銃じゆう弾だんが、今度はドラゴンの両りよう翼よくと右目を撃ち抜いていた。ドラゴンが翼つばさと右目から黒い血液の飛沫しぶきと絶ぜつ叫きようを上げる。銃の腕前が確かなことはたった今わかったところだ。なら、核を狙えば動きを止められるのに。

　疾斗は横目で悠弦を見た。

「なるほど。確かに俺の狙い通りだ」

　感心した言葉を発する悠弦の口元が吊つり上がる。

（ミスったんじゃない。わざと、あんなふうに撃ったのか、この人？）

　自分の腕うでを確かく認にんするためだけに、まるで翼をもぐように、視界を潰つぶすように。たとえモンスターとはいえ、残ざん忍にんな方法で？

　身体からだの芯しんに、ぞくりと冷たい恐きよう怖ふが走る。

　不意に悠弦の切れ長の目が疾斗を一いち瞥べつした。疾斗の身体は思わずびくっと震ふるえた。が、悠弦は安心させるように疾斗に笑いかけてきた。今の残忍な笑みは見み間ま違ちがいだったのかと思えるほど、優しくて頼たよりになる笑みだった。

「無限湧きなら、下手に倒たおさないほうがいい。これで動きは鈍にぶくなるはずだ。早くこの部屋から出ないと危険だな」

「部屋から出るったって……！　ひいっ！」

　ドラゴンの長いしっぽが功樹の方へ飛んだが、護がそのしっぽを剣で弾はじき返し、ドラゴンを睨にらんだまま、疾斗達に叫さけぶ。

「マップでこの部屋を見れば、何かわかるかもしれない！　スマホを使え！」

「わ、わかった！」

　護の言葉に答え、疾斗はスマホを起動させる。操作は勘かんだが、ゲームと同じだろう。

　ホログラムが浮うかび上がり、自分のステータスが表示された。ステータス画面に触ふれ、ゲームの操作と同じように右にスワイプすると、この階のマップが浮かんだ。




　自分達がいる部屋は点てん滅めつしており、ドアと同じ模様がある。

　入ってきたドアと功樹が開けたドアは、長い廊下と接している。他四つのドアは大きな広間に続いていた。残りのドアは二つに区切られた部屋に続き、さらにその一方は何かの準備室のように細かく部屋が分かれていた。




　疾斗の隣となりでこの部屋の見取り図を見つめていたつかさが、ふと口を開く。

「この図形……見たことあるような気がする」

「つーちゃんマジ!?　いける!?」

「で、でも、何だったか、思い出せなくて……！」

「頼たのむから思い出してー！」

　功樹の大声でただでさえ焦あせっているつかさが、さらに焦る。彼女の様子を見て、疾斗は思わず功樹を睨んでいた。

「うるせえ。何も考えられねえなら、黙だまってろよ」

「は？　何も思いついてねえのは、疾斗も一いつ緒しよだろ！」

　功樹も焦り、苛いら立だっているのだろう。疾斗の言葉に嚙かみついてきた。

[image: ]

「大だい丈じよう夫ぶだよつかさ。落ち着いて考えて。──二人もちょっと落ち着け」

　悠弦が疾斗と功樹の肩を叩き、護を振ふり返って目を細めた。

「苦戦してるな……。俺は護を援えん護ごするから、君達は考え続けて」

　そう言いながら、悠弦は護の援護に回った。その際、一いつ瞬しゆんだけ彼が笑った気がした。

　戦いたくて仕方がない──そんなふうに見えるのは、疾斗の気のせいだろうか。




「もっとも美しい部屋……」

　じっと地図を見ていたつかさがクエスト名を呟つぶやき、不意にパッと顔を明るくした。

「黄金比、かも……！　人が物を見るとき、一番綺き麗れいに見える比率なの。この部屋と、隣の小さな部屋を合わせると、その図形になる……と思う」

「でかしたつーちゃん！　で、どのドア!?」

　功樹が嬉うれしそうな声を上げたが、つかさは泣きそうな顔で功樹を見上げた。

「ご、ごめんなさい。でも、どっちの部屋に入ればいいのかまでは……」

「ＯＫ！　そっからは天才に任せよ！　せんぱーい！」

「あっ、バカ……！」

　大声で悠弦を呼んだ功樹の肩かたを疾斗が摑つかむが、もう遅おそい。ドラゴンの残った左目がこちらに──正確には、功樹に向いた。

　翼をはためかせ、護の斬ざん撃げきと悠弦の銃弾をすり抜ぬけ、ドラゴンがこちらに向かってくる。

「功樹！　斧おのを出せ！」

　護の大声が響ひびき渡わたり、パニック寸前だった功樹はアミュレットに手を伸のばし、斧を出現させた。

「うわあああああ！」

　功樹は涙なみだ目めで叫びながら、自分の斧を振り上げる。斧はドラゴンの腕に当たった。

　次の瞬しゆん間かん、疾斗の方に何かが飛んでくる。それは斧で切断されたドラゴンの腕だった。

「っ……！」

「ぎゃああああっ！　血！　血がー！　俺の服に！」

　疾斗が悲鳴を上げる前に、功樹が大声で叫んでいた。功樹の蛍けい光こう色のパーカーが、ドラゴンの血で赤く染まっている。

　パニックで半泣きになっていた功樹だったが、ふと自分の持っている斧を見下ろした。

「あれ？　てか、俺、斧使えた……？　やっべー！　俺、斧使える！　って、ぎゃー！　だからってこっち来るなよーっ！」

「功樹！　こっちに走れ！　先せん輩ぱい、今のうちに疾斗達を手伝ってください！」

　護の声に、功樹ががむしゃらに走り、悠弦が入れ替かわるように疾斗とつかさの許もとへ戻もどってきた。

　つかさが隣の部屋と黄金比であることを告げると、悠弦は表情を明るくしたが、すぐにその怜れい悧りな瞳ひとみを悔しげに細めた。

「なるほど黄金比か。つまりドアのあの文字はΦフアイか！　あれがヒントだったのに、どうして気付かなかったんだ」

「な、何言ってるかさっぱりですけど……先輩はわかるんですね」

「ああ。一対一・六一八の比率……まぁ、細かいことは置いておこう。とにかく、この部屋と隣の小さな部屋七個を合わせると、その図形になるんだ。これならこの黄金螺ら旋せんの順で行けば、正解なんじゃないかな」

　悠弦は地図上に指でくるりと、倒たおれたヘ音記号のような螺旋を描えがくと、ホログラムにも反映された。この部屋から次に大きな部屋、次に大きな部屋という順で抜ければいいようだ。

「だけど、今はあのドラゴンを倒さないと何ともならないね」

　悠弦が振り返り、銃じゆうを構えたのを見て、疾斗もアミュレットを見下ろす。手を翳かざすと、柄つかが現れ、それを片手で握にぎりしめる。扱あつかえる。

　とにかく今はドラゴンを倒さなければいけない。疾斗もドラゴンに向かいながら、護と功樹に叫ぶ。

「護！　功樹！　わかったぞ！」

「マジ!?　さっすが悠弦先せん輩ぱいっ！」

　功樹が嬉しそうな声を上げたが、斧は空ぶっている。疾斗の方にはドラゴンの長いしっぽが向かってきた。

「このっ……！」

　剣けん道どうの構えなんて忘れてしまったが、剣は疾斗の思った通りに動き、ドラゴンのしっぽを切断した。上う手まくいったと思った瞬間、しっぽが戻ってきて、疾斗の腹に叩たたき込まれる。

「ぐっ……！」

　致ち命めい傷しようというほどではないが、息が詰つまり、その場で動けなくなった。

「疾斗！」

　護がまずいと告げてくる。護の剣も功樹の斧もここまで届かない。悠弦の銃じゆう弾だんならと思ったが、その前に別の音が疾斗の耳に聞こえてきた。




　──ヒュッ！




　風を切る一瞬の高い音と、強い風が疾斗の耳元を通りすぎる。直後、ドラゴンが絶ぜつ叫きようを上げていた。そして床ゆかからズン、と震しん動どうを感じた。

　顔を上げると、護がドラゴンの胸にあった核かくを壊こわしていた。ドラゴンの額には、赤い矢が突つき刺ささっている。




「当たっ、た……？」




　ぽつりと、驚おどろいたような声が聞こえた。矢が飛んできた方を見ると、つかさが弓を構えてこちらを見つめていた。

　そういえば、ゲームの中の彼女の矢の狙ねらいは完かん璧ぺきだった。ゲームの中のスキルが反映されているなら、彼女は百発百中ぐらいの命中率なんじゃないか。

　ドラゴンは光の粒つぶになって消えていく。それを見て疾斗がホッとしてため息を零こぼすと、つかさが駆かけ寄ってきた。

「疾斗くん、大丈夫!?」

「あ、うん。……その、助かった。ありが──」

「つーちゃんすっげえ命中率！」

（こいつ……！）

　大声に遮さえぎられ、疾斗は功樹を睨にらむが、功樹は目を輝かがやかせてつかさを見つめていた。悪気はなく、純じゆん粋すいに感動しているらしい。そういえば、疾斗もつかさとゲームをした時はその命中率に感かん嘆たんしたんだった。




　護は悠弦から黄金比の説明を聞いて納なつ得とくしたようだ。つかさを振ふり返り、礼を言った。

「ありがとう、日廻さん。気付いてくれて」

「えっ、あ、ううん。私は本当に、気付いただけだから……」

　礼を言ってはいるが、護の表情は冷たいままで、つかさからはすぐに視線を逸そらした。つかさは怯おびえたのか気まずいのか、うつむいてしまった。

「よし、今のうちに行こう。新しいドラゴンが来てからじゃ厄やつ介かいだ」

「ほ、本当にそのドアで大だい丈じよう夫ぶなんスよね？　さっきみたいになりません？」

　一度失敗しているからか、功樹は遠い位置から、ドアを開けようとする悠弦に言う。

「絶対に大丈夫、とは言えないな。誰だれかドアを開けてくれるか？　開けるだけでいい。もし何かが出てきた場合、俺が銃で迎げい撃げきできるように構えておくから」

「僕が──」

　護が歩き出そうとしたが、疾斗は彼より先にドアに駆け寄り、ドアノブを摑つかんだ。

　護はドラゴンとの持久戦で疲ひ弊へいしている。つかさと功樹が怯えているのなら、その役目は疾斗がすべきだと思った。

（俺だけ何もしてねえんだ。このぐらい、やらないと。それに……先輩の様子……）

　悠弦を見ると、真しん剣けんな表情をドアに向けつつも、疾斗を安心させるように笑ってうなずいた。その表情は頼たよりになる先輩のものだった。今の頼たのもしい悠弦の微笑ほほえみからは、この状じよう況きようを楽しみ、残ざん忍にんに笑うようにはとても見えない。

（俺の見み間ま違ちがい、だよな……？　楽しんでたら、先輩だって危ない目に遭あうわけだし……）

「疾斗。ドアの向こうからは、何か聞こえる？」

　そう言われてハッとし、ドアに耳を付けてみるが、何も聞こえない。

「いえ、何も……」

「じゃあ、三つ数えるから、一気に開けて。その方が状況を把は握あくしやすい。気をつけて」

　疾斗はもう一度ドアノブを握り直し、悠弦にうなずいた。

「三……二……一！」

　一気にドアを引いて手を放すと、あっさり開いた。何かが出てくるかと全員が構えたが、何も来ない。悠弦がゆっくりと部屋に足を踏ふみ入れ、銃を構えながら様子を見る。

「何もいないみたいだ」

「じゃあ、やっぱ正解なんスね!?」

「そうだね。でも……」

　言い淀よどむ悠弦に、疾斗が声を掛かける。

「何か、心配事ですか？」

「あの地図通りに行って、本当に脱だつ出しゆつできるのか、と思ってね」

　確かに、あの地図通りに行ったら罠わな、ということも考えられる。身を固めた疾斗達の前で、護が次の部屋に足を踏み入れながら言った。

「脱出ならできますよ。ここはゲームの世界ですから、困難を乗り切った分の報ほう酬しゆうがなくちゃいけない。もたもたしているとここにもドラゴンが湧わくかもしれない。僕は先に行く」

「ま、待って護くん！　一人じゃ危ないよ。いっしょに行こう？」

　歩き出した護の服の袖そでを咄とつ嗟さにつかさが摑んだ。

「断る。僕の戦力を期待してるなら、やめて」

「そうじゃなくて、護くんが──」

「心配も必要ない。放して。……君の顔、見たくないんだ」

　突き放すように言って、護はつかさの手を振り払はらった。それを見た瞬しゆん間かん、疾斗の手が護の胸むなぐらを摑んでいた。

「お前、いい加減にしろよ！　一人でどうにかなる状況じゃないだろ！　今だって──」

「僕は君達に巻き込まれただけだ」

「護！」

「……疾斗に、何がわかるんだよっ！」

　一度激げつ昂こうし、護は我に返って冷たい表情を取り戻もどす。

（やっぱり、この顔は取り繕つくろってる）

　疾斗の手を乱暴に振り払い、護は背を向けた。

「離はなして。僕は一人で戦う。これが初めてじゃないんだ。また同じようにやれる。……僕がやらなきゃいけないんだ」

　疾斗ではなく、自分に言い聞かせるように言って、護は地図上の黄金螺ら旋せんに則のつとって左側のドアを開く。そしてあっさり部屋に入り、ドアを閉めてしまった。

「護くん、一人で大丈夫かな……？」

　心配するつかさの隣となりで、功樹が不満そうな声を上げた。

「どうせ一人では無理だってわかって、俺達に助けを求めにくるんじゃねー？　今だって、あいつ一人じゃこの部屋から出られもしなかったじゃん」

　うつむいてしまったつかさの肩かたを叩たたきながら、悠弦が優やさしく声をかける。

「もし護が戻ってきたら、一いつ緒しよに戦えばいいだけだ。とにかく今は、ここから出よう」

　護が先に向かったドアを開くが、護の姿はなかった。

　その後も警けい戒かいしつつ、狭せまい部屋へと移動していく。六回目の扉とびらを開くと、上下に続く螺旋階段に出た。あたりを見回してみても、護はいなかった。




　ピコン。




　螺旋階段の中で、スマホの通知音が大きく響ひびく。スマホを見ると、音声がホログラムの文字を読み上げる。




『クエスト【もっとも美しい部屋】クリア、おめでとうございます。報酬をお受け取りください』




「報酬？　って、この宝箱のことか？」

　全員が目の前のホログラムに現れた宝箱に触ふれると、宝箱が開き、中から地図のようなものが広がった。

「これって……この敷しき地ち全体の地図？」

　建物全体だけでなく、先ほど疾斗とつかさが向かった凱がい旋せん門もんや、教会のようなところもある。地図の端はしには、西洋の神しん殿でんのようなものが描えがかれていた。

　部屋の一つをタップすると、詳くわしい部屋の見取り図が現れた。

「これで少しは探たん索さくしやすくなったね」

　部屋を一つ一つ見ながら、悠弦がこちらに笑いかけた。

　螺旋階段に気配がないか窺うかがってから、疾斗は悠弦を振り返る。

「先せん輩ぱい。上と下、どっち行きます？」

「うえー、ちょっと休まね？」

　気の抜ぬけた声と共に、功樹が階段に座りこむ。

「こんなところで休んでたら危険だろ」

「でもさー、つーちゃんも疲つかれたんじゃね？」

「えっ？　ええと……私はへい、き……？」

　功樹に言われて緊きん張ちようの糸が切れたのか、強こわ張ばっていたつかさの顔がふっとゆるみ、ぺたんとその場に座りこんでしまった。

「ちょ、つーちゃん、大だい丈じよう夫ぶかよ!?」

「ご、ごめんなさい……っ！　あの、ホッとしたら、気がゆるんじゃって……」

　疾斗と功樹が駆かけ寄ると、顔を真っ赤にしたつかさはかすかに震ふるえていた。そんなつかさの肩に、悠弦が制服の上着を掛けた。

「え、あの、先輩、悪いです……っ。それに、ここは危ないですし早く移動を……！」

　慌あわてて立ち上がろうとするつかさの肩を、悠弦がそっと押さえる。

「大丈夫。ここなら狭いから何かが来ても対処しやすいだろう。下手に部屋に入っても、さっきみたいなことになるかもしれないしね。ここで少し、これからのことを考えがてら休もう。それは羽織っておきなさい。先輩からの命令だよ」

「ありがとう、ございます……」

　つかさが安心した表情で悠弦に頭を下げた。

　下心の一いつ切さい感じられない悠弦の気配りに、疾斗は功樹といっしょに感かん嘆たんのため息を吐ついてしまった。完かん璧ぺきすぎて、対たい抗こう心すら出てこない。

「何かもー、先輩、ずるいッス。俺惚ほれちゃいそう」

「別に構わないけど、その気持ちには応こたえられないなぁ」

「えー、やだぁ。もしかして先輩、彼女とかいるんですかぁ？」

　きゃぴきゃぴした声と上うわ目め遣づかいで悠弦を見る功樹に、疾斗はぼそりと呟つぶやく。

「……気持ち悪い」

「ははは。確かに今のは気持ち悪かったな」

「先輩まで!?　何だよ場を和なごませようと思ったのにー！　あ！　そういやさ！」

　功樹はどこかわくわくした視線をつかさに向けて、にまっと笑った。

「つーちゃんって、護のこと好きなの？」

　功樹の突とつ然ぜんの言葉に、疾斗の心臓が跳はねる。

（やっぱ、そうなの……か？　そうだよな、あいつなら、仕方ないよな……）

　しかしつかさは首と手を振ふって慌てて否定した。

「え……ええ!?　ち、違ちがうよ!?　どうして、そんな……」

「だってさっきすっげえ心配してたじゃん？」

「あれは……友達として、で……。心配だけど、そういうのじゃないよ」

　自分で言いながらも、つかさの顔はくもっている。友達、と言えるほど、護とつかさは仲がよかっただろうか。疾斗が知らないだけなのか。しかし、二人でいるところなど見たことがない。……隠かくしているのか。

「えー、そっかー。でもさでもさ、護はつーちゃんのこと好きなんじゃね？」

「え？　ううん、そんなはずないよ」

　つかさは照れるそぶりも見せず、即そく座ざに当然の顔で否定して、顔をうつむかせた。

「護くんは、私のこと嫌きらいだと思う。さっきも、顔見たくないって言われちゃったし」

「そういうわけじゃ、ないと思う」

　その言葉が自分の口から出たことに、疾斗が一番驚おどろいた。どうしてこんなことを言ってしまったんだろう。護が誤解されようと、どうでもいいのに。視線が集中し、疾斗はしぶしぶ言葉を続ける。

「あいつが誰だれかを嫌うって、なかなかないから。……気にしなくていいよ」

「……ありがとう」

　ホッとしたようなつかさの笑えみに、疾斗は慌てて彼女から顔を逸そらした。




「──さて。俺達は俺達で魔ま王おうを探し出して倒たおす手立てを見つけないとね」

　それまでこちらを見守るように微笑ほほえんでいた悠弦が、話を本題に戻もどし、居い心ごこ地ちの悪くなった疾斗はすぐに彼に反応した。

「探すと言っても……手がかりも何もないんですが」

　疾斗がホログラムのマップを出して見てみるが、何も目印などはない。

「そうだね。まずは手がかりを探すところから、かな」

　そう言って悠弦もマップを出して操作し、外観を全員に見せた。

「ここは十八世紀あたりのヨーロッパの城をイメージしたダンジョンみたいだな。門はパリの凱旋門みたいだし、小さいサグラダ・ファミリアみたいなものも外にあったし……」

「それって、百年経たってもまだ完成してないっていう教会……でしたっけ？」

　うろ覚えだったが、合っていたらしい。疾斗の言葉に悠弦がうなずいた。

　つかさも首を傾かしげる。

「どういう基準なんでしょう？　サグラダ・ファミリアは、パリじゃなくてスペインでしたよね？」

「国はあまり関係ないのかもね。城っていうのは、城主の趣しゆ味みが出るものだ。君達、何か気になることはないか？」

　最初にここで目が覚めた部屋は、学校の教室のようだった。それに、あの凱旋門の位置は、校門と同じだった。地図を見ると、先ほどの【もっとも美しい部屋】というクエストの部屋は、生物室のように思える。

「学校に、似てる……いや、気のせいか……」

　思わず口に出して小さく呟いたが、果たして合っているだろうか。疾斗がもう一度考え直そうとした時、功樹が声を上げた。

「学校に似てないッスか!?」

「なっ……」

　疾斗の呟きが聞こえていたのだろう。疾斗が自分で検証するより先に功樹がそう口にしていた。これではまるで功樹の思いつきのようだ。

「学校……うちの、勇城高校に……？」

「あ、やっぱ関係ないスかね」

　悠弦は考えながらも何度か頷うなずき、功樹に笑顔を向けた。

「いや……いい線かもしれない。いいところに気が付いたね、功樹」

　疾斗は功樹に腹が立ったが、今はそんなことでケンカしている場合ではない。感情を飲みこみ、悠弦の言葉に耳を傾かたむける。

「このマップ通りなら、ここは東ひがし棟とうの二階に当たるね」

「え。何でわかるんスか？」

「さっきの部屋が生物室と準備室に似ていたからね。とするとここは非常階段か」

　学校の地図と完全に照らし合わせている悠弦を、疾斗達はぽかんと見つめることしかできない。一人で呟いていた悠弦が、ふと疾斗達を見て噴ふき出した。

「ぷっ……あはは。そんな顔で見ないでくれよ。俺は校内の地図を見ることが多くてね、覚えちゃったんだ」

「なー疾斗ぉ。俺らさぁ、悠弦先せん輩ぱいいなかったら、詰つんでたんじゃねえ……？」

「………………」

　疾斗はさっきのこともあり功樹を無視したが、言葉自体は否定できない。

　頭が良くて冷静で、こんな異常な世界でも頼たよれる先輩でいてくれる。女の子にもスマートに親切にできる。

（こんなふうに気き遣づかいができる人が、この状じよう況きようを楽しんでるわけ……ないよな）

　あの残ざん忍にんな笑みも、見み間ま違ちがいに違いない。功樹の言う通り、悠弦がいなければ色んな意味で詰んでいただろうから。

　ちらりとつかさを見ると、彼女も感心した表情で悠弦を見つめていた。

（やっぱ、こういう人がいいのかな……って何考えてんだこんな時に！）

　首を振る疾斗の前で、悠弦がゆっくり立ち上がる。

「ここでじっとしていても仕方がないし、そろそろ移動しようか。みんな大だい丈じよう夫ぶ？」

　疾斗は無言でうなずいて立ち上がる。功樹とつかさも少し顔をこわばらせたが、二人ともしっかりと立っていた。つかさは悠弦に何度も頭を下げながら上着を返す。

「はい。上着、ありがとうございました」

「構わないよ。じゃ、まずはうちの学校と似ているのかどうか、少し確かく認にんしよう。ヒントがあるかもしれないしね」

「どこから行きます？」

「そうだな……職員室でも目指してみようか。同じ場所にあればうちの学校とこの建物が似てると言えるし、学校の中心的場所だ。もしかしたら何か手がかりがあるかもしれない」

「職員室は、東棟の一階だから……この下あたりですね」

　つかさの言葉に、悠弦は笑顔で頷く。

「そうだね。じゃあ、行こうか。気をつけてね」




　警けい戒かいしながら螺ら旋せん階段を下りる。二階のはずなのに、かなり長い。しかしモンスターが出てくる気配はなかった。一階に下りるまでに、会話も途と切ぎれてしまう。

「つーちゃん。目ぇ回りそうじゃね？　ふらついたら俺に摑つかまっていいからね！」

「だ、大丈夫だよ。ありがとう」

「功樹。ほどほどにしておけよ？」

「うー、俺も先輩みたいにスマートにエスコートしたいッス」

「ははは、功樹には十年ぐらい早いかなぁ」

「ひっでえ！　ハッ、でも十年ならわりとすぐなのでは？　よし！　つーちゃん、十年後デートしよ！」

「ええっ!?　そんな、私は……！」

　赤くなって困るつかさに、功樹を止めようとした疾斗だったが、不意に先頭を行っていた悠弦が足をゆるめ、疾斗の隣となりにやってきて小声で言った。

「疾斗。ちょっと待って。あの二人は、ああしてすこし緊きん張ちようを和やわらげてやらないと」

　悠弦に言われて、疾斗はつかさと功樹を見る。今までこわばった顔をしていた功樹は笑っているし、つかさは赤くなっている。だが、二人とも緊張した様子はなかった。

（そんなとこまで見てんのかよ、この人……）

「疾斗は、落ち着いてるね」

「……そうでもないです。──あの、先輩。さっきからちょっと、思ってたんですけど」

　微笑ましそうにつかさと功樹を見つめていた悠弦が、首を傾かしげて疾斗を見た。

「何か……先輩、楽しんでますか……？」

　眼鏡の奥、切れ長の目が一いつ瞬しゆん見開かれる。疾斗は焦あせったが、悠弦はすぐに微笑を浮うかべた。

「疾斗はすごいね。……まさか、気付かれるなんて思わなかった」

　悪びれもせず、悠弦は笑って疾斗の言葉を肯こう定ていした。疾斗は思わず足を止める。

　悠弦は二段ほど階段を下りて立ち止まり、笑ったまま疾斗を見上げてきた。

（何でこんな状況で、楽しめるんだよ。何で、そんなふうに笑えるんだよ）

　手が冷たくなる。一度この世界でゲームオーバーになった時に感じたものが、足元から這はい寄ってくる気がした。──悠弦から。

　悠弦は功樹とつかさをちらりと見て、二人には聞こえないような小声を疾斗に向けた。

「……こんな状況だ。楽しんでるって思わなきゃ、冷静でいられないんだよ」

　返ってきた予想外の言葉に、疾斗は驚おどろいて目を瞠みはった。
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「先輩の俺がパニクってちゃ、君達も安心できないだろ？　……先輩面づらしてるのも、プライドを保つためなんだよ」

　情けないな、と小声でぽつりと呟つぶやいて、悠弦は気き恥はずかしそうに眼鏡を直す。

　確かに、この人がパニックになったら、功樹もつかさも疾斗も、こんなに冷静ではいられないだろう。悠弦は今、この場にいる全員の要かなめになっていた。

（この人は、こんな状況でも自分の立場を理解して、動いてるだけだった……？　でも、楽しんでるって……いや、たしかにそうでも思わなきゃ、この異常な状況で冷静ではいられないのかもしれない……。だけど……）

　モンスターに向かって銃じゆうを撃うった彼の横顔を思い出す。あの残忍な笑えみさえも、冷静でいるための手段だったのだろうか。

　優やさしい笑みの向こうにある悠弦の本当の感情が、わからない。

　わからないが、悠弦は事実、疾斗達を助け、守ってくれている。『この世界からの脱だつ出しゆつ』という目的も同じだ。気にはなるが、敵でないのはたしかだった。

「……すみません。俺、失礼なこと……」

「謝らなくていいよ。疾斗は鋭するどいね。それに優しい。でも、俺のことは心配いらないよ」

　ぽん、と頭を一度撫なでられる。彼にとってはこれも先輩面、ということなのだろうか。

（……俺には、何ができるんだろ）

　疾斗は自分の立ち位置に疑問を持って立ち止まりそうになったが、前を行く功樹とつかさが振ふり返ってきて、足を速める。

「ちょっとお二人さーん、何コソコソしてんスかー？」

「大したことじゃないよ。それより功樹。前見ないと階段踏ふみ外すぞ？」

「え？　うおわぁっ！」

　悠弦の声に、功樹は前を見たが、結局足を踏み外してよろけていた。







　一階に着いてドアを開くと、長い廊ろう下かが広がっていた。悠弦を先頭に歩いていたが、ある部屋の前で彼の足が止まる。

「場所でいうと、ここが職員室になるね」

　部屋の中に何かがいるかもしれないからと、小さく扉とびらを開いて、悠弦が中を確認する。

「大丈夫そうだね。入ってみよう。みんな、気をつけて。ドアは開けたままでね」

　全員で部屋に入り、部屋を見み渡わたすが、とくに気になるものはない。

「調度品はやっぱりヨーロッパ風だけど、机の並びなんかは職員室と同じように見えるね。何か手がかりになりそうなものがないか、すこし探してみよう」

　悠弦の声で、四人はそれぞれ分かれて何かないか探しはじめた。




「あの……疾斗くん」

　つかさが隣にやってきて、疾斗は顔を上げる。つかさは功樹を見てから、小声で囁ささやく。

「さっき、学校に似てるって気付いたの、疾斗くんだって言わなくていいの？」

「……聞こえて、たんだ」

　無む性しように恥はずかしい。結局功樹に言われてしまったし。

「別にいいよ。誰だれが言ったって同じだし、今はそんなことに拘こだわってる場合じゃない」

（噓うそ、だけど……）

　本当は自分の考えだと言いたい気持ちもあった。

「そ、そうだね……。余計なこと言って、ごめんね」

「いや……気にしてないから、ホントに」

　つかさに言うと、本当に気にならなくなった。彼女が知っておいてくれるなら、それでいいと思えた。

「疾斗くん、私が気付かないところに気付いてて、すごいよね」

「いや……そっちこそ、さっき地図見て黄金比？　だってわかってただろ。そっちのが全然すごいよ。お陰かげであの部屋から出られたんだし」

「あれは悠弦先せん輩ぱいのおかげだよ」

（どうしよう。褒ほめられるとか慣れてなさすぎて、どう反応していいかわかんねえ……！）

　しかも相手は日廻つかさ。どうせ大した話もせずに卒業して、別れていたはずの存在。

　手がかりを探しながらも、つかさは小声で話し続ける。

「私ね、ずっと疾斗くんと話してみたかったんだ。ゲームのことも、他ほかのことも」

「えっ。そう……なんだ……？」

（何で!?　てか、これに俺はどう答えればいいんだ!?）

　何かを言うどころか、テンパってることを隠かくすのに精せい一いつ杯ぱいで、机に置いてあるものを片っ端ぱしから引っ搔かき回してしまう。埃ほこりが舞まって、疾斗は咳せき込んだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　咳き込みながらつかさの言葉にうなずき、ふと疾斗は隣の机を見た。

（あれ、ここだけ埃が積もってない……）

　何枚かの紙が積まれており、そこには図形のようなものが描かかれていた。羊皮紙、というのだろうか。紙というより布みたいな薄うす汚よごれた地図。

　疾斗はスマホを取り出して、さっき手に入れたマップと照らし合わせてみる。

「これ、ここの地図みたいだ」

「ホントだ。ここが、今いる部屋だよね？　あれ……ここ、印がある」

　つかさが指さした場所──サグラダ・ファミリア大聖堂に似た建物の場所に、赤い丸印がつけられている。

「先せん輩ぱい、これ見てください。地図です」

　疾斗の声に、悠弦と功樹もこちらにやってきて、地図を覗き込んだ。

「うん、さっき手に入れたマップと同じだね。この印のついてるサグラダ・ファミリアみたいな建物がある場所は、位置的には体育館だね」

　悠弦は地図とホログラムで出したマップを照らし合わせてうなずいた。サグラダ・ファミリア大聖堂のような建物。そこについた丸印に、全員の視線が注がれていた。

「ここ、明らかに何かありそうじゃないスか!?」

「そんな単純なもんか……？」

　疾斗は言いながら、スマホを出す。もしもこの地図が魔ま王おうへの手がかりなら、スマホが反応するのではないかと思ったが、何の反応もない。

　悠弦も腕うでを組んで悩なやんでいたが、彼は不意ににこっと笑った。

「他に手がかりもないし、行ってみようか」

「え!?　でも、何かの罠わなって可能性も……」

「行ってみなきゃわかんないって！　意外と手がかりあるかもしれないしさ！」

　確かに、ここでじっとしていても仕方がない。

　疾斗達は地図に印の付けられた大聖堂に向かうことにした。
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　地図上にあるサグラダ・ファミリア大聖堂風の建物に立つと、その荘そう厳ごんさに思わず息を吞のんだ。幸い、たどりつくまでにモンスターは出てこなかった。

　大きな両開きのドアには、人が入れるだけの小さなドアがあり、それを開けて中に入る。

「わあっ……！」

　つかさの口から、感かん嘆たんの声が零こぼれた。

　日も出ていないのに、中に入るとステンドグラスからの光がキラキラと降り注いでいる。

　壁かべの側面には、大きな絵画がかけられていた。疾斗にはどれが何だかさっぱりわからない。功樹も同様のようで、まったく興味を示していない。

　入口から右側の壁を見て、悠弦が手前から祭さい壇だんのほうへと順番に絵を見て呟つぶやく。

「こっちはミケランジェロの『最後の審しん判ぱん』、ダ・ヴィンチの『モナ・リザ』、ラファエロの『アテネの学堂』、ドラクロワの『民衆を導く自由の女め神がみ』……」

「……じゅ、呪じゆ文もんスか？」

「ははっ、絵画と描いた画家の名前だよ。多少は美術や世界史でやるはずだけどな？」

　悠弦がからかうように言うと、功樹は気まずげに顔を逸そらす。

「お、俺、選せん択たくは音楽と日本史なんで！　てか普ふ通つう知らなくないスか？」

「これは有名どころばかりだからね。そう詳くわしくない俺にもわかるよ」

　功樹にそう言いながら、悠弦は左側の壁にかかった絵を祭壇側から入口へと見ていく。

「こっちはゴッホの『自画像』、ピカソの『泣く女』と……これはダリだっけ？　『立体鏡的絵画の中のダリとガラ』……だったかな」

「ダリって、確か時計が融とけてる……『柔やわらかい時計』の人でしたっけ？　こんな絵もあるんだー。──あ、あれはモネの『睡すい蓮れん』ですね。私大好きなんです！　はー、可愛かわいいなぁ」

（……可愛い？）

　あんまり絵画に対して聞かない感想のような気がするが、つかさは本当にその絵が好きらしく、モネの絵を見て目を輝かがやかせている。

　絵画を眺ながめているつかさと悠弦の背後で、功樹がぼそっと疾斗に囁ささやく。

「……なぁ疾斗、これって有名なの？」

「……見たことはある、ってぐらい」

　疾斗の選択は美術だが、画家名や作品名までは覚えていない。たしかにどれも聞いたことのある名前だが、どれがどれかまでは知らない。

　功樹は早々に興味をなくしたようで、十じゆう字じ架かのかかる祭壇のほうへ向かった。

　その時だった。




　ドォン……！




　重い音が背後で反はん響きようする。開けていたはずのドアが独りでに閉まっていた。




　ビーッ！　ビーッ！

　さきほど閉じ込められた部屋の時と同じ、明らかな警告音が響ひびく。

「こ、これって……！」




　ピコン。

『クエスト【視線の先に光あり】をスタートします。襲おそいかかるモンスターを倒たおしながら、この大聖堂から脱だつ出しゆつしてください』




「またー!?　噓うそだろ今度は何だよ!?」

　四人は一いつ箇か所しよに集まって各おの々おのの武器を取り出す。

　疾斗は悠弦を見上げ、地図の印を見たときから感じていた違い和わ感かんを口にする。

「何か、わざとらしくないですか？　ここに行くことを誘ゆう導どうされてたみたいで……」

「で、でもさ、ゲームってこんなもんじゃん？　手がかりなしでどうすりゃいいのよ？」

　功樹の言うことにも一理ある。手がかりのない疾斗達には、地図の通りに動くしかなかった。

　悠弦があたりを警けい戒かいしながら答える。

「……何かを隠したくて、別の場所に注意を引きつけたのかもしれないな」

　つかさが悠弦の言葉に首を傾かしげ、持っていた地図を見下ろす。

「でも、スマホのマップとこの地図、同じものですよ？」

「噓っていうのは、少しだけ真実を混ぜたほうが信じさせやすい。その地図は本物だろうけど、ここに魔王はいないだろう。俺達は見事に足止めされたってわけだ」

「それって、誰だれに……？」

　疾斗はそう言いながらも、見当が付いていた。悠弦も同じ意見のようだ。

「……やられたね」

　悠弦のその言葉で、疾斗は確信を得る。




　護が地図のこの場所に印をつけ、職員室に似た部屋に置いた。──疾斗達を足止めするために。




「ともあれ、先にここから出る術すべを考えないとね。何か来たし」

　悠弦の視線の先を見ると、ふわふわした白い何かが蠢うごめいている。祭壇の向こうから、嫌いやな思い出のあるつぶらな赤い目が無数に見えた。もにうさぎだ。

「うっ……！」

　もにもに動くその集団に、疾斗とつかさは思わずいっしょに後あと退ずさってしまう。

　ふと、何かを考えていた悠弦が、功樹を見た。

「功樹。倒さなくていいから、大声出して走り回ってくれるか？　あいつらの注意を逸らしてほしい。その間に出口を探すから」

「俺、囮おとりー!?　マジッスか!?」

「悪いが、真ま面じ目めな話だ。一番危険な役目だけど、一番大事な役目だよ。頼たのむ」

　怯おびえている功樹にできる役目とは思えなかった。

　功樹はショックを受けていたが、悠弦が真しん剣けんな表情で頼み込むと、目を瞬まばたかせ……そして無理をしたように笑った。

「ゆ、悠弦先せん輩ぱいにそう言われちゃ、仕方ないかぁ……っ！」

　目に見えて怯えているのに、功樹はアミュレットから斧おのを出して担かつぎ、走り出した。

「おいコラ！　こっち来い、お、俺が相手してやるよ！」

　もにうさぎ達が一いつ斉せいに功樹を振ふり返った。功樹は即そく座ざに走り出す。

「ぎゃあああああっ！　さすがにキモい！　てかマジで!?　マジでくんの!?」

　逃にげる功樹を、もにうさぎが跳はねて追いかける。こうして見るとさほど彼らに速さはない。功樹のスタミナが保もつ限りは逃げ切れそうだ。




　疾斗はつかさと悠弦を背にして、万が一もにうさぎがこっちにやってきたときに備える。今のところ功樹に気を取られているが、いつこちらに来るかわからない。

　悠弦は大聖堂を見回し、絵画に目をやる。

「たぶん、この絵画が関係あると思うんだけど……」

「クエスト名の【視線の先に光あり】って、この罠わなのヒントっぽい気がするんですけど……。それにさっきの黄金比ってのは……もう関係ない、かな」

　とくに根こん拠きよはない思いつきだったが、疾斗の言葉に悠弦が考え込む。

「たしかに、このサグラダ・ファミリアには黄金比が用いられているけど……あ。ダ・ヴィンチは黄金比を多用していたんだったか。モナ・リザもそうだ。おそらくここにある絵の中では、唯一モナ・リザだけが黄金比が使われているんじゃないかな」

「えっと、じゃあ、モナ・リザの視線の先だから……」

　つかさがそう言って、モナ・リザの対面にかけられた絵を見つめる。鏡に映った男女が写実的に描えがかれている。

「つまり……ダリの絵か！」

　悠弦とつかさとともに、疾斗もモナ・リザの視線を追う。その正面にはダリの絵があった。

　絵の前へ行こうとしたが、不意に疾斗はあることに気付き、悠弦とつかさを呼び止める。

「……ちょっと、待ってください」

「疾斗くん？　どうしたの？」

　疾斗はモナ・リザと、その対面にあるダリという画家の絵を見つめる。

　ここにあるのは、どれもその作家の代表作とも言える有名な絵のようだが、このダリの絵だけは違ちがうようだった。何かが、引っかかる。

　疾斗はダ・ヴィンチとダリの絵をもう一度見つめて言った。

「あの、もしかして、モナ・リザの視線の先って、鏡に映った自分なんじゃないかと……」

　それを聞いて悠弦が目を見開き、そして──




　心底つまらなそうな、冷え切った目をした。




（えっ……？）

　瞬きほどの一いつ瞬しゆんだったが、その冷え切った目は護よりもずっと冷たく、疾斗の恐きよう怖ふと不安を煽あおるものだった。

　しかし瞬きをした瞬しゆん間かんその目は消え、悠弦は感心した様子で疾斗を見つめていた。

（……見み間ま違ちが、い……？）

　そう思ってしまうほど、彼の目は真っ直すぐ疾斗に向いていた。

「なるほど。それで鏡の絵か。危あやうく引っかかるところだった。すごいな、疾斗」

　今の悠弦の言葉が素す直なおに嬉うれしい自分がいて、混乱する。頼たよりになる先せん輩ぱいが、あんな顔をするなんて思いたくないのに、一瞬のあの顔を頭から消すことができない。

「疾斗くん、やっぱりすごいよ！」

　つかさも微笑ほほえんでキラキラした目を向けてきたが、今は混乱して、素直に喜べなかった。疾斗はつかさから不安を隠かくすように、モナ・リザの絵の前に戻もどる。

「でもこれが出口だとしても……外れないですよね？」

　絵画はどれも大きく、またよく見れば壁かべに直接描かき込まれていた。悠弦は絵画をじっと見つめ、モナ・リザの絵を叩たたく。思ったよりも軽い音がした。

「向こうは空くう洞どうみたいだし……壊こわすか」

「「えっ!?」」

　思い切りのいい悠弦に、疾斗とつかさの驚おどろく声が重なった。いいんだろうか。いや、でもそれ以外にどうすることもできない。

「疾斗、君の剣けんでやってくれるか？　俺とつかさの銃じゆうと弓じゃ壊すまではいかない」

　悠弦にそう言われたが、疾斗はすぐに動くことができなかった。

　ここにきた当初から、悠弦は自然と指揮を執とっていた。だが、それは裏を返せば……。

（自分以外の誰かに、危険を冒おかさせようとしてる……？）

「疾斗？　どうかしたかい？」

「い、いえ……わかり、ました」

（疑ってる場合じゃない……今、やることはこれしかねえんだから……っ）

　疾斗が絵画の前に行くと、悠弦は功樹に呼びかけた。

「功樹！　出口はわかったから、こっちへ戻ってこい！　援えん護ごはする！　つかさも！」

「は、はい！」

　背後で銃じゆう声せいと矢が風を切る音が聞こえた。

　疾斗は剣を握にぎりしめ、モナ・リザの絵画を見つめた。その視線がやりにくかったが、おもいきって振り下ろす。




　パキッ──







　壁を斬きった感覚の後、疾斗は瞬きを繰くり返した。

「……えっ？」

　目の前には傷のついたモナ・リザの絵ではなく、ドアが一つあるだけだった。疾斗の立っている場所は大聖堂ではなく、どこかの部屋の前だった。

　振り返ると、銃を構えた悠弦と、弓を持ったつかさが立ち尽つくしている。その前方には、息を切らして倒たおれている功樹がいた。疾斗は思わず悠弦を見る。

「あの、先輩……これって……」




　ピコン。

『クエスト【視線の先に光あり】クリア、おめでとうございます。報ほう酬しゆうをお受け取りください』




　四人の前にそれぞれホログラムのマップが表示される。現在地を示す点てん滅めつがあったが、そこはすでに大聖堂ではなく、三階の隅すみの部屋になっていた。

「報酬って……これの何が……？」

「どこかにワープしたようだね。本当にゲームみたいだ。だが、報酬ということは……」

　悠弦はそこで言葉を止めて笑った……気がした。眼鏡を直していた彼の表情は、はっきりとは見えなかった。

　不意にぜえぜえという息づかいが聞こえた。そういえば、功樹を放置したままだった。

「こ、功樹くん！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「……し、死ぬ……っ！」

「功樹。よくがんばってくれたよ。さすがは俺の見込んだ後こう輩はいだ」

　悠弦がそう言って手を差し出すと、功樹はにかりと笑って、悠弦の手を借りて起き上がった。つかさもそばに膝ひざを突ついて、功樹に笑え顔がおを向ける。

「ありがとう、功樹くん。功樹くんが引きつけてくれてたから、誰だれも怪け我がせずにあそこから出られたんだよ！　ね、疾斗くん」

　こちらに振ふられ、功樹も疾斗を見た。思わず目を逸そらしたが、疾斗は小さく口を開く。

「……助かった」

　疾斗の声は届いたらしく、功樹が明るい笑い声を上げた。

「へへ！　よかった。てかさー、疾斗さー、俺さー」

「……何だよ」

「正直、疾斗のこと戦力じゃないと思ってたんだけど」

「………………」

　こいつ、一回ぶん殴なぐってやろうか。怒いかりがふきだしそうになったが、功樹はニカッと気持ちのいい笑みを浮うかべた。

「やるじゃん！」

　その底そこ抜ぬけに明るい笑顔に、疾斗は毒気を抜ぬかれてしまった。

「……うるさい」

「さっすがゲーム廃はい人じんだな！」

（やっぱ一発ぐらい殴りたいなこいつ……）

　自覚はしているが人に──というか功樹に──言われるとムカつく。

「てか、どうなったんスか？　ここどこ？」

「どこだろうな。学校の位置で言うと……西にし棟とうの角、美術室あたりだな」

　悠弦が再びホログラムのマップを出して確かく認にんしている。




　落ち着いたと思ったところで、疾斗はふと何かを感じて、現れたドアを見つめた。

　その瞬間、ぞわりと背中に冷たいものが走り、疾斗は思わずドアから後あと退ずさった。その動きにつかさが気付いて声をかけてきた。

「疾斗くん、どうしたの？」

「わかんねえ……けど、何かここ、嫌いやな感じが……」

　疾斗だけだろうか。ここの扉とびらを見ていると、背筋が寒くなり、焦しよう燥そう感かんを煽られる。

　つかさも改めてドアを見て、顔をこわばらせた。息を整えていた功樹と悠弦も警けい戒かいした表情になる。

「ねえ、もしかして、ここって……」

　つかさの言葉の途と中ちゆうで、背後から足音が聞こえ、全員が廊ろう下かの先を見つめた。つかさと功樹は怯おびえた表情で。悠弦は誰なのかわかっていたのか、冷静だった。疾斗もまた、足音の主が誰なのかわかっていた。

　こちらへやってきた彼は、疾斗達を見て色素の薄うすい瞳ひとみを大きく見開いた。




「みんな……何で、ここに……」




　護のその目に、絶望の色が見えた。






















「みんな……何で、ここに……」




「……お前こそ、何でここにいるんだよ、護」

　疾斗達が飛ばされた扉の前で、護はうつむき、痛みを堪こらえるように片手で顔を覆おおった。

「ああ、もう……っ。最悪だ。どうして、今回は上う手まくいかないかな」

　イラついたため息と共に、護は顔を上げる。一いつ瞬しゆん見えた顔は悔くやしげに歪ゆがんでいたが、すぐに冷たい表情に戻もどった。

「全員、まだ残ってたんだね」

「そう簡単にくたばったら、視し聴ちよう者逃のがすじゃん？」

「見てる奴やつなんて誰もいない」

「マジレスやめて～」

　軽口を言う功樹にも、護は怒おこるでもなく冷たい表情のまま、顔色を一いつ切さい変えない。少しでもその表情を崩くずしたくて、疾斗は強い口調で護に言葉をぶつける。

「護。上手くいかないってことは、やっぱりお前、俺達のこと妨ぼう害がいしようとしてたのか？　地図に印つけたの、お前なのかよ？」

　護はためらうこともなく、冷静な目のままあっさり頷うなずいた。

「そうだよ。あそこから出てきてほしくなかったから。何があるかは正直わからなかったけど、ここよりはマシだと思ったから。……大聖堂のギミックをクリアできた報ほう酬しゆうで、ここに飛ばされたってわけか……最悪だ」

「──大聖堂がここよりはマシ。大聖堂をクリアした報酬。そして最悪……か」

　悠弦がゆっくりと、護の言葉を繰くり返す。

「何ですか、先せん輩ぱい」

　睨にらむような護の視線も、悠弦は楽しげにクスッと笑い、ドアを見て言った。

「……ということは、ここが魔ま王おうのいる場所みたいだね」

「っ……！」

　悠弦の指し摘てきに護は明らかに動どう揺ようし、胸むな元もとのアミュレットをぎゅっと握にぎりしめた。

「……そうですよ。だから……」

　護が腕うでを振り上げると、こちらに剣けんの切っ先が向いていた。

「おい、護……何してんだよ」

「ここから消えてほしい。魔王は僕が倒たおす。邪じや魔まをするなら、まず君達を倒すよ」

　本気の目だった。

「お前、何なんだよ！　何で全員で倒しちゃいけないんだよ！」

「何度も言ってるだろ。君達が邪魔だからだよ」

「俺達はお前に協力するって言ってるんだろ！　それとも、お前が魔王を倒さなきゃいけない理由があるのかよ!?　お前に何かメリットがあるのかよ!?」

「理由なら……ある」

　護は一瞬だけ、疾斗から視線をつかさに向けたが、すぐにその目を逸そらした。

（つかさを守りたい、とかか……？）

「でも、魔王を倒したメリットなんて、ないよ。あったら……よかったのにね」

　護は笑った。乾かわいた、空むなしい笑い声。だがその目は少しも笑っていない。

「……魔王に勝ったら願いが叶かなうとか、そういうの」

　そう言った護の目に、悲しみのようなものが見えた気がして、疾斗は護に近づこうとして、一歩だけ足を踏ふみ出した。

「まも──」

「あるんじゃねえの？」

　功樹の声に遮さえぎられるように、疾斗は足を止める。緊きん迫ぱくしたこの場で、功樹の純じゆん粋すいな疑問の声は無む邪じや気きにすら感じられた。

「さっき護も言ってたじゃん。困難を乗り切ったらその分報酬がある、ってさ。大聖堂からここに飛ばされてきたのも、報酬なんでしょ？」

　功樹の問いかけに護は口元の笑えみを消し、再び疾斗達を冷たく見み据すえる。

「元の世界に戻る──それ以上の報酬なんてないだろ。僕が魔王を倒せば、君達は無事に帰れる。……それでいいはずなのに、何でわからないんだ」

「そうだね。その通りだ。でもね、護」

　眼鏡の奥から、悠弦の怜れい悧りな瞳が護を見据える。

「こんなことを言いたくはないが……君は本当に護なのか？」

「え、先輩……!?」

「俺達の知ってる護は、穏おだやかで優やさしい奴だ。友達を倒すなんて言うような奴じゃない」

　護に向けていた目を、悠弦は疾斗に向けてきた。

「違ちがうかい、疾斗？　幼なじみの君ならわかるだろ？」

「そ、れは……」

　悠弦のすべてを見通すような目に、疾斗は言葉が出てこなくなってうつむいた。

　たしかに護は誰だれかを傷つけるような人間ではない。この世界にいる間、冷たい目をする護は別人のようだ。でも──

「つまり──」




　カチャ。




　悠弦の声と金属の擦こすれるような音が重なり、疾斗は顔を上げる。悠弦は腕を護に向けていた。その手に持った銃じゆうが、護を狙ねらっている。

「先輩……!?」

　疾斗が焦あせって声をかけたが、悠弦は微び動どうだにせず護に言った。

「君は護の姿をした偽にせ者もの……そういうモンスターじゃないかって、俺は疑ってるんだけど。それなら俺達を妨害する理由になる」

「あー、そゆことッスか」

　功樹は悠弦に同意し、同じように──いや、はっきりした敵意の目を護に向ける。

「で、でも、護くんは襲おそわれてた私達を守ってくれました！　偽者だなんて思えません！」

　つかさが声を上げるが、悠弦は困ったような、悲しそうな目で彼女を見つめ返した。

「……味方のふりをするのは、人を信用させるために、有効な手段だよ」

「そんな……でも……」

　つかさは納なつ得とくしていない様子で、疾斗を見つめてくる。

　疾斗も護が偽者とは思えなかった。

　疾斗が一度死んでゲームオーバーになった時、護は疾斗の名前を呼んで絶望の表情をしていた。戻ってきた時も、一瞬だが安心した表情をしたのを疾斗ははっきり見ている。

（偽者、なんてことは……）

　しかし悠弦に疑いの目と銃じゆう口こうを向けられながらも、護は一切顔色を変えていなかった。

「偽者だと思いたいなら思えばいい。……そのほうが、僕もあなたを倒しやすい」

　悠弦を見据えたまま、護は剣の柄つかを握り直した。殺しはしないだろうが、それでも悠弦を倒すという言葉が本当だと、その目が物語っていた。

「へえ。じゃあ……試ためしてみようか」

　悠弦の人差し指が、引き金にかかる。彼の横顔には、まるでその言葉を待っていたとばかりに、はっきりと喜色が浮うかんでいた。

　──……こんな状じよう況きようだ。楽しんでるって思わなきゃ、冷静でいられないんだよ。

（冷静でいるために楽しんでるなら、この状況は何だよ……！　この人、やばい！）

　そう思った次の瞬しゆん間かんには、疾斗の身体からだは動いていた。

「おい！　何言ってんだよ護！　やめろ！　剣を下ろせ！」

　叫さけびながら思わず悠弦の前に出て、護と対たい峙じした。背後から悠弦の小さなため息が聞こえ、ぞくっと背筋が冷たくなる。

　背筋に感じたそれに気付かないふりをして、疾斗は護を見据えて叫ぶ。

「護！　俺達を戦わせたくないなら、その理由をちゃんと話せよ！　お前が何も言わないから、こうやって疑われてんだろ！」

「話せないし、話したくもないよ」

「護っ！」

（この人、本気かもしれないのに……！）

　ぎり、と疾斗が歯を食いしばった直後、護の顔も悔くやしげに歪ゆがむ。冷たい目はいつの間にか消えて、真しん剣けんに疾斗を見つめていた。

「……っ頼たのむから、もう邪魔しないでくれよ！」

「あーもう！　邪魔してんのはそっちだっつってんじゃん！　とにかく、魔ま王おうをブッ倒たおしちまえばいいんスよね、悠弦先せん輩ぱい!?」

　苛いら立だった功樹が護を睨にらんでから、ドアの前に立ち、許可を求めるように悠弦を見た。

　かすかな笑い声に疾斗が振ふり返ると、悠弦がにっこりと微笑ほほえんで功樹を見つめていた。

「ああ、その通りだ、功樹。俺達は魔王を倒して、元の世界に帰る。そのためにはその部屋に入らなきゃいけないみたいだ」

　悠弦の言葉を受けて、功樹は力を得たように、しっかりうなずいてドアに触ふれた。それを見て護が声を上げる。

「功樹、やめろ！」

「偽者かもしれねえ奴やつの話なんか、聞けるかっての！　俺も悠弦先輩も、つーちゃんも疾斗も、さっさとこんな世界から帰りたいんだよっ！」

　功樹は心を決めた目で、思い切りドアを内へ押し込む。

「開けちゃダメだ！」

　護の怒ど声せいが、妙みように大きく響ひびく。

　両開きのドアはギギッと軋きしむ音を立て、開いた。







　功樹がドアを開けた瞬間、その場は廊ろう下かではなくなっていた。

　どこからかほんのわずかに光が差しこむ、薄うす暗ぐらい空間。大聖堂よりも広く、天てん井じようはさらに高い。長く白い柱が何本もそびえ立っている。

　厳おごそかな空気さえ感じられる空間が目の前に現れ、その場にいた全員が、しばらく動けずに呆ぼう然ぜんとしていた。そして一番に口を開いたのは、ドアを開けた功樹だった。

「え……ええー!?　何ここ!?　せ、先輩先輩！　俺、ドア開けただけッスよね!?」

　功樹のよく通る声が、広い空間にくわんくわんと響き渡わたる。驚きよう愕がくしている功樹に、悠弦も軽く目を瞠みはりながらも冷静にうなずいた。

「ああ。俺達はドアをくぐってさえいない。たぶん、大聖堂の時と同じようにドアの向こうにワープしたってことかな。明らかに外観と広さが合わないけど、ま、それは今さらか」

「な、何なんでしょう、ここ……？」

　何十メートルあるのかというほど高い天井を見上げながら、つかさが呟つぶやく。この白い柱と、長方形の空間は、どこかで見たことがある気がする。

「パルテノン神しん殿でん、かな。マップの端はしに描かいてあったね。端に描いてあったのは、ワープするしかないからかな？　中からだとわかりにくいけど、復元した内部のようだ」

「パルテノン神殿って、あのギリシャの……ですか？」

「もう何でもありだな……」

　つかさと同じく驚おどろきつつ、疾斗は半分呆あきれた声になる。それを聞いて、悠弦が笑った。

「何でもってわけじゃないよ。今までの場所には共通点がある。パリの凱がい旋せん門もん、サグラダ・ファミリア大聖堂、パルテノン神殿、モナ・リザもそうだね」

「あ……黄金比、ですか？」

　つかさの言葉にうなずく悠弦を、護が睨むように見み据すえる。

「……やっぱり先輩は、気付いてたんですね」

「いや。情けないけど、今気付いたんだよ。ダメだな、いつもとは違ちがう状況だから、頭が上う手まく働いてない」

「いやいやいや、悠弦先輩いなかったら、俺ら完かん璧ぺき詰つんでますって」

　同じ意見なのは癪しやくだが、確かに悠弦がいなければ疾斗達はここにはいないだろう。

　護も同じような経験をして、ここへたどりついたのだろうか。

「お前も気付いてたのかよ？」

「見当がついてただけ。それより、全員下がっていて」

「お前、まだそんなこと──」

　護に詰つめ寄ろうとした疾斗だったが、そこで言葉がピタリと止まった。

　突とつ然ぜん理由のない恐きよう怖ふに襲おそわれ、身体の奥がぎゅっと締しめつけられる感じがしたからだ。

　全身に怖おぞ気けが走り、その理由を探さぐるために周囲を見回し、見つけた。




　祭さい壇だんの上に、何かいる。

　どこからか差しこんだ光が、そこにいるものを照らし出す。

　身を屈かがめていたそれが、ゆらりと立ち上がった。

「っ……！」

　誰だれかが悲鳴を飲みこんだ。それが誰のものなのか、確かく認にんしている余よ裕ゆうは誰にもなかった。




　男──いや、人間と認識していいのかはわからない。

　絵の具をぶちまけてグチャグチャに搔かき混ぜたような色の肌はだ。

　上半身は人間の男性のそれだが、下半身は鋭するどい爪つめを持つ動物の胴どう体たいがくっつき、両りよう腕うでは異様に長く伸のびて、本来手がある部分には、蛇へびの頭があり、こちらを見ていた。

　胸むな元もとに、大きな紫むらさき色いろの核かくがあった。あれを壊こわせば倒せるが、大きな核にはそれだけ強度もある。




　ビーッ！　ビーッ！　ビーッ！

　けたたましい警告音。そんなものがなくても、アレが何なのか、わかってしまう。




『魔王を発見しました』




「あれが、魔王……？」

　思わず疾斗が呟くと、功樹が声を上げた。

「何だよあれ……今までのと禍まが々まがしさもキモさも桁けた違ちがいじゃん！」

「だけど、あいつを倒さなきゃ、ここからは出られない」

　疾斗の言葉に、功樹がハッとした顔をして魔王であろうモンスターを睨みつけた。

「そ、そう、だよな！　こいつ倒さなきゃ、終わんないんだ……！」

　疾斗は剣けんを構え、功樹は斧おのを構える。そばで悠弦の銃じゆうのカチャリという音がして、疾斗は慌あわてて悠弦を見るが、その銃は祭壇のモンスターに向けられていた。悠弦は冷静にモンスター──魔王を見据えて言った。

「功樹。疾斗。俺とつかさが核を狙ねらう。もしゲーム通りなら、それで少しは動きを止められるはずだ。その隙すきに攻こう撃げきを。やれるね、つかさ？」

「は、はい！」

　悠弦は両手に銃を、つかさは震ふるえる手で弓を手にした。

　疾斗と功樹が二人にうなずいて魔王に向かおうとした時、護が飛び出した。

　すれ違いざま、疾斗の耳に護の焦あせるような声が聞こえてきた。




「僕が、この手で──殺してあげるから」




　その声は殺意ではなく、悲しみに満ちていた。

（殺してあげる……？　何で、そんなふうに……）

　護の言葉には固い決意があった。誰の言葉にも耳を貸さない護が、一人で何かを背負っている。そんな気がした。

（何で、一人で……。そんなに俺達は……俺は、頼たよりないのかよ……っ）

「疾斗！　俺達も行こうぜ！」

　功樹の声で、疾斗は我に返る。今は護のことを気にしている場合じゃない。

　魔ま王おうを倒たおして、このゲームは終わりだ。




　パン！　──キィン！




　疾斗と功樹が走り出すと、背後から悠弦の銃じゆう弾だんが飛び、魔王の胸部に当たって高い音を響ひびかせた。それが合図となったのか、魔王が祭壇から飛び下り、四本の足でこちらに向かってきた。

　ズシンズシンと足音を響かせる魔王が、護に向かって腕うでの蛇を繰くり出す。大口を開けた蛇は護に嚙かみつこうとしたが、護は一いつ匹ぴきを避よけ、もう一匹の頭を斬きり落とす。

　よろめいた魔王の前足に護は容よう赦しやなく剣を突つき立て、すぐに引き抜ぬいて次の足に向かう。まずは足を狙って、動けなくするようだ。

　護の剣が突き刺ささった魔王の前足からはどす黒い体液が噴ふき出し、耳みみ障ざわりな叫さけび声が響く。その巨きよ体たいがズン、と傾かたむいた。

　疾斗の足が止まる。功樹も足を止めて、震える声で呟つぶやいた。

「な、何だよあいつ……何であんな……」

　魔王はもちろん怖こわい。だが、護の迷いのなさにも怯ひるんでしまった。

（何かを傷つけるような奴やつじゃなかったのに、何で、こんな……）

　何があったら、あんなに温おん厚こうで優やさしかった護をここまで変えてしまうのだろう。

（そんな護に、何で俺は気付かなかったんだろう……）

　護が右後ろ足に向かって剣を振ふり上げた。が、攻撃しようとした護を、腕の蛇が薙なぎ払はらった。薙ぎ払われた護の身体からだは、柱の一つに背中から激げき突とつして止まる。

「護っ！」

　何度か咳せき込みながら、護は剣を支えに立ち上がる。その口元からは血が零こぼれていた。

「……やっぱり、どんどん強くなってる」




　ヒュッ！

　パン！




　矢が飛び出す音と銃じゆう声せいの後、魔王の核に銃弾と矢が当たる。魔王の身体が動きを止めた。

「功樹っ！　やれ！」

「は、疾斗くんっ！」

　悠弦の叱しつ咤たする声と、つかさの心配する声で、身体が動く。

「疾斗！　俺らもやるしかないって！　こいつ倒せば、全部元に戻もどるんだから！」

「わかってる……！」

　魔王の注意は今、護に向かっている。魔王は疾斗と功樹に背を向けていた。まだ自由に動く足を疾斗は剣で斬りつけ、功樹は斧を突き立てた。

「うげっ……！」

　噴き出す体液に、功樹が顔を歪ゆがめて飛びすさる。これで足三本を傷つけた。もうほとんど動けないだろうと思ったが──

「疾斗！」

　疾斗の目の前に、腕の蛇が大口を開けて迫せまっていた。が、それが何発もの銃声と弓の音の後でピタリと止まる。悠弦の銃弾とつかさの弓矢が魔王の動きを止めていた。

「核を壊せ！」

　悠弦の声に、疾斗と功樹は魔王の正面に移動する。武器の重さの分か、疾斗の方が早く回り込み、核に向かって剣を振り下ろす。

「このっ……！」




　ギィンッ！




　疾斗の剣は核に触ふれる前に、鈍にぶい音を響かせていた。目の前には、疾斗の剣を防ぐ護がいた。

「なっ……おい！　何で邪じや魔まするんだよ！」

「疾斗達は攻撃しちゃいけないんだ。僕じゃないと……！」

　剣の向こうから護が懇こん願がんするような目で疾斗を見つめてくる。もう冷たい目をする余よ裕ゆうもないとばかりに。

（何なんだよ、本当に……！）

　しかし護はすぐに疾斗から目を逸そらす。すぐ傍そばで、功樹が斧を振りかぶっていた。

「お前らにだけいい格かつ好こさせねえし！」

　倒れた魔ま物ものの核かくに向かって、功樹が斧を振り下ろす。




　ガギンッ！




　核に刺さったと思った功樹の斧は、護の剣によって切っ先をずらされ、床ゆかをわずかに削けずっていた。

　いつも底そこ抜ぬけに明るい功樹も、カッと顔を赤くして激げつ昂こうした。

「てめえ、何なんだよさっきから！　マジ殺すぞ！」

「こいつだけは、僕が倒さなきゃいけないん──」

「みんな！」

　護の言葉の途と中ちゆうで、つかさの切せつ迫ぱくした声が飛んできた。

　魔王の前足が動いていた。護は疾斗と功樹の身体を突き飛ばし、自分も転がるようにして、その前足を避けた。

　護は即そく座ざに立ち上がって魔物に向かおうとした。と──




　パン！

　──キィン！




　銃声の直後、甲かん高だかい金属音が響き渡わたった。

　悠弦の放った銃弾を、護が剣けんで弾はじいたのだ。

「先、輩……!?」

　驚おどろく疾斗に、悠弦は厳しい目を向けてきた。

「君達は魔王に集中しろ！」

　有う無むを言わせない口調で、悠弦は疾斗達を叱咤した。彼の両手の銃じゆうは片方を魔王に、片方を護に向けられていた。

　悠弦が放った銃弾を剣で弾き返した護は、悠弦を睨にらむ。

（本当に、撃うった……？）

　本気かもしれないとは思った。だが、実際に人が人を銃で撃ったことが、この目で見るまで信じられなかった。あっけなさと、後から一気に恐おそろしさが押し寄せてくる。

　疾斗の手は震ふるえていたが、当の護は余裕で弾き返したようで、焦あせってはいなかった。しかし歯は痒がゆそうに悠弦を睨んでいる。

「先せん輩ぱい……っ、これは、先輩達が無事に帰るためなんです……！」

「悪いが、今さら信用できないな。……だけどね、護。俺は君が本物なら、いっしょに帰りたいと思っているよ。こんなふうにしかできない俺を許してくれ」

　悠弦は引き金に指をかけてみせながら、悲しげに笑った。

（撃っておいて、何言ってんだよ……！）

　一度撃たれたせいか、護も下手に動けないようだった。

　不意に物音がして、疾斗はハッとして魔物に目を向ける。足から黒い血を流しながらも、まだ立ち上がっていた。腕うでの蛇へびが、こっちをじっと睨んでいる。

「あの蛇が邪魔だな。どうしたら──」

「疾斗」

　功樹が妙みように真しん剣けんな声で疾斗を呼んだ。疾斗がいささか驚いて功樹を見ると、彼はこわばった表情で魔物を見み据すえ、口を開いた。

「俺が、あの蛇引きつけるよ。足はもう動かないだろうし、その間に懐ふところに入って、核、割ってきてよ」

「えっ……」

「俺の斧おのだと、正直当たるかわかんないし。疾斗のが望みあるっしょ？」

　功樹はそう言ってぎこちなく笑った。

「……これで、あの時の詫わびになんないかな？」

　疾斗を盾たてにしたことを、功樹はまだ気にしていたらしい。

　──性しよう根ねから悪い奴やつでないことは、わかっていた。だが、疾斗をここまで信用してくれるとも思わなかった。

　疾斗は剣を構えて、功樹に言う。

「……死ぬとか気分悪いから、絶対やめろよ」

　その言葉に、功樹はぎこちなさの消えた笑えみを向けてきた。

「うん、よく知ってる。──つーちゃん、俺死にたくないから、援えん護ごよろしく！」

「え？　は、はい！」

　功樹の声は聞こえていなかったのだろう。つかさは一いつ瞬しゆん戸と惑まどったが、すぐに何をするのか理解したらしく、弓を構え、アミュレットから矢を取り出した。

　護も疾斗と功樹の作戦を察したのか、こちらに走り出そうとしていた。

「やめ──」

　護の声が途と切ぎれる。疾斗が護と悠弦の方向を見ると、仰あお向むけに倒たおれた護を押さえつけ、銃を突つきつける悠弦がいた。

「ぐっ……先、輩……！　どいて、ください！」

「ダメだ。なぁ、護。これ以上、俺に君を傷つけさせないでくれ。──功樹！　疾斗！　やれっ!!」

　悠弦の厳しい視線と声に、呆ぼう然ぜんとしていた功樹が動き出す。

（本当に、これでいいのか？　でも、こうするしか、ない……）

　一瞬躊ちゆう躇ちよして、疾斗も走り出した。

　功樹は蛇に向かって斧を振ふり上げる。空から振ぶりだったが、そのおかげで蛇の注意が功樹に向いた。

「まずお前をぶった切ってやるよ！　こい！」

　できるだけ胴どう体たいから蛇を離はなすために、功樹は全力で走り、蛇の首が完全に伸のびきったところで反転し、蛇の注意を引いた。

　──今だ。

　疾斗は剣を両手で握にぎりしめ、胸部の核に体重の乗った突きを繰くり出す──




「っ疾斗！」




　切っ先が核を捉とらえたところで聞こえたのは、護の声。

　物心がついた頃ころには、すでに護は疾斗の隣となりにいた。兄弟にも近いほどの親友。見なくても、今どんな顔をしているのかわかった。どんな心境かわかった。

　今の護は必死に疾斗を案じている。そう感じた瞬しゆん間かん、剣を握った疾斗の手は止まってしまった。
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（本当に、この魔ま王おうを倒していいのか？　──倒して、本当にすべてが元に戻もどるのか？）




「何やってんだよ、疾斗！　早くやれよ！」

　功樹の怒ど声せいが飛んでくる。

「疾斗、早く核かくを壊こわせ！　さあ、早くっ!!」

　わずかに上ずっている気がする悠弦の声も聞こえる。

　違ちがいはあるものの、二人とも疾斗に期待を向けている。

　ここで魔王を倒さなければ、この世界からは出られない。

　疾斗は剣の柄つかを握り直す。

「疾斗っ!!　やめてくれ！　それじゃダメなんだよ！」

（護がこんなに叫さけんでるのに、俺はその声を無視していいのか……？）

「っ疾斗くん！」

　つかさの叫び声にハッとして魔王に視線を戻すと、蛇の頭がこちらに向かってきて、疾斗の首に巻きついた。

「あ、が……っ！」

　首を絞しめられながら、足が宙に浮うく。

（俺、また死ぬのかよ……？）




　パキンッ──




　妙に綺き麗れいな音が、突とつ然ぜん耳に響ひびいた。

　ゆっくりと蛇の締めつけはゆるみ、疾斗の身体からだは床ゆかに落ちる。背中を床に打ちつけたが、それよりも身体は酸素を求め、勢いよく息を吸い、咳せきこんだ。

　息苦しさで狭せまくなった視界で倒れた魔王を見る。

　その動きは完全に止まり、疾斗の目の前でドシンと重い音を立てて倒れた。

　魔王の胸の核は割れ、そこには赤い弓矢が突き刺ささっていた。

「割れた……」

　弓矢が放たれた方向を見ると、弓を構えたつかさが目を瞠みはっていた。




　悠弦は押さえつけていた護から手を放し、動かなくなった魔王のそばへ近づいていく。核が割れていることを確かく認にんして、こちらを振り向いた。

「……完全に核は壊れているし、動かない。倒したみたいだね」

　それを聞いた功樹がパッと笑顔になる。

「ってことは、これで戻れるんスよね!?　やったー！　つーちゃんマジナイス！」

　功樹がぐっと親指を立ててつかさにそう言ったが、彼女はまだ放心した様子で、ぽかんと立ち竦すくんでいた。

　一度でも信用してくれた功樹の信しん頼らいを裏切ってしまった疾斗は、功樹の顔を見ることができず、彼から顔を逸そらしていた。




　クスッと笑う声が聞こえ、疾斗は顔を上げる。動かなくなった魔王を見下ろしたまま、悠弦が肩かたを揺ゆらしていた。

「さて……どうなるのかな、これから」

　切れ長の目が楽しげに細められ、悠弦は魔王の亡なき骸がらから視線を移す。細められたその視線の先は、護だった。




「うそ……うそ、だ……っ」

　悠弦に押さえつけられていた護は起き上がっていたが、力なく項うな垂だれて何か呟つぶやいている。

　疾斗は立ち上がり、護のそばに近づいた。小さな呟きが疾斗の耳に聞こえてくる。

「……そんな……どうしよう、こんなはずじゃ……」

「護……？」




「きゃっ!?」

　突然つかさが声を上げた。疾斗が慌あわてて彼女を見ると、彼女の身体が強い光に包まれはじめていた。

「な、何これ……？」

　つかさがつけているアミュレットの赤い石に、無数の光の粒つぶが集まって輝かがやいている。

「わ、綺麗……それに、あったかい……」

　うっとりと呟いて、つかさはふわりと顔を綻ほころばせた。

　光を受けるつかさは、まるで天使か女め神がみのように、満たされた顔で微笑ほほえんでいる。

　呆然としていた護がハッとして立ち上がった。

「つかさ！」

　護が叫んだが、彼女は聞こえていないのか、自分のアミュレットを見つめて動かない。

（あれ……護って、「つかさ」って呼んでたっけ……？）

　魔王を倒たおして安あん堵どしたからか、疾斗の頭にどうでもいい疑問が浮かぶ。さっきは「日廻さん」と呼んでいた気がするが。

　護はつかさに駆かけ寄り、彼女のアミュレットを手にして、光の粒が吸収されるのを防ぐように覆おおった。しかし光の粒は護の手をすり抜ぬけ、つかさの赤い石に入っていく。

「つかさ、つかさぁっ！　ダメだよ！　君を守るって、僕は……っ」

　護が目の前で叫んでいるのに、つかさはぼんやりしたまま動かない。




「あの子と約束したのに……っ！」




（あの、子……？）

　ズン、と、疾斗の胸に何か大きなものが落ちてきた気がした。それは時々感じていた、正体のわからないあの欠落感とさみしさ。

　護は泣きそうな顔でつかさを見つめて、彼女のアミュレットの石を握りしめている。

「そういえば、この光、どこから……」

　無数の光の粒が向かってくる先を見ると、倒された魔ま王おうの身体──亡骸から生まれていた。魔王の亡骸は光になって消え、つかさのアミュレットの石に吸収されていく。

　魔王の亡骸のそばで、悠弦と功樹もその光を見つめていた。

「これは、魔王を倒した経験値か。トドメを刺したつかさに入るみたいだね」

　悠弦の冷静な言葉で、疾斗も光の正体がようやくわかった。ゲームなら当然、敵を倒せばその分の経験値を与あたえられる。

　この世界のラスボスを倒したつかさには、大量の経験値が入っているのだ。

（いや、でも……魔王を倒して、これで終わりだ。……なのに、何だ……？）

　正体の見えない不安が、濁だく流りゆうのように腹の底からせり上がってくる。

「こんなに経験値が入ったら、どうなるんだ？」

　どこか楽しげな悠弦の呟きが聞こえて、疾斗の不安の理由がわかった。




　──たとえばレベルが99を超こえたその時、勇者は何者になるのだろう。




　光の粒──経験値がすべてつかさのアミュレットに吸収され、魔王の姿は消えた。

「そんな……」

　震ふるえる声で呟きながら、護は後あと退ずさり、つかさから少し離はなれたところで崩くずれ落ちた。

　護が膝ひざを突ついた音で、ぼんやりしていたつかさがハッと気付く。

「……護くん？　どうしたの？」

「つーちゃん！　マジかっこよかったぜ！」

　つかさは護に手を伸のばしかけたが、功樹にぽんと肩を叩たたかれて彼に微笑む。

「あ、ありがとう。よかった……私も、役に立てて」

　嬉うれしそうに微笑み、つかさは疾斗の前にやってきて、心配そうに見つめてきた。

「疾斗くん、首、大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ……うん。助けてくれて、ありがとう。……ごめん」

　情けない。女の子に守られるなんて。

　疾斗はつかさから顔を逸らそうとしたが、つかさが微笑み、その笑え顔がおについ見とれてしまった。

「ううん。無事でよかった。もう疾斗くんに怪け我がしてほしくなかったから。それに……」

　その笑顔は誇ほこらしげで、瞳ひとみがキラキラと輝いている。学校ではいつもひかえめな笑みしか浮うかべない彼女が、疾斗の前で満面の笑みを浮かべていた。

「何もできない私が、誰だれかを守れたことが、すごく嬉しいの！　それが疾斗くんでよかった！」

（助けてもらって、情けねえのに……）

　弾はずむような喜びの声を上げるつかさの笑顔に、疾斗は顔を赤くしてしまう。

（俺はずっと、この娘このこういう笑顔が見たかったんだ）

　いつも何かを我が慢まんして、周りに合わせて、自分を押し殺しているようなひかえめな笑顔じゃない、本当の彼女の笑顔。

　なぜか、急激に懐なつかしくなった。

　そして同時に、この気持ちが憧あこがれだけじゃないと、はっきり理解してしまった。

「疾斗くん？」

　つかさがきょとんとして疾斗の顔を覗のぞき込んできた。近い。

　赤くなった顔を見られたくなくて顔を逸そらそうとしたが、つかさが突とつ然ぜんぐらりと体勢を崩し、疾斗は咄とつ嗟さに彼女の身体からだを受け止めていた。

「だ、大丈夫か？」

　支えた疾斗だけでなく、ふらついたつかさ自身も驚おどろいていた。

「う、うん……ごめんね。何か、立ちくらみ？　ホッとしたから、かな……？」

　笑いながらつかさはそう言い、そのままぺたんと床ゆかに座りこんでしまった。座りこんだ際に、彼女のスマホがポケットから零こぼれ落ちた。

「あれ……どうしたのかな、私……」

　意識はあるようだが、つかさは力が抜ぬけたように顔をうつむかせる。支えた肩かたが、小刻みに震えていた。

「ちょ、本当に、どうしたんだよ……？」

　ふと、つかさのスマホから浮かび上がるホログラムに目が行った。ひかえめな笑顔の隣となりに、彼女の名前とレベルがあるが──
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「え……レベル、１００……？」

　バグが起きたのか、虫食い状態の表示でも、そこは読み取れた。ザザッというノイズとともに、つかさのひかえめな笑顔が歪ゆがみ、ぷつんとホログラムもスマホの画面も消えた。

（見み間ま違ちがい……いや、そんなはず……でも……）

　戸と惑まどう疾斗の耳に、祝しゆく砲ほうと明るいファンファーレが聞こえ、顔を上げる。

　大きく映し出されたホログラムには、紙かみ吹雪ふぶきが舞まっていた。




『おめでとうございます。魔王は倒されました。ゲームクリアです』




　無機質な声が広い空間に反はん響きようすると、護が即そく座ざにホログラムに向かって声を上げた。

「待ってくれ！　これは間違いだ！」

「間違いって、何も間違ってねえじゃん。俺達、魔王を倒したっしょ？」

「違う……これじゃ、ダメなんだ……！」

　淡あわい色の髪かみを摑つかんで、護が絞しぼり出すような声を発する。




『それでは、次のゲームとなる世界を再構築します』




　うなだれる護とうずくまっているつかさ以外の三人は、その声に顔を上げた。

「つ、ぎ……？」

　周囲が強きよう烈れつな白い光に包まれた。あまりの眩まぶしさに目を閉じる。

　次に瞼まぶたを開けた時には、白い柱や祭さい壇だんはなく、何もない真っ白な空間が広がっていた。天てん井じようと壁かべ、床の境はおろか、自分達が立っているのか浮いているのかすらわからない。

「何だよ、これ……どうなってんだよ……!?」




『このまま新しいゲームを続けるなら、ＹＥＳとお答えください。残り時間は六十秒です』




　無機質な声がカウントダウンを開始する。

「噓うそだろ。これで、終わりじゃないのか……？」

「終わりじゃない……」

　疾斗が呟つぶやく声に答え、護がぎゅっと拳こぶしを握にぎって立ち上がった。そしてうつむくつかさ以外の三人を一人一人見つめた。

「だけど、こんなこと続けちゃいけない。絶対に！　お願いだから、何も言わないで、黙だまってて……！」

　今までの冷たい瞳ではなく、真しん剣けんな目で護は訴うつたえる。

「護、何が起こってんだよ。いい加減話してくれよ！　もう終わりなんだろ!?　本当の現実の世界に戻もどって、全部が元に戻るんだろ!?」

　疾斗の追つい及きゆうに、護はぎゅっと目を閉じてうつむいた。きつく握りしめた拳が、ぶるぶると震えていた。

　──まだ、終わりじゃない。

　護が沈ちん黙もくしていてもわかった。

　疾斗が何も言えずにいると、護の前に悠弦が立った。

「……護。君は、残るつもりなのか？」

「いいから……！　ＹＥＳとは、決して言わないでください！」

　うつむいたまま護がそう言った直後。




『音声認にん証しよう。勇者、マモル。ゲーム続行』

「護……！」

「僕は最初からそのつもりだ。このゲームから逃にげる気なんてない」

　意志の強い言葉で答える護の前で、悠弦が不意に真っ白な空間を仰あおいだ。




「俺もＹＥＳだ」

『音声認証。勇者、ユヅル。ゲーム続行』




　護が驚きよう愕がくと絶望の表情で悠弦を見上げた。

「先せん輩ぱい……何やってるんですかっ！」

　悠弦は護を見つめてから、ゆっくりと切れ長の目を伏ふせた。

「……さっきはすまなかった。君の話をもっと聞くべきだったのに、俺は焦あせって、君に銃じゆうを向けてしまった。罪つみ滅ほろぼしをさせてくれないかな。ここで君を助けることで」

「そんなの、必要ない……！」

「必要ないと言われても、君一人をこんな危険な世界に置いていけないよ。そう思わないか、功樹？」

「えっ、あ……ええ、っと……」

　悠弦に同意を求められ、功樹はたじろぐ。

　おそらくこの世界から一番抜け出したいと思っているのは功樹だ。悠弦は正義感と護への贖しよく罪ざいのために残ると言ったようだが、功樹はそうではない。そして功樹の「帰りたい」という感情こそ、この場で一番正しい感情だった。

　たじろいだ功樹の様子を見て、悠弦は優やさしく微笑ほほえんで首を横に振ふって、功樹の肩に優しく手を置いた。

「いや……悪い。これじゃ先輩失格だな。功樹、君は戻るんだ。ムードメーカーの君がいないのは少し、さみしいけどね。大だい丈じよう夫ぶ、護といっしょなんだ。すぐに戻れるよ」

（そんなふうに言ったら、こいつは余計に……！）

　疾斗が功樹を見ると、彼はうつむき、握った拳をぶるぶると震ふるえさせていた。

「っ……！　俺、だって……！」

　功樹は顔を上げて悠弦を見つめてから、護を一いち瞥べつする。その目に対たい抗こう心のようなものが一いつ瞬しゆん垣かい間ま見みえた気がしたが、彼はすぐに虚こ空くうを見上げた。

　護が声を張り上げる。

「やめろ功樹！」




「イ……ＹＥＳ！」

『音声認証。勇者、コウキ。ゲーム続行』




　護が功樹の腕うでを摑んで揺ゆする。

「バカ！　何してんだよ！」

　虚空を見上げていた功樹は護に視線を戻す。

「だ、だってさ、俺がいないと、みんなつまんないじゃん？　実じつ況きよう的に、途と中ちゆうで放ほうり出すなんてありえないし……っ。それに……」

　功樹の顔にぎこちない、強がる笑えみが浮うかぶ。

「仲間助けないのは、勇者失格じゃん？」

　そう言いながらも、功樹の声は震えていた。

　功樹の肩かたを、悠弦がぽんと叩たたいた。ビクッと飛び上がる功樹に、悠弦は優しく笑いかける。

「先輩としては、帰さなきゃいけないのにね。……正直心強いよ、功樹。ありがとう」

「……へへっ、任してください！」

　悠弦の言葉で、功樹の後こう悔かいが少しばかり軽くなったのか、彼のこわばっていた表情がわずかにゆるんだ。

（バカじゃないのか。何の覚かく悟ごもないくせに……）

　ただの見み栄えで、功樹はこんな危険な世界に留とどまることを選んだ。

　きっと後悔しているのに、それを隠かくして笑っている。

（バカだ……けど、こんなバカだから……こいつは人気者なんだ）

　功樹のそういうところに、疾斗はいつだって嫉しつ妬としていた。




　護は諦あきらめたように功樹の腕を放し、疾斗に向き直った。

　剣けんを突つきつけるような緊きん迫ぱくした視線に、疾斗は動けなくなる。しかし表情は苦しげに歪ゆがんでいた。

「疾斗。ゲームはもう終わった。現実世界に戻れば、君はこの世界のことはきっと覚えてない。だから……！」

　護は徐じよ々じよに冷静さを欠いていく。

「頼たのむよ疾斗っ！　疾斗だけでも帰ってくれよ！」

　必死の叫さけび。護の色素の薄うすい瞳ひとみが、涙なみだで潤うるんでいた。

「嫌いやなんだよ、もう僕の大事な人が、こんなことに巻き込まれるのは……！」

（もう、って、何だよ。そういえば、さっきもあの子って……）

　前にも誰だれかが巻き込まれている。だって、護がこんなに傷ついた顔をしている。

（でも、誰が？）

　護がそこまで大切に思っている人物なら、付き合いが浅くなったとはいえ、疾斗も知っているはずだ。だが、護の周りでいなくなった人物はいない。

「疾斗。僕が戻った時に、疾斗だけはいつものようにそこにいてほしいんだよ！　親友まで失ったら、僕は現実で生きていけなくなる……！」

　護が失った人は見当がつかない。だが、今、護は疾斗を親友だと言って、疾斗の無事を心から願っている。……護のこの気持ちを、無視していいんだろうか。

「俺は──」

　ずっとうつむいているつかさの様子もおかしい。きっと護の言う通り、こんなゲームからは離り脱だつして現実の世界に帰った方がいいのだろう。

　もうこれ以上、こんなゲームには付き合えない。

　何より──この状態のつかさを巻き込めない。

「は、やと、くん……──て」

　今まで黙だまっていたつかさが、やっと言葉を発した。

　しかしつかさの唇くちびるは震えていて、はっきりした言葉になっていなかった。

「え？　な、何？」

　疾斗が顔を覗のぞき込むと、つかさは唇をきゅっと引き結んだ。そして疾斗を真っ直すぐに見て、はっきりした言葉で言った。




「──逃にげて」




　つかさは逃げてと言った。──そのはずだった。

　疾斗の目の前で、疾斗の目を見て、はっきりと。なのに──




『ゲーム再構築、九十パーセント完かん了りよう。これより最終作業に入ります』




　無機質なアナウンスの後──つかさの姿が一いつ瞬しゆんで消えてしまった。




「え？」

　つかさの肩に触ふれていた両手ががくんと下がり、疾斗は思わず床ゆかに手を突く。

「なん、で……？　だって……今、ここに……」

　つかさの姿も声も、忽こつ然ぜんと消えてしまった。

　もしかして、もう時間が経過したから、彼女は元の世界に戻もどったのだろうか。一瞬そう考えたが──




『残り時間、五秒です。５』




　すぐにカウントダウンの声がして、その希望は消え失うせる。

（違ちがう。つかさは帰ってない。だったら、どこに……）

　周りを見回したところで、困こん惑わくする功樹と悠弦、そして護がいるだけだった。

　護が疾斗の肩を、痛いぐらいに摑つかむ。




『４』




「疾斗、頼むよ……！」

　このまま何も言わずに帰ってくれと、護の目がこれまでになく強く、真しん剣けんに訴うつたえてくる。

　でも。




『３』




（ダメだ。つかさは、まだこの世界のどこかにいるはずなんだ）

　──逃げて。

　つかさはそう言った。

　けれどその前に、はっきりとは聞こえなかったが、こう言った。




『２』




　──は、やと、くん……助けて。




　震ふるえていたけれど、疾斗の耳には確かにそう聞こえた。

「疾斗っ！」

　疾斗が口を開くのを見て、目の前の護が絶望の表情を浮うかべた。




『１──』




「やめろおおおおおおおおおっ!!」

　護の絶ぜつ叫きようのなか、疾斗は叫んだ。




「ＹＥＳ！」

『０』

『音声認にん証しよう。勇者、ハヤト。ゲーム続行』




　疾斗の音声が認証されたと同時にカウントダウンが終わった。




『ゲームの再構築が完了しました』




　真っ白だった空間が、徐じよ々じよにその輪りん郭かくをはっきりさせていく。

　一気に視界を埋うめ尽つくしたのは、何色ものパステルカラーの風船。

　大量の風船が飛び去り、現れたのは今までとはまったく違う世界だった。

　白と黒の格こう子し柄がらの床に、美しい風景と可愛かわいらしい動物の描えがかれた壁かべ、乱雑に置かれた数々の遊具やおもちゃ。色しき彩さい溢あふれる、けれどさみしい世界。

　まるで楽しい思い出を置き去りにされた、廃はい墟きよの遊園地。




『新しいゲームをスタートします』




　そんなアナウンスが流れ、功樹が目を瞠みはって戸と惑まどいの声を上げた。

「え？　で、でも、つーちゃんは？　何も言わなかったから、帰っちゃったってこと？」

「……違う」

　戸惑う功樹の言葉を、護がゆるゆると首を振ふって否定する。その身体からだがガクガクと震えていた。

「どうしよう、どうしよう……っ！　最悪だ」

「護……？」

　うつむいて顔を覆おおった護の肩かたを摑むと、彼はゆっくりと顔を上げて疾斗を見た。

「疾斗……」

　この時、この世界に来て初めて、護が不安な表情を疾斗に向けてきた。

「どうしよう、僕……全部、失敗した……」

「何だよ、それ……どういうことだよ……!?」

　不安に駆かられ、疾斗が声を上げた次の瞬しゆん間かん、無機質な声が響ひびく。




『新しい魔ま王おうの出現を確認しました』

　摑んでいた護の肩がびくっと大きく跳はね上がった。

『魔王を倒たおせば、ゲームクリアです。この世界を救ってください』




「や、やっぱ、そゆことですよねー……」

「わかってたことさ。それにつかさも捜さがさないと。どっちにしろ、このままじゃ帰れ──」

　悠弦の言葉が不意に途と切ぎれる。

「何あれ、また風船……？」

　功樹と悠弦の視線の先にはパステルカラーの風船がどこからともなく湧わき、ふわりふわりと浮き上がっていた。風船の隙すき間まから、赤い何かが見える。

　無数の風船がすべて飛んでいくと、音もなく何かが近づいてくる。




　赤い肌はだの、美しい天使。

　最初に抱いだいたのはそんな印象。

　美術品のように整った顔に、彫ちよう刻こくのようになめらかで美しい赤い肌。足元まである長い髪かみはふわふわと広がり、背中から生える翼つばさにかかっている。

　胸むな元もとには、赤い肌よりもさらに赤い石の核かく。

　閉とざした瞼まぶたがゆっくりと開き、ようやくそれが生きているものだとわかった。

　美しい造形に、目が離はなせない。

　でも、彼女をどこかで──




　たおやかな指がすっと天を指した。その腕うでが、時計の針のように円を描く。伸のばした人差し指から、ぽつぽつと赤い光が無数に宙に灯ともる。

　全員、その幻げん想そう的な光景を見つめていたが、急に護が大声で叫さけんだ。




「逃にげろ！」




　護の声で我に返った時には、彼女の指が一周して再び天を指していた。

　円を象かたどった無数の赤い光が、急に光を増してこちらへ飛んできた。

　疾斗達は一足早くその場を走り出していた。振り返ると、今まで疾斗達がいた場所に矢が無数に突つき刺ささっていた。

　護の声のおかげで全員飛んできた矢を避よけることができたが、もしもこの矢がすべて刺さっていたら──考えてゾッとした。




　表情も変えず、天使のような姿のソレは再び指を動かす。

「何なんだよ、あれ……！」

「今はとにかく逃げろ！」

「でも、つかさが……！」

「いいから！」

　護がそう言った直後、すぐ後ろで爆ばく発はつが起こった。いや、爆発に見えた。無数の矢がこの建物を壊こわし、土つち煙けむりが立つ。

　瓦が礫れきの間から光が発生していた。モンスターだったものが光の粒つぶになり、ただただ上空に消えていく。

「助けて、くれた……？」

　疾斗がそう呟つぶやくと、護も驚おどろいた顔をして怪け訝げんそうにそちらを見つめていた。

「わからない。まだ、力が扱あつかえてないのかも。とにかく、今のうちにここから移動しよう」

　護は走りながら、土煙を振り返ってぽつりと呟く。

　あの赤い女からは距きよ離りを取るべきだと、全員が理解していた。




　ヨーロッパの古城のような建物は、やはり様変わりしていた。鮮あざやかな格子柄の床ゆかに、明るい色の壁。至る所におもちゃが散らばり、無造作に遊具が置かれ、至る所で風船が飛んでいる。だが、廃墟のような雰ふん囲い気きはそのままだ。

　幸いにも、建物の構造もあまり変わっていないようだった。

　護の誘ゆう導どうに従って、小さな部屋に入り、手近な棚たなを扉とびらの前に置いた。

　そこでようやく、疲ひ労ろうがどっと襲おそってくる。それは疾斗だけではないようだ。功樹もその場にへたりこみ、悠弦も棚に身体を預けて息を整えていた。




　ガンッ！




　そばで聞こえた音に、疾斗はびくっと顔を上げる。護の拳こぶしが壁を殴なぐっていた。

　うつむいた護が、ぶつぶつと何か言っている。

「何で、何で、何で……！　クソッ、何でこうなるんだよ！」

「護、落ち着けよ」

「うるさい！」

　疾斗が伸ばした手を、護が勢いよく振り払はらい、こちらを睨にらみつけてきた。疾斗を睨みつけながらも、その顔はこわばっていた。

「何も言うなって言ったのに！　僕が倒すって言ったのに！　どうしよう、どうしたら、みんなを……っ！」

　子どものようにわめきちらし、護は震ふるえる手で顔を覆った。いつもの温おん厚こうな護とも、さっきまでの冷たい護とも違ちがう。

「ちょ、疾斗……。何かやばくねえ、あいつ……？」

「お、おい、護！　落ち着けってば！」

　功樹が顔を引きつらせるのも無理はない。護の顔は蒼そう白はくで、身体も震えていた。護の様子は尋じん常じようではない。疾斗の声も聞こえていない。

「僕が、倒すしか……──ぁあぁぁあああ！　何で！　何でこんなことするんだよっ!!」

　虚こ空くうに向かって叫んだ護の目は血走り、涙なみだが浮うかんでいた。

　──護が、おかしくなってしまう。

　そんな恐きよう怖ふが、疾斗の身体を動かした。

「護っ！」

　名前を叫ぶと同時に、疾斗は護の頰ほおを殴っていた。

　尻しり餅もちをついた護の口元から血が滲にじんだのを見て、疾斗自身も冷静さを失っていることに気付いた。慌あわてて護の前に座りこむ。

「ご、ごめん！　そんなに強く殴るつもりじゃ──」

「……はや、と……」

　唇くちびるから流れる血も拭ぬぐわず、護はか細い声で疾斗を呼んだ。

「僕、どうしたらいい……？」

　こんなに自信のない、消えてしまいそうな護の声を聞いたのは初めてだった。




　ぽた、と足元で音がした。

　護が奥歯を嚙かみしめると、口の端はしから血が溢あふれ、涙と混ざって護の足元に落ちた。

　一度しゃくりあげてから、護は髪を摑つかんで顔を覆おおう。

「守りたかったんだ……でも、全部失敗した。あの子が何より大切にしてたつかさまで、失ってしまった……！　ごめん。もう、僕一人じゃ、抱かかえきれない……！」

「護……」

　護はうつむいたまま、疾斗の腕をぎゅっと摑んできた。

　ひゅ、と喉のどを震わせて、護が息を吸う。

　そして、きっとずっと喉の奥に押し込んでいた言葉を発した。




「……助けてくれ、疾斗……っ」




　その声を聞いた瞬しゆん間かん、その言葉をずっと待っていたのだとわかった。

　護はずっとずっと、苦しんでいた。疾斗は気付いてたのに、気付かないふりをしていた。……護が隠かくすことなんて、きっと恐おそろしいことに決まっているから。

　臆おく病びような疾斗は、護にずっと守ってもらっていた。

「ごめん……ごめん、護……っ！」

（バカだった。大バカ野や郎ろうだった……！）

「何で、疾斗が謝るの……？」

　顔を拭って、護が顔を上げた。その顔は傷と涙で汚よごれている。

　護はこんなに苦しんでいたのに、何もしないどころか、イラついて、距離を取っていただなんて。

「お前が苦しんでたのに、気付かなくて……気付いてないふりして、ごめん……っ！」

　護の両りよう肩かたを摑んで謝ると、彼は驚いた顔をしてから、またうつむいた。髪かみの間から、笑った口元と涙の滲んだ目が一いつ瞬しゆん見えた。

「……バカだな。僕が疾斗に気付かせるわけ、ないじゃん。気付かれちゃダメだったんだから……疾斗のことも、守りたかったんだからさ……っ」

　ポタポタと、護の目から雫しずくが流れ落ちる。

　守りたかったのに、守れなかった悲しみと悔くやしさ。護がずっと抱え、凍こおらせていたものが、溶とけて目から零こぼれている気がした。

　疾斗は滲む視界を拭い、護の肩をぎゅっと摑んだ。

「俺なんかに何ができるかわかんねえけど、助けるよ。だから、俺のことも頼たよれよ。一人で抱えてんじゃねえよ、バカ」

「……疾斗ならそう言うってわかってたから、言わなかったんだよ」




　護は、疾斗を頼ってくれた。

　つかさは、疾斗に助けを求めていた。

　応こたえられるのは、疾斗しかいない。




「全部話せよ、護。俺も、全部ちゃんと聞くから。逃にげたりしねえから！　お前が背負ってきたもん、俺も背負うから！」

　これから護が話すことは、たぶん、恐ろしい事実。わかっている。でも、もう耳を塞ふさぐわけにはいかない。

　それでも護はためらうように口を噤つぐむ。

「護。こんなに頼れる親友がいるんだ。一人で背負うことはないよ」

「先せん輩ぱい……」

　優やさしくやわらかい声こわ音ねの悠弦を一度見上げ、護はわずかに表情をゆるめる。

　そこへ功樹の明るい声がした。

「そうだよ！　それに俺だっているし、悠弦先輩だっているじゃん！　もうここまで来たら、運命共同体っしょ？」

　ちょっと顔をこわばらせながらも、功樹はニカッと人好きのする笑えみを護に向けた。

　震えてたくせに、よく言う。……でも、功樹のこういう場を明るくする才能は、正直すごいと思ってしまう。

　悠弦と功樹、そして疾斗を見て、護はようやくホッとした顔をした。

「うん……そう、だね」

　その安心感を嚙みしめるように、護は一度瞼まぶたを閉じる。




　次に護が目を開けた時には、冷たいだけではない、真しん剣けんで冷静な表情が戻もどっていた。

「さっき攻こう撃げきしてきた赤い奴やつ……あれが、次の魔ま王おうなんだ」

「じゃあ、あいつを倒たおせばいいんだな？」

　単純な話。しかし護の顔はくもり、うなずくことをためらっていた。

　心臓が痛いぐらいに大きく脈打ちはじめる。

　想像よりも悪いことが起こっている。疾斗が感じるのはそれだけ。それでも、もう目を逸そらさないと決めた。何もわからないままにはしたくない。護にだけつらいことを背負わせたりしない。

「護。……つかさは、どこ行ったんだ？」

　冷や汗あせが止まらない。護の肩を摑む手が震ふるえる。

「死んだり、してないよな……？」

　今疾斗にできることは、どうか無事でいてほしいと祈いのることだけだった。

　護がゆっくりうなずき、ホッとした矢先──

「……魔王を倒した者が、次の魔王になるんだ」

「え……？」

　自分のことのように傷ついた顔をして、護はその言葉を口にした。
















「──日廻つかさが、新しい魔王になったんだ」



















　あとがき




　初めまして、こんにちは。時とき田たとおると申します。

　この度たびは本書をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　本書はれるりりさまの楽曲、『僕がモンスターになった日』のノベライズとなっております。この楽曲の前日譚たんである『Lv99』という楽曲の要素も関係させ、このような形になりました。いかがでしたか？　楽しんでいただければ幸いです！

　もしもまだ『僕がモンスターになった日』という楽曲を聴きいたことがない、という方は、ぜひ聴いていただきたい素す晴ばらしい楽曲です。楽曲を聴くと、この小説もまた違った印いん象しようになるかもしれません。




『僕がモンスターになった日』の生みの親であるれるりりさま。楽曲制作に関わられたみなさま。このような機会をいただき、誠まことにありがとうございました！　素晴らしい楽曲の魅み力りよくをこの小説で伝えられていればと思います。

　イラストを担当してくださったＭＷみうさま。素敵なイラストをありがとうございます！　いただいたラフの五人を見ながら執しつ筆ぴつしておりました！

　いつもキャラクターの心情に寄り添そってくださる担当編集の山やま内うちさま。そしていっしょにプロットに悩なやんでくださった前担当編集の安やす井いさま。本当にお世話になりました。ありがとうございました。

　ビーンズ文庫編集部のみなさま、各関係者の方々にも、心からお礼申し上げます。

　友人、家族にも感謝を。いつも支えてくれてありがとう！

　そしてもちろん読者のみなさま！　ここまで読んでくださって本当にありがとうございました！　もう少し続きますので、次巻も読んでいただければ嬉うれしいです。少しの間お待たせしてしまいますが、その間はぜひ『僕がモンスターになった日』、『Lv99』など、れるりりさまの楽曲を聴いて聴いて聴きまくって、お待ちいただければと思います。




　それでは、またお会いできることを心から願っております。


時田とおる　　



























カバー・口絵・本文イラスト／ＭＷ（Ｋｉｔｔｙ ｃｒｅａｔｏｒｓ）

デザイン／伸童舎
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